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ラオス人民民主共和国

ミャンマー連邦国

プロジェクト･ファインディング調査報告書
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ラオス南部平原総合農業農村開発計画

ボンホン平原農業農村開発計画

ラクサオ地区総合農業農村開発計画

北部山間地域小規模農村開発計画

ミャンマー連邦国:

ミャンマー中部半乾燥地域小規模畑地濯浩計画

シャン州東北部少数民族地区農村総合開発計画

農業情報センター計画

平成7年3月

社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会
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国 名 :ラオス人民民主共和国

案 件 名 :ラクサオ地区総合農業農村開発計画

相手国担当機関 :農林省及びポリカムサイ県庁

(1)事業の背景

焼畑農業は､山岳地帯で主に山岳民族によって営まれている農業活動であり､結果として森林資源の悪

化を招いている｡政府は森林資源保護と自然環境保護,及び山岳民族の生活水準向上を目的として､山岳

民族の低地への移住を促進している｡

ポリカムサイ県では1993-2000年中期開発計画で山間地農村絵合開発にも高いプライオリティをおいて

取り組もうとしている｡特に､ Tongsene血amat地区に対する開発は最優先としており､ 1993年5月には

n1.ngSenethamat開発委員会を発足させ､以下の目標を掲げ具体的な取り組みを始めた｡

1)焼畑耕作を止めるための農民に対する教育

2)焼畑農民に村する農地の提供

3)新規開田と澄渡施設の建設

4)農民に対する公衆衛生及び教育の普及

(2)計画の概要

調査対象地区はラクサオ市の東及び東南5 - 15kmに広がるNamKata川､ NamThi川､ NamPhao川の3河

川の流域盆地でmongsenethamat地区を中心とした約2万hal計画対象村落は当盆地周辺の20ケ村である｡

計画の目的は上記3河川の水資源開発をベースに藩政施設及び農地の整備(水田及び畑地)を行うと共

に､農村道路､飲雑用水供給,小水力発電,収穫後処理施設､学校､集会所等の整備等の事業をとおして

以下のような効果を実現することである｡

1)焼畑耕作の減少

2)食糧自給率の向上と安定

3)高地民族の定住化

4)乾期作藩政による作物の多様化

5)周辺山間地域に村する総合農業農村開発のモデル

6)農家の生活水準向上及び地域の民生安定

(3)協力ヘの展望

* フィージビリティ調査

* 期間:約14カ月 (地形図作成を含む)
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要 約

国 名 :ラオス人民民主共和国

案 件 名 :南部平原総合農業農村開発計画

相手国担当機関 :農林省及びチャンバサック/サラワン県庁

(1)事業の背景

メコン河及び支流域の沖積低地(標高100-200m)地域は水田耕作を中心とした農業地帯で,当園の食

料生産の中心地帯として､全国の米の約60%を生産し､比較的生産性の高い農業が営まれている｡しかし､

水田の乾季港洗面積比率は0.9%と低く､生産基盤は脆弱で､ 1988年の南部の干魅の際,同地域の米の生産

量が前年の66%､天候に恵まれた1986年と比較すると59%8こ落ち込む等安定した農業生産は達成されてい

ない｡

計画はこれらラオスの穀物倉庫ともいえる､水田地帯が依然として天候に左右され易い天水田地帯であ

ることに鑑み,当地域の農業水資源を最大限に開発し､

1)雨季の補給藩政により稲作の安定化を計る

2)乾季荘概により乾季稲作栽培面積の拡大を計る

3)乾季港漉による畑作栽培面積の拡大し､作物の多様化を計る

4)畜産振興のための水資源を確保する

5)水不足地域の農村に対して生活用水を確保する

6)農村生活の改善を行い､住民の生活レベルの向上を計る

ことを目的とする｡

(2)計画の概要

計画対象地域はメコン河及び支流域の沖積低地(標高100ー200m)の内,サラワン県及びチャンバサッ

ク県とする｡当地域は水源､地形,対象農地､対象作物(稲作,畑作,畜産)等の特性によって,以下4

地域に分けられる｡

1)セドン川流域及びボロベン高原の北西部裾野地域を含むメコン河左岸

2) XeKhampho川涜域を中心としたボロペン高原の南部裾野地域を含むメコン河左岸

3) Khamouan川及びphaling川流域を中心としたメコン河右岸

4)コーン島を中心としたメコン河両岸のラオス最南端部

計画は上述4地域を開発ブロックとして各ブロックの地形,気候等自然条件及び社会条件を踏まえ､地

域の特徴を生かした農業水資源の開発とその効果的利用を計ると共に,県が計画している総合農村開発を

合わせて強化し農民の生活向上を計るものである｡

(3)協力ヘの展望

* マスタープラン/フィージビリティ調査

* 期間: 19カ月(地形図作成を含む)
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国 名 :ラオス人民民主共和国

案 件 名 :ボンホン平原農業農村開発計画

相手国担当機関 :農林省及びビエンチャン県庁

(1)事業の背景

ラオス政府は1984年頃から全国レベルでは米の自給は達成されたが､地域別の生産量及び消費量は依然

アンバランスであり,特に全人口の20%近くが集中しているビエンチャン平野では慢性的な米不足に悩ま

され続けている｡さらに､水稲栽培も天水にほとんど頼っているため､気候の変化によりその生産量は左

右されており､特に1988年の南部地域の干魅では生産量が約30%も低下し､米不足が深刻となったo

このような現状に鑑み､ラオス政府は主としてビエンチャン首都圏に対する米の安定供給を確保すると

ともに､焼畑農業に従事している少数山岳民族の入植･定着を図るため､このボンホン地区農村開発計画

を取り上げたものである｡

本計画はビエンチャン平原に残された唯一の大規模重力藩政計画を含む総合農村開発計画であり,その

重要性及び緊急性に鑑み,ラオス政府は1985年ベトナムの技術協力を得てナムチェンダム及び藩政施設の

予備調査を行ったが､実施に進むためには不十分であり,早急に詳細なフィージビリティ調査を行うとし

ている｡

一方､ボンホン平原への藩政計画として,水源をナムリク川とする計画がある｡ラオス政府は水源をナ

ムリク川とすれば港液面積を増やせるため,雨水源案の経済的,技術的妥当性について更に検討したいと

している｡このため､本計画のフィージビリティ調査では｢水源としてナムチェン川が経済的､技術的に

妥当である｣ことを確認するため, ｢水源の代替案の検討,即ちナムリク川からの取水とナムチェン川か

らの取水の比較をプレーF/Sレベルで行う｣ことを提案することとした｡

(2)計画の概要

計画地区は､首都ビエンチャンの北方70kmのビエンチャン県ボンホン郡に位置している｡また,同地

区内には6ケ村が含まれ,総人口は約33,000人である｡同地区には現在､約4,0(氾haの天水田があるが,

乾季は降雨が無く作付け不可能である｡また､雨季においても降雨が不安定であり,度々干魅または洪水

により被害を受け､極めて不安定な農業を強いられている｡このような不安定な農業を解消し,水稲二期

作を可能にするとともにあわせて､未開発可耕地約3,000haを開発し少数山岳民族の入植を図るため､ナ

ムチェン川上流部での貯水ダム及び重力藩政システムの建設を含む総合農村開発を計画している｡計画の

概要は以下のとおりである｡

1)ナムチェン川上流域での貯水ダム建設(調査では水源の代替案としてナムリク川からの取水の

技術的/経済的妥当性についても検討し､妥当案を採用するものとする)

2) 3,00Ohの農地開発

3) 7,000ha (既成田;4,000h､新規開田;3,000血)に対する港概排水施設建設

4)新規開発地区への少数民族の入植

5)上水道施設､村落道､収穫後処理施設等の農村インフラ整備

(3)協力ヘの展望

* フィージビリティ調査

* 期間:約15カ月(地形図作成を含む)
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国 名 :ラオス人民民主共和国

案 件 名 :北部山間地域小規模農村開発計画

相手国担当機関 :農林省

(1)事業の背景

ラオスの山間地は全国土の70%を占め､そこに全人口の45%が居住している｡ラオス政府は, 5ケ年

計画の第-に｢食糧の安定自給｣を掲げて港概事業に取り組んでいるが､ LL澗地域に対する開発事業は平
野部に対するそれに比べ,かなり遅れているのが実情である｡これは以下のに点が主な原因と思われる｡

1)藩政事業は経済的投資効果を重視することから､そのほとんどが穀物地帯であるメコン河沿い

の3平野部(ビエンチャン,サバナケット,チャンバサック)に集中していた｡

2)北部の各県は稲作の歴史も古く,農民による小規模な雨季の補給亜概が古くから行われていた

ものの､アクセス､治安などの問題から政府の支援による事業が実施されにくい状況にあった｡

最近になって｢山間地における焼畑減少,農民の生活安定,食糧自給率の向上｣が大きく取りざたされ

るようになり,ラオス政府､各援助機関ともこれらの目標達成に向けて､それぞれのアプローチを模索し

ているのが実情である｡

(2)計画の概要

本計画の目的は､現在プロジェクトごとにそれぞれのアプローチで行われているLI｣間地の小規模港渡開

発に対して,全国レベルで開発戦略を立て､系統だった開発を行おうとするものである｡

今回提案するマスタープラン調査では現実的な作業量を考慮してマスタープラン(フェーズ_I)とし､

対象地域を北部の合計10県及び2つの行政特別区とする｡

マスタープランは,以下のような内容となる｡

1)対象地域全体の既存の山間地小規模澄渡施設に村するインベントリー調査:藩政施設のタイプ

分類､現況､改修の必要性,問題点の整理など

2)開発可能港概施設(計画)調査:タイプ分類,開発優先順位など

3)山間地小規模港叔開発基本構想の策定

4)タイプ別基準設計

5)概略コストの積算

6)実施方法の提案

さらに,選定された典型的優先プロジェクトに対して,プレ･フィージビリティー調査を実施し､具体

的実施方法､スケジュール､必要施設の設計､積算､事業/環境評価及び維持管理計画の策定を行う

(3)協力ヘの展望

* マスタープラン/プレーフィージビリティ調査

* 期間 : 19カ月
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2.5.2 計画の目的

2.5.3 計画の理念および概要

2.5.4 開発調査への提言

3.ミャンマー国プロジェクトファインデイング調査報告書

3.1一般背景

3.1.1ミャンマー国経済の概要
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3.2 ミャンマー中部半乾燥地域小規模畑地港概計画
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3.2.2 計画地区の概要

3.2.3 計画の目的

3.2.4 計画の概要

3.2.5 調査団の所見

3.3 シャン州東北少数民族地区農村総合開発計画

3.3.1計画の背景
3.3.2 計画地区の概要

3.3.3 計画の目的

3.3.4 計画の概要

3.3.5 調査団の所見

3.4 農業情報センター計画

3.4.1計画の背景
3.4.2 農業情報整備技術

3.4.3 計画の目的

3.4.4 計画の概要

3.4.5 調査団の所見

添付資料

資料- 1 調査実施工程

資料-2 面会者リスト

資料- 3 ラオス南部平原総合農業農村開発計画DRAFr AID PROPOSAL

資料-4 ボンホン平原農業農村開発計画DRAFT AⅡ) PROPOSAL

資料- 5 ラクサオ地区稔合農業農村開発計画DRAFr AID PROPOSAL

資料- 6 北部山間地域小規模農村開発計画DRAFr AⅡ) PROPOSAL

資料- 7 ミャンマー中部半乾燥地域小規模畑地港概計画DRAFrAlD PROPOSAL
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国 名 :ミャンマー連邦国

案 件 名 :シャン州東北部少数民族地区農村総合開発計画

相手国担当機関 :辺境地区民族発展開発省

(1)事業の背景

シャン州はミャンマー国東北部に位置する面積189,㈱km2を有する丘陵及び山岳地域でる｡この少数

民族地区は開発が遅れており､交通､通信､港概等の基本的インフラ整備がまったく行われおらず,経済

活動も満足に行えない状況にあり､また生活環境､生活水準は非常に低い状態にある｡さらにこ近年の人

口増加等によって,森林破壊及び土壌侵食等の環境破壊が問題となっている｡

政帝基本計画報告書によるとシャン州全域の8つの小数民族地区において､開発計画が実施されている｡

しかし,この対象地区は極めて広大であるため､本計画の対象地区として上述8つの小数民族地区の中で､

(i)ケシ栽培対策のモデル事業としての波及効果が期待できること､(ii)焼畑農業対策及び山岳民族定住対策

のモデル事業としての波及効果が期待できること､ (iii)アクセスが比較的良く治安上問題のないこと､等

を考慮し､シャン州東北部のコカン､シャン及びカチン北東の三地区を計画対象地区とした｡これらの三

地区は政府においても最優先開発地区の一つに位置づけられており､これまでに､種子･肥料･農薬配付､

農業携械配付､飲料水供給､道路整備､病院､学校建設､通信施設整備､等のような開発事業を実施して

いる｡しかしながら予算不足及び資材不足のため,予定どおりには進んでいない｡

(2)計画の概要

本計画の目的は以下に示すとおりである｡

1)限られた資源を有効に利用し,農業生産性を向上させ地区内自給の達成を図ると共に,土壌侵

食等の対策を提案し持続的な農業開発を進める｡

2)換金作物(野菜,抽料作物)及び工芸作物(捕,コーヒー等)の栽培と農産加工を振興し､ケシ栽
培を撲滅させると共に､雇用増加及び所得向上を図る｡

3)農村生活環境の改善及び経済活動に必要な社会インフラの整備｡

4)モデル開発事業として位置づけ,今後の少数民族地区開発の普及に資する｡

計画地区全体のインヴュントリー調査を行うと共に農村総合開発計画のマスタープランを策定し,その

上で開発優先地区及び優先実施コンポーネントを決定し､それらに対してフィージビリティ調査を実施す

る必要がある｡考えられる開発コンポーネントは以下のとおりである0

l)既存インフラの改修及び新規インフラの建設:農村道路,農村給水施設､小水力発電,藩政

施設､収穫後処理施設及び農村加工施設､医療及び教育施設､通信及びコミュニティ施設

2)農業開発:重要作物の選定､栽培技術の普及､コマ-シャリゼイションの導入

3)農業支援サービス拡充:農業普及部門の強化､農業金融､農民生産組織の確立

4)環境保全:土壌保全型農法の普及､アグロフォレストリー及び果樹栽培の導入,焼畑農民の

定着化

(3)協力ヘの展望

* マスタープラン/フィージビリティ調査
* 期間:約17カ月
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1.序 看

海外農業開発コンサルタンツ協会は､ラオス人民民主共和国及びミャンマー連邦国におけるプロジェク

トファインデイング調査のために1995年2月20日より同年3月11日まで予備調査団を派遣した｡調査団は下

記の4名より構成されている｡

信
洋
一

ン

野

口
崎
り

央
水
島
ア

Iu

EiJ

E
E1ー■■ウ

ー

2

3

4

-

(総括/荘概排水,日本工営)

二(農業,日本工営)

辛(農村基盤整備､ ERI) (ラオスのみ)

スエ(農業基盤整備､日本工営(ミャンマーのみ)

調査団は両国において以下のプロジェクトに関する現地調査､資料収集及びフォローアップ調査を行っ

た｡

ラオス国

｢ラオス南部平原総合農業農村開発計画｣ (新規案件)

｢ボンホン平原農業農村開発計画｣ (フォローアップ)

｢ラクサオ地区総合農業農村開発計画｣ (フォローアップ)

｢北部山間地小規模農村開発計画｣ (フォローアップ)

ミャンマー国

｢ミャンマー中部半乾燥地域小規模畑地藩政計画｣ (新規案件)

｢シャン州東北部少数民族地区農村絶合開発計画｣ (新規案件)

｢農業情報センター計画｣ (新規案件)

調査団はラオス国においては農林省官房及び濃概局､チャンバサック県､ビエンチャン県､ポリカムサ

イ県の各担当者と討議を重ね､これらを通じて計画に関する各種資料及び情報を入手するとともに環地踏

査を実施した｡また,ミャンマー国では農業省計画局､港概局､農業機械局及び農業局,辺境地区民族発

展開発省､商業省の担当者と討議を重ねると共にFAO､ UNDPにおける関係者とも面談を行い,計画に対

する様々な情報及び参考資料を得た｡

本報告書は上記の計画に関する環地踏査及び討議の結果を取りまとめたものである｡

なお,調査団は本調査を遂行するにあたり､ラオス及びミャンマー国の農林省当局､各県/郡の担当部

署及び日本大使館より多大の協力を頂いた｡これらの機関に対して深甚の謝意を表するものである｡
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ラオス調査結果

'1



2.ラオス人民民共和国プロジェクトファインデインク調査報告書

2.1一般背景

2.1.1ラオス国経済の概要

ラオスはタイ､ミャンマー,中国､ベトナム､カンボジアの5カ国と国境を接する面積23万7,000平方キ

ロメートル､人口440万人､一人当りの GNP440ドル(1992年現在)の天水農業を主産業とする内陸国

であるo第3次5カ年計画によれば, GDPは1989年の実績348,253百万キップに対して､ 1995年には､ 527,103

百万キップを目標(150%の伸び)としている｡産業別のシェアは1993年現在の推計で､農業56.3%､工業

17.4%､サービス24.3%となっていて同国における農林業の比重の大きさがうかがえる｡

ラオスの貿易は大幅な入超となっている｡理由は工業製品のほとんどと食料/食品の一部を輸入に頼っ

ている反面,有力な輸出産品がないことである｡政府資料(IMF推計)によれぼ､ 1991年の輸出合計は

76.4百万ドル(内,電力20.8百万ドル､木材24.4百万ドル､その他31.2百万ドル) ､これに対し､輸入合
計は282.4百万ドルで206百万ドルの貿易赤字となっている｡

2.1.2農業の現状

ラオスは人口の80%は農林業に従事し､ GDPの60%近くを農林業が占めている農業国である.耕作面積

の約85%を稲作が占めているが､ほとんど天水田に依存した耕作なので天候によって生産が不安定である｡

国土の70%を占める山岳地帯では伝統的に少数民族による焼畑移動耕作が行われ,稲作面積の40%前後が

焼畑陸稲によって占められている.適地適作とも言えるが､焼畑陸稲は平均収量が1.5tonPlaと生産性が低

いうえに,森林資源の破壊及び土壌侵食を伴うので社会経済上の問題となっている｡

1984年頃からラオスは米の自給をほぼ達成したと言われているが, 87年､ 88年の連続した干魅により,

米の緊急援助及び輸入を必要としたり､道路条件が不良なために域外輸送が困難であり､不作年の被害を

深刻化させている｡現実には､ 1983年以降1989年まで(90年以降の資料は夫人手)毎年2- 3万トンの米

の輸入を行っている｡政府は港概面積の拡大及び藩政効率の向上､栽培技術の向上により,米の持続的な

自給体制の確立を第一の目標としている｡

1993年の米の生産量,耕作面積及び単位収量は以下のとおりである｡

ha) 単位収量(t化a

2.6

3.5

l.5

55.1

35.0

1.3

18.8

125.1

生産量(方†ン

雨季水稲 92. 1

乾季藩政水稲 4.6

己屋岨

(合計)

28.4

また､以下に示すように､年別の米の総生産量はその年の天候に大きく左右されることを示している｡

年別米の総生産量

年 1986 1987 1988 1989 1990 1992 1993

生産量(万け) 145 122 100 140 151 150 125

荏) 1991年の資料は未入手
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2.1.3 国家計画

(1)第3次5カ年計画(1991-1995年)

1991年より開始された第3次経済･社会開発5カ年計画の基本目標は第2次5カ年計画をほぼ引き継ぎ､

以下7項目を重点に挙げている｡

a.食料自給の確保

b.森林保護及び焼畑農業の削減を伴う森林開発

c.農林業の拡大による国内加工産業の育成

d.非食料品の輸入削減及び輸出促進

e.運輸通信サービスの向上

f.組織･経営能力の強化

g.良質な人的資源の開発

これら基本目標に対して農業セクターでは以下のような具体的目標を挙げている｡

1)米の安定供給のために藩政面積の拡大及び栽培技術の改良一農業普及により単収の増加を計る｡

2)土地利用権の確立,補助金廃止を伴う競争力の向上､農産物課税に村する見直し等の施策によ

り作物の多様化を計る｡

3)既存藩政施設の改良･水管理の改善,また農民自身による水利組合の強化により荘概効率を上

げ､生産性の向上を計る｡

4)畜産物輸出税の廃止等により民間,特に小農による畜産業の活性化を計る｡

5)森林の商業生産と森林保護の両立を目指し,持続的森林経営の確立を計る｡

(2)第5回党大会(1992年)

1992年の第5回党大会では1993 -

2㈱年にわたる開発基本構想(NewGuideline)が発表され,政府は基

本的にその開発努力を中央ゾーン(5県)すなわち､ビエンチャン特別市､ビエンチャン県､ポリカムサ

イ県,カムアン県､及びシュンクアン県に集中することを表明した｡

- i):



国 名 :ミャンマー連邦国

案 件 名 :農業情報センター

相手国担当機関 :農業省移住及び土地登記局(SLRD)

(1)事業の背景

農業省移住及び土地登記局(SLRD)は､全国の農業続計情報の整備を行っている｡しかし､その情報

は聞き取り調査を中心としたものであり,精度が問題となっている｡また航空写真等を用いた比較的精度

の高い土地利用囲もいくつかの開発計画地区レベルで存在するが,年代が古いものが多く信頼度が低い｡

ミャンマーは未利用荒廃地が全国で800万haもあり､また未利用な水資源が豊富に存在し,今後多くの地

域､農業開発が策定されると見込まれ､精度の高い農業情報の整備が重要課題として取り上げられている｡

現在農業省においても農業統計情報整備事業について考慮中であり,特に正確なデータの収集,データ分

析の一般化､スタッフの育成等の農業情報収集技術の援助を期待している｡

(2)計画の概要

本計画は将来の全国農業情報整備に資するものとなるモデル事業と位置づける｡そのためミャンマーに

おいて地形的･農業活動的に多くの典型的なパターンを含んでおり,かつ農業重要度が高くそして波及効

果が期待できる地区を選定する必要がある｡これらを考慮し､調査対象地区を､ミャンマー中部地区にあ

るマグエ管区とした｡本計画の目的は以下に示すとおりである｡

1)ミャンマー国に精度が高く､かつ総合的な土地及び農業情報システムを導入する

2)本情報システムは,将来の農業開発の際に利用できるものとする

3)このような農業情報システムを活用できる技術者の育成

4)ミャンマー全国の農業整備事業に適用可能な事例とする

本計画は衛星リモートセンシングデータより,現況の土地利用状況の解析等を行い,その他補足調査と

して,現地での聞き取り及び収量調査､統計情報等を参考にしてながら,農業情報をデータベース化し整

備していくものである｡情報は地理情報システムよって処理し,将来の開発計画策定時の活用データに資

するものとする｡また全国への波及における実施運営基地となり,かつ技術者の育成を目的とした農業情

報センターの建設を行う｡そのため計画は, 1)農業情報整備調査, 2)農業情報センター､ 3)機材供与の

3コンポーネントに大別される｡

(3)協力ヘの展望

* マスタープラン調査
* 期間: 約15カ月
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はほとんど流量がなく､溜池等により乾季の水源を確保する必要のある川,の2種類に代表される｡以下

に典型的水源の代表例についてその特徴と地区の概要を示す｡

1) Khongthao川流域

Khongthao川はバクセより北へ約40km､ Xelabam村地点でセドン川に合流する｡ボロベン高原

からの地下水が高原の裾野で湧き水となり､年間を通して水量が豊かであるc乾季の2月時点

で約1.2m3/sec流量がある｡現在は､農民による初歩的な取水施設と水路で極めて限られた水

田に雨季の補給港概が行われている｡効率的な澄渡を行えば､河川の維持用水を考慮しても400

-500ha程度の乾季港概が可能である｡当水源流域には7村落が有り､農家数616戸､人口2,608
人､水田面積442hである｡

2) Khamouan川流域

チャンバサック県では5つの地域(zone:E血et)を総合農村開発重点地域に指定してる｡

農村盆合開発措定地域

(1) Nongte

(2) Zone-9

(3) SengDong

(4) Thai Border

(5) SenEKhoksavan亡

那(Gistrictl名

Cbampasak

Paksong

Mounlapamok

Pbontbong

Soukbouma

このうち､ (1)Nongte及び(5)SengKhoksavangはKhamouan川流域にあり,開発ニーズの高い地域であ

る｡ Khamouan川はメコン河右岸のPhasak山(1,408m)に源を発し､チャツンバサック郡の中央を北から南

に縦断するチャンバサック郡では最もおおきな川である｡しかしながら,水源のPasak山での降雨量と降

雨パターン,流域面積､植性等の関係から乾季にはほとんど流量が無くなってしまう｡県及び郡の農業部

では且bammouang川本流及びその支流のPhong川, Gnang川､ Khala川, Makyang川等に小規模溜池の建設す

ることにより､乾季の港概/畜産用水の確保を計ろうとしている｡

Champasak郡及びsoukhouma郡の概要は以下のとおりであるo

Cham!)asak Soukhouma

Nongte SengKboksavang

12

4,920

1,106

1,799

2,6

if1

4,182

979

1,515

2.5

開発ゾーン

村落数

人ロ(人)

農家数(戸)

水田面積(ba)

米の単収( tンha

2.2.3計画の目的

計画はこれらラオスの穀物倉庫ともいえる,水田地帯が以前として天候に左右され易い天水田地帯であ

ることに鑑み､当地域の農業水資源を最大限に開発し､

1)雨季の補給潅故により稲作の安定化を計る

2)乾季澄渡により乾季稲作栽培面積の拡大を計る

3)乾季港概による畑作栽培面積の拡大し､作物の多様化を計る

4)畜産振興のための水資源を確保する
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2.2 ラオス南部平原総合農業農村開発計画(新規案件)

2.2.1計画の背景

ラオスは地形的に､ 1)北部山地(標高1,000-I,500m) ､ 2)中南部山地(標高600-1,000m) , 3)メコン

河及び支流域の沖積低地(標高100-200m)
､の3つに大別できる｡この内､

3)の地域は水田耕作を中心

とした農業地帯で､当国の食料生産の中心地帯として､ 1989年の統計では米の約60%を生産(ビエンチャ

ン特別市を含めると約70%)
､陸稲栽培比率は17%と低く(全国の稲作栽培面積に対する陸稲栽培面積比

率は約35%)
,比較的生産性の高い農業が営まれている｡しかし,水田の乾季澄渡面積比率はo.9%と低く､

生産基盤は脆弱で､ 1988年の南部の干魅の際,同地域の米の生産量が前年の66%,天候に恵まれた1986年

と比較すると59%Lこ落ち込む等安定した農業生産は達成されていない｡

2.2.2計画地区の概要

(1)概要

当計画対象地域は上述(3)メコン河及び支流域の沖積低地(標高100-200m)の内､サラワン県及び

チャンバサック県とする｡両県の東部に位置するポロベン高原は,標高1,000m,広大な耕地をもつ高原

地帯で,豊富な降雨(年平均降雨量3,00Om)を利用したコーヒーの栽培が盛んである｡対象地域はこの

ボロベン高原の北,西､南部の平地部で,中央を流れるメコン河に多くの支流が流れ込んでいる｡主な支

流はサラワン県を流れるセドン川(メコン河左岸)とチャンバサック県を流れるカムアン(Khamouan)川

(メコン河右岸)である｡また,ボロベン高原の裾野地域は高原に降る雨の影響から年間を通して流れの

ある小川や湧き水があり､下流に広がる農地への港概ポテンシャルがある｡一方､メコン河右岸のチャン

バサック平野は乾季の水源に乏しく,現在はメコン河沿いの一部の水EElに対してのみメコン河からのポン

プ藩政を実施している｡

(2)降雨

当地域の降雨は平均2,(X氾-2,500mmで,降雨量のほとんどが5月から10月までの雨季に集中しており,

乾季にはほとんど雨が降らない｡代表地点の1994年と過去10年の月別降雨量を以下に示す｡

Xelabam ChamDaSak

(Aye) 1994 (Aye.)

3 N 2

4 N 1

23 2 24

63 35 87

192 379 221

379 299 483

350 573 500

572 619 596

244 940 380

85 95 205

12 1 7
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(4)典型的水源の特徴

当地域の水源は､ i)ポロベン高原に源を発し､通年取水が可能な比較的水量に恵まれた川と､ ii)乾季に
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5)水不足地域の農村に対して生活用水を確保する

6)農村生活の改善を行い､住民の生活レベルの向上を計る

ことを目的とする｡

2.2.4計画の概要

計画は水源,地形,対象農地､対象作物(稲作､畑作､畜産)等の特性によって､以下4地域に分けら

れる｡

1)セドン川流域及びポロベン高原の北西部裾野地域を含むメコン河左岸

2)沌Khampho川流域を中心としたボロベン高原の南部裾野地域を含むメコン河左岸

3) Khamouan川及びphaling川淀城を中心としたメコン河右岸

4)コーン島を中心としたメコン河両岸のラオス最南端部

計画は上述4地域を開発ブロックとして各ブロックの地形､気候等自然条件及び社会条件を踏まえ,地

域の特徴を生かした農業水資源の開発とその効果的利用を計ると共に､県が計画している総合農相開発を

合わせて強化し農民の生活向上を計るものである｡

2.2.5開発調査への提言

(1)計画の意義

本計画は

1)ラオスの穀物倉庫ともいえるチャンバサック平野を中心とした水田地帯が依然として気候に左

右され易い天水農業が中心となっている

2)ひとたび干魅があるとその影響が地域内に留まらずラオス国全体の自給体制にまで及ぼす

という現状を改善するため､ ｢水資源を開発しその有効利用を計る｣と共に､ ｢農村生活を改善し､地

域住民の生活レベルの向上を計る｣ことにある｡

(2)ラオス政府の意向と調査団の提案

ラオス中央政府及び県担当者との協議の結果,開発のニーズを確認した｡本地域の開発のポテンシャル

の高さから考えると､以下のような内容の開発調査を提案する｡

1)本地域全体にかかる開発可能な農業水資源のインベントリー調査

2)本地域全体にかかる農村生活施設のインベントリー調査

3)水資源の特性及び農村生活環境を考慮した開発ブロックの設定

4)開発ブロック毎の開発プロジェクトリストと優先順位の決定

5)各ブロックの優先プロジェクトのF/S,概略設計
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2.3 ボンホン平原農業農村開発計画

2.3.1計画の背景

(1)事業の背景

ラオス政府は1984年頃から全国レベルでは米の自給は達成されたが､地域別の生産量及び消費量は依然

アンバランスであり､特に全人口の20%近くが集中しているビエンチャン平野では慢性的な米不足に悩ま

され続けている｡さらに,水稲栽培も天水にほとんど頼っているため､気候の変化によりその生産量は左

右されており､特に1988年の南部地域の干魅では生産量が約30%も低下し,米不足が深刻となった.

このような現状に鑑み､ラオス政府は第3次5ケ年計画(199l-1995)の農業セクターにおいてiま,引

き続き下記の項目を基本目標としている｡

1)米の自給体制を安定化するとともに安全保障備蓄を確保すること｡

2)米以外の作物･畜産･漁業などの振興により農業の多様化を図ること｡

3)焼畑農業を制限し,森林資源の開発利用と保全を図ること｡

このような国家目標に呼応し,ラオス政府は主としてビエンチャン首都圏に対する米の安定供給を確煤

するとともに､焼畑農業に従事している少数山岳民族の入植･定着を図るため,このボンホン平原農業農

村開発計画を取り上げたものである｡

本計画の開発地区は,ビエンチャン県ボンホン(PhonHong)郡に位置しているo 同地区はナムグム河

右岸に広がる肥沃な平原であり､また中央部にはナムチェン(NamCheng)河が流れており,極めて大き

な港概農業開発のポテンシャルを有している｡同地区には現在,約4,㈱baの天水田があるが､乾期は降

雨が無く作付け不可能である｡また､雨期においても降雨が不安定であり､度々干魅または洪水により被

害を受け,極めて不安定な農業を強いられている｡このような不安定な農業を解消し,水稲二期作を可能

にするとともにあわせて,未開発可耕地約3,∝氾haを開発し少数山岳民族の入植を図るため､ナムチェン

河上流部での貯水ダム及び重力澄渡システムの建設を含む総合農村開発が緊急の課題となっている｡

(2)水源計画の背景

経 緯

ナムグム川沿いの低平地はナムグム川の高水により雨季にはしばしば湛水していたが, 1970年ナムグム

ダムの完成後､この洪水被害から解消された｡特に,非常に肥沃なナムチェン川下流域は､このダムによっ

て大きな恩恵を受けることになった｡

ボンホン平野への藩政計画は1962年uNDpのファンドを受けて,調査実施されたビエンチャン平原総合

農業開発計画の中のひとつである｡続いて､ 1968年にボンホン平野農業農村総合開発にかかる概略調査が

実施された｡この調査では港親水源として2つの代替案が検討された｡すなわち､ナムリク川からの取水

とナムチェン川からの取水である｡

ナムリク川からの取水

ナムリク川を水源とすればナムリク川及びナムグム川の右岸の農地を港概する水は年間を通して十分得

られる｡ナムリク川からの取水方式には以下3つの案が考えられる｡

-9-

●



1)ナムリク多目的ダムの建設による水力発電に加えて,発電後の水を澄渡用水として利用する

2)ナムリク川に取水堰を建設して取水する

3)ナムリク川右岸にポンプ取水施設を建設して取水する

ナムリク多目的ダムからの取水によれば､ナムグム川右岸の2万ha以上のすべての農地に対して重力に

ょる港概が可能である｡しかしながら､この計画を美深するには､農業に関する調査のみでなく,水力発

電,洪水調節,環境等総合的な調査が必要である｡

ダム以外のナムリク川からの重力取水は取水堰によるものか自然取水によるものかが考えられる｡上流

には取水堰に適したサイトがある｡堰は土砂吐､魚道の付帯した越流タイプのコンクリート堰が考えられ

る｡雨季には上流から相当量の流経木が流れてくると考えられるので､取水施設の上流側には何らかの保

護施設が必要となる｡荘概のための水位を考えると現在の低水位から約10m程度堰上げる必要がある｡河

床には砂岩が露出しているが最深部の河床は低水位から更に約6-7m低い所にある｡堰本体の工事中に

は左岸側に仮排水路の建設が必要だが､雨季の洪水を考えるとこの仮排水路の工事には岩を含む相当量の

掘削が必要である｡上流のナムリク川支流のナムソン川がナムグム貯水池に転流されることを考えると,

このナムリク堰の建設によってボンホン平野の約10,∝X)haが港概可能となる.しかしながら,堰本体の工

事中に不可欠な仮排水路の建設コストを十分考慮する必要がある｡

自然取水の場合は取水堰地点から更に約5km上流のナムリク川右岸に取水施設を建設することになる｡

ナムリク川の縦断勾配が急なため開水路による導水路の建設は不適でこの案は代替案として検討に価しな
い｡

ポンプによる取水を考えるならば, That村にポンプ場建設の適地がある｡乾季の最低水位時には約12

mのポンプ揚程が必要である.このポンプ港概によればボンホン平野の北部約3,(X氾-4,∝X)haの澄渡が経
済的に可能である｡しかしながら､ o/Mコストや約15年の耐用年数後の更新コストはかなり高いものに

つくと考えられる｡

ナムチェン川からの取水

ナムチェン川の流量は季節により大きく変動している｡即ち､ 5月から1 0月までの流出量は年間流出

量138百万m3の96%lこ相当する132百万m3にものぽり､ 1 1月から4月までの流出量はわずかに4%8こ過

ぎない｡したがって,川の水を有効に利用するには雨季の流出水を貯留し､乾季に利用するための貯水ダ

ムの建設が不可欠である.港概可能面積は約7,000 haであるo

1970年代のナムチユングムの建設と中断

ラオス政府は1970年代にナムチユングム及び導水路建設を開始したが､完成に至らず中断されている｡

現在ダムについては完全に破壊されており､また導水路についても上流3 k皿程度にその痕跡が残るのみ

である｡

2.3.2計画地区の概要

(1)位 置

計画地区は,首都ビエンチャンの北方70kmのビエンチャン県ボンホン郡に位置している｡また､同地

区内には6ケ村が含まれている｡
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(2)地 形

港耽予定地は､西部及び北部は丘陵地により西部はナムグム川により,また南部は､小河川により囲ま

れた平原である｡ナムチェン川は地区のほぼ中央を北西より南東に菰れ､ナムグム川に合流している｡地

区は全体として北西より南東方向に緩やかに傾斜しており､西部及び北部では傾斜度は若干大きいが､南

東部は極めて平坦な地形となっている｡地区の標高は､おおよそ海抜160mから210mの間にある｡

(3)水文･気象

本計画地区の気候は､亜熱帯モンスーン性のものであり､雨季と乾季にはっきりと区別される｡雨季は

4月より9月までの6ケ月間であり, 10月より3月までは乾季となっている｡ボンホン測候所における記

蘇によると,地区の平均年雨量は2,140mmであり､その内約91% (1,940mm)は雨季に生じているo月平

均気温は12月の21℃より4月の28.2℃とわずかに変化しているのみであるが,夏期の最高気温が40.6℃､

また冬期の最低気温が1.5℃という記録もあるo平均相対湿度は3月に低く64%であるが､ 8月には82%ま

で上昇する｡

本計画における港概用水源はナムチェン川である｡同川は地区西部の山岳地帯に源を発するナムグム川

の-支流であり,集水面積はダム予定地点で237km2である｡ナムチェン川の年間平均流出量は､約140百

万m3であり月平均流量は概略下記のように算定されている｡

(m3/s)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

0.15 0.10 0.09 0.09 3.38 4.88 9.45 ll.10 19.90 4.17 1.27 0.47

(4)人 口

本計画地区には6ケ村があり,総人口は32,6CK)人､世帯数は5,540戸と推計されているo また男女別人口

は,男16,150人､女16,450人となっている｡

(5)社会インフラ

計画地区西端をアスファルト舗装の国道13号線が走っており,首都ビエンチャンから計画地区までのア

クセスは良い｡また,国道10号線がボンホン村付近で13号線より分岐し､地区北部を走りナムグムダムに

至っている｡ 10号痩は一部を除きラテライト舗撃となっている｡この2本の国道は本地区の基幹道路であ
り,農業資材及び農産品搬出入道路として利用できるo一方､地区内については計画的に建設された道路

はなく､自然発生的な人道または牛車道があるのみで,その質においてもまた密度においても極めて貧弱

な状況にある｡

電力供給については､国道13号線及び10号線沿いに22KV配電線が建設されており,既にボンホンなど

の大きな村については電化が進んでいる.水道施設については電力供給と同様,大きな村については一応

存在するが､質及び量ともに満足するものではない｡また,小村落においては村民は生活用水として浅井

戸または河川水を利用している｡

(6)港概施設

本計画地区内には港概施設はない｡建設途中で中断されているナムチユングム及び導水路の痕跡が残る
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のみである｡

(7)農 業

藩政予定地の土壌は主にアクリソルであり,表土は砂質壌土より粘土まで変化している｡また,下層に

は不透水性のラテライト性のハードパンが見られることが多い.本地区には約4,mX)haの天水田が存在し

ており,雨季水稲作を行っている｡乾季は水不足のためほとんど全域が休耕地となっている｡耕作方法は

伝統的なものであり､雨季明けに水牛による耕起を行い､田植えを行うというものである｡従って､雨の

降り方によっては田植えが遅れたり､また苗が枯れることも度々生じている｡また､肥料･農薬の使用も

極めて限られているため,米の単位収量も1.5トン伽程度と低い｡

水稲以外の作物については､農家の庭先で自家消費用に若干の野菜類を栽培しているのみで大規模なも

のは無い｡家畜は主に農耕用に水牛が飼育されている｡統計によると1農家当り4頭の水牛が飼育されて

おり,計画地区全体では､約22,300粟の水牛が飼育されていると推計されている｡

2.3.3 開発構想

(1)水源計画

本計画における澄渡用水及び農村給水源は前述の水源代替案の検討を踏まえてナムチェン川とする｡た

だし､調査においては,水源としてナムチェン川が妥当であることを確認するために｢水源代替案の検討､

すなわちナムリク川からの取水とナムチェン川からの取水の比較をプレF/Sレベルで行うものとする｡

(2)藩政排水計画

本計画における藩政面積は,既存水田地区4,㈱haと拡張地区3,000ha,合計7,(X氾haを予定しているo同

港概予定地は,上流部ではナムチェン川左岸に､また下流域では両岸にまたがって分布している｡ラオス

農林省水資源局の調査によると,ナムチェン川における最も経済的なダム建設地点は,国道13号上の橋梁

より約3.5km上流に位置している｡潅概用水は同ダムより取水され､ナムチェン川左岸沿いに建設される

導水路に導かれる｡取水工より約4km下流において導水路は2本の幹線用水路に接続される｡ 1本は南部

幹線水路であり,これはナムチェン川を横断し､主に同川右岸地区に給水するよう配置される｡

ラオス農林省当局により計画された港概施設の概要をまとめると下記のとおりである｡

a.ダム及び貯水池

ダム型式

堤高(最大)

場 長

洪水位

満水位

低水位

満水位水面積

全貯水量

有効貯水量

均一型アースフィル

21.5 m

574.0 m

EL. 196.40 m

EL. 192.85 m

EL. 183.00 m

19.1 km2

76.8 百万m3

52.0 百万m3
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b.港概用水路

導水路

北幹線水路

南幹線水路

支線水路

量
長
量
長
梁
長
数
長

容
延
容
延
跳
延
本
延

12.5 Ⅱ13/秒
4.2 km

5.4
mソ秒

9.2 km

6.8 m3/秒
13.4 km

20 本

22.4 km

計画地区の排水については､ナムチェン川及びその支流が幹線排水路として機能するが,これだけでは

不足であり､用水路に対応する密度の高い排水路網の設置が必要である｡

(3)農村インフラ計画

本計画において整備されるべき農村インフラは,緊急度が高い①上水道施設､ ②農村道路, ③収穫後処

理施設である｡

①上水道施設については,用水路からの取水,もしくは深井戸を掘削することにより､計画地区

内の6ケ村(ボンホウーボンホン･ナラン･ナポウ･ナムチェン及びカァ)に給水することと

する｡

②農村道路については,港概地区内では各用水路沿いに維持管理用道路を兼ねた農道を建設する

とともに,各村より国道13号及び10号への接続道路を改良することとする｡

③収穫後処理については,計画完了後の収穫物を処理できる倉庫及びライスミルの建設が必要と

なる｡

(4)農業開発計画

ラオス政府の農業多様化政策及び需要を考慮し､若干畑作物も導入することとなるが,気候土壌からみ

て本計画では水稲二期作が主体となる｡ラオス農林省の計画によると,雨季水稲作については補助藩政を

行い, 7,(X氾ha全面積について作付けを行うが､乾季作については利用可能水量の制約もあり､約1/3の面

積に当たる2,400haを三ついてのみ作付けすることとしている｡本計画実施後の米の単位収量を一作当り約

3トン伽と予想しており､従って米の年間生産高は,おおよそ28,000トンに上るものと考えられる｡

2,3.4協力ヘの展望

(1)事業の特色と意義

本計画はビエンチャン平原に残された唯一の大規模重力港概計画であるoラオス政府はその第3次5ケ

年計画でも打ち出しているように､米の自給達成を国家開発計画の主要目標の一つとしている｡これには,

従来の天候依存型から近代的集約農業への脱皮が必要との認識に立ち､ ①藩政排水施設を建設し､ ②改良

農法を導入し､土地生産性及び労働生産性を上げることを具体的方策としている｡また一方,少数山岳民

族の焼畑農業による森林破壊の防止及びそのための少数民族の定着も緊急かつ重要な問題であり､上記第

3次5ケ年計画の主要目標の一つとなっている｡

-13-



国 名 :ミャンマー連邦国

案 件 名 :ミャンマー中部半乾燥地域小規模畑地濯況計画

相手国担当機関 :農業省濯灘局

(1)事業の背景

中部乾燥地域はサがイン､マンタ.汁,マク○ェ管区に亘る中部ミャンマーの平坦地帯で､ミャンマーの全国人口

の約3分の1である約1,400万人を有する｡この中部乾燥地域は､年間雨量約1,000皿mの等雨量線で囲ま

れた平坦地帯であり､古くから農業が営まれている｡しかしながら降雨量が少なく､土壌肥沃度が低いた

め同地域の農業生産性は低く,農民の生活水準も極めて低いものとなっている｡また近年の人口増加から,

中部地区の森林破壊が進み､乾燥化がさらに強まっている｡ミャンマー政府もこのような状況を考慮し､

中部乾燥地区の開発を重要課題の一つに位置づけている｡

(2)計画の概要

本計画の目的は以下に示すとおりである｡

1)少ない降雨を小規模藩政システムを利用した港概農業開発によって農業生産性を高める｡

2)抽科作物を中心とした作付け体系及び効率性の高い搾油施設を導入し､紬料作物を特産品とし､

農民の雇用機会を創出すると共に所得の向上を図る｡

3)同時に国内自給の達成及び輸出作物としての確立を目指す｡

4)適正技術の導入すると共に技術移転を行い､今後の類似地区の開発の普及に資する｡

中部乾燥地域全体を対象にしたマスタープラン調査によって,開発計画を策定した上で,開発優先地区

(モデル地区)についてフィージビリティ調査を実施することを提案する｡策定する計画は以下の項目を

含む｡

1)水資源開発計画:約60もの中小河)IIのインベントリー調査を行い,そのポテンシャルを基に

優先性を決定する｡優先度の高いものについては具体的な開発計画を策定する｡

2)土地利用計画:現況の土地利用状況､土壌適性及び水資源開発計画より､将来の土地利用計

画を策定する｡

3)農業開発計画:米作だけでなく､省水性の農業開発計画を提案する｡その場合､特に抽料作

物の開発に的を絞ったものとする｡

4)農業基盤整備計画:藩政施設､農道､貯蔵施設等の既存季節似ついて調査すると共に,各開発

計画をもとに各施設の策定を行う｡

5)農産加工計画:付加価値の高かめ､そして品質の高いものを生産することによって､効果的

な農業開発を推進する｡

6)農業支援計画:農業普及計画､農民組織(生産組織,維持管理組織,水管理組織)計画､農

民及び技術者の教育システムと施設､政府の支援体制の強化等について検討する｡

7)環境保全計画:未利用荒廃地の緑地化,計画地区の乾燥化の抑止などを含んだ持続的な農業

開発となる計画を策定する｡

(3)協力ヘの展望

* マスタープラン/フィージビリティ調査
* 期間:約18カ月(地形図作成を含む)
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ボンホン平原農業農村開発計画
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本計画はこれらの国家目標にまさしく合致するものである｡また､本計画地区は人口が集中しているビ

エンチャン平原に位置しており､また首都ビエンチャンにも近いことから,本計画の実施は極めて効果的

であり国家経済に与えるインパクトも大きい｡

(2)相手国政府の意向

ラオス政府は本計画の緊急性及び重要性に鑑み､ 1985年ベトナム水理設計及び調査公社の技術協力を得

て,ダム及び藩政施設の予備調査を行っている｡しかし,本調査はあくまでも予備的なものであり,実施

に進むには不十分である｡従って､ラオス政府としては詳細なフィジビリティ調査を日本政府の技術援助

を得て早急に行いたい意向である｡

(3)フォローアップ

今回のフォローアップ調査において, ｢ラオス政府は水源をナムリク川として､荘概面積を増やした

い意向も強いが､ナムリク堰建設の経済的,技術的妥当性について疑問をもっている｣ことが､確認され

た｡このため,本計画のフィージビリティ調査では｢水源としてナムチェン川が経済的,技術的に妥当で

ある｣ことを確認するため, ｢水源の代替案の検討､即ちナムリク川からの取水とナムチェン川からの取

水の比較をプレーF/Sレベルで行う｣ことを提案することとした｡
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ラクサオ地区総合農業農村開発計画
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I

2.4 ラクサオ地区総合農業農村開発計画

2.4.1計画の背景

(1 )ポリカムサイ県1993-2()α)年中期開発計画

ポリカムサイ県では各セクターごとに1993-2㈱年中期開発計画を作成しており,農林部では栽培･普

及,畜産､林業･環境,港漉,気象､農村開発の項目別にプロジェクトをあげ予算計画をたてている｡各

項目別予算及び港耽,農村開発に関する計画を概略すると表-1に示すとおりである｡

(2)地理的環境

ポリカムサイ県には2つの主要な道路,国道13号線､国道8号線が走っている｡国道13号線は南部はビ

エンチャンよりパタサン､タケク､サバナケット､バクセを結び､北部はビエンチャンよりバンビエン,

ルアンプラバンを結ぶラオスを縦貫する唯一の幹線道路である｡一方､国道8号線はポリカムサイ県を東

西に横断していて､ 13号線の分岐点(Ban.bo)よりラクサオ経由でベトナム国境まで全延長136kmであ

る｡道路はさらにべトナム国内を通ってビン港まで(区間長85km)続いている｡

ラオスは内陸国で外国からの物資は従来タイのバンコクからビエンチャンまでの陸送(約650km)のみ

に頼っていたが, 8号線を経由してベトナムのビン港-至るルートが完成すればビエンチャンより国際港

へ至る最短ルート(約450km)となり,ラオスの国際貿易のみならず地域の社会経済発展に大きく貢献す

ると期待されている｡

(3)森林及び水資源

1)森 林

ラオスの熱帯雨林資源の保護は､国家5ケ年計画における主要項目の一つであるばかりでなく､

地球環境問題とも深く関連している.一方,森林資源は重要で戦略的な輸出商品の一つであるこ

とから,政府は森林資源の計画的な収穫及び管理を非常に重要視している｡ポリカムサイ県の木

材業はラクサオ市に本社をもつ県営建設会社BPKP社を中心に行われているo原木はラクサオに

集積され､ラクサオ市の製材所において年産約30,000m3が製材されている｡製材品は国道8号

線､ベトナム･ビン港経由で日本･台湾などに向けて輸出されている｡同社は1985年1月に設立

され,木材業の他､港激辛業､道路建設事業､公共施設建設事業,観光事業などのポリカムサイ

県の開発事業の中心的役割を果たしている｡

2)水資源

ポリカムサイ県の大部分の雨水は､メコン河の支流であるNamKading川に排水しているo Nam

kading川はNamMouan川, NamMouan川, NamGnovang川, NamTuen川の3つの主要な支流か

らなっている. NanEiding川流域は豊かな水源に恵まれており,水力発電開発に高い可能性をもっ

ている｡ 1991年に世銀によって実施されたNamTuen川第2水力発電計画フィージビリティ調査

をもとに近い将来の建設工事開始が期待されている｡

(4)焼畑耕作と移住政策

焼畑農業は,山岳地帯で主に山岳民族によって営まれている農業活動であり､結果として森林資源の悪
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化を招いている｡政府は森林資源保護と自然環境保護､及び山岳民族の生活水準向上を目的として,山岳

民族の低地への移住を促進している｡

ポリカムサイ県では93-2000年中期開発計画で山間地農村稔合開発にも高いプライオリティをおいて取

り組もうとしている｡特に, Tongsene血amat地区に対する開発は最優先としており､ 93年5月には

Tnongsenethamat開発委貞会を発足させ,以下の目標を掲げ具体的な取り組みを始めた｡

a.焼畑耕作を止めるための農民に対する教育

b.焼畑農民に対する農地の提供

c.新規開田と港概施設の建設

d.農民に対する公衆衛生及び教育の普及

当開発委貞会は県職員のみでなく､中央政府農林省,国防省よりの派遣職員を含む5人のメンバーから

なり,中央政府からも重要視されているプロジェクトであることが伺える｡プロジェクトはラクサオより

南方約15kmNamKata川流域約3,400ha,周辺の20ケ村の少数民族を対象としている.

(5)日本の技術協力と無償援助

日本のポリカムサイ県に対する技術協力･経済援助の実績はER-11の他に,最近では以下に示すような

協力が行われており､ポリカムサイ県の重要性が伺える｡

a.ポリカムサイ県プロジェクト形成調査
: 1992年8月 ECFA

b.ポリカムサイ県地形図作成技術協力 : 1992-1994年JICA

c.国道8号線建設機材整備計画基本設計 : 1993年3月JICA

2.4.2計画地区の概要

(1)位 置

ポリカムサイ県は西部が首都ビエンチャンに,東部はベトナム国境に接する｡行政的にはバクサン,タ

パパ-ト､パカデイン,ビイアントン､ポリカン及びカムクートの6郡から成り,対象地区のカムクート

郡の郡都ラクサオ市は北緯18度10分､東経105度に位置する｡

(2)社会条件

1993年3月現在のカムクート郡の総人′口は41,058人､世帯数7,627家族,村落数230である｡民族分布は

総人口約4万人のうち高地ラオ族及び中高地ラオ族がそれぞれ10%､残り80%が低地ラオ族である.郡の

人口増加率は2.7%となっている｡

(3)自然条件

ラクサオ市には農林省気象局に所属する気象観測所があり近年その運営がTBPKP社に依託されたが､必

要な観測データの整理が十分とはいえない状態である｡ラクサオ市の気象データが直接手には入らなかっ

たので､バクサンにおける過去5年間の気象概要を以下に示す｡聞き取りによれば､ 1992年のラクサオ地

域は干魅年に当り､年降雨量は1,5(氾mm程度とのことだが,データのチェックが必要である.
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バクサンの気象概要

年間降雨量 月平均最高気温 月平均最低気温
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(4)農 業

カムクート郡の主要作物は米で耕作地のほとんどが水田または焼畑耕作による陸稲栽培であるo 1992年

の耕作面積は､水田2,713ha,陸田3,319ha,新規開田287haである｡米以外の主な作物はトウモロコシ､コ

ーヒー､キャッサバ,サツマイモ､豆類,トウガラシ､果樹などである｡トウモロコシは米収穫の端境期

に主食の代用食として重要な役割を果たしている｡米生産は地域の需要をまかなえきれず､毎年7, 8
,

9月には域外より米を買っているのが実状である. 93-2CKX)年中期計画において県では1992年(実績)及

び2㈱年(予想)におけるカムクート郡とポリカムサイ県の米の需給バランスに対して以下のような見通

しをたてている.すなわち､カムクート郡においては､港概施設の充実により,米生産の40W加を見込

んでいるが,それでも3,000トン以上の不足が予測される｡

米の需給バランス

(単位:toll)

カムクート郡 ポリカムサイ県全体

1992年(実績)

米生産

米需要

バランス

2000年(予想)
米生産

米需要

バランス

78,808

62,548

+16,260

2.4.3計画の目的

当事業のEl的はNamKata川､ Nan Thi川､ NamPhao川の3河川の水源開発をベースに港耽施設及び農地

の整備(水田及び畑地)を行うとともに､農村道路,飲雑用水供給､小水力発電､収穫後処理施設､学校､

集会所などの整備によって地域農民の定住促進,生活向上を計ることである｡事業の実施によって以下の

ような効果が期待できる｡

a.焼畑耕作の減少

b.食糧自給率の向上と安定

c.高地民族の定住化

d.乾期作藩政による作物の多様化

e.周辺LU間地域に対する総合農業農村開発のモデル
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f.農家の生活水準向上及び地域の民生安定

2.4.4計画の概要

(1)計画対象地域

調査村象地区はラクサオ市の東及び東南5 - 15kmに広がるNamKata川, NamThi川, NamPhao川の3河

川の流域盆地でnongsenethamat地区を中心とした約2万hal計画対象村落は当盆地周辺の20ケ村であるo

(位置図参照) ｡

(2)水源開発計画

水源はNamKata川, NamThi川､ NamPhao川の3河川で各河川の計画地上流部の集水面積はそれぞれ

300km2､ 4km2, 260km2である｡現在Nam TTli川の上流には既存の小さな溜池があるが集水面積が小さく水

量が不足していて十分な港概効果が期待できないのが実状である｡計画ではより多くの水量が期待できる

NamKata川に溜池,取水堰を,また3河川の支流に小溜池群を建設しNamPhao川からの取水堰とこれら

の小溜池群を連絡し､計画地全体への有機的な湛概の可能性などを検討する｡

また, NamPha.川の上流部(ベトナム国境まで4kmの地点)には現在1600KWの水力発電施設を建設中

であるが,これはラクサオ市の将来需要を満たせない電力量である｡当計画では水量の豊富なNa皿Pbao

川でさらに発電の適地の有無を検討し,可能ならば当計画地区の農村電化を計る｡

(3)藩政開発計画

亜概可能面積は雨季の補給藩政が4-5,∝X)ha程度､乾季港概がその10-20%程度と考えられる.農地整

備は水田を中心とするが､地形を有効利用して一部は開畑,小型ポンプによる小規模畑地港概も検討する.

(4)農村基盤整備計画

農村基盤整備のコンポーネントとしては,農村道路､欽雑用水供給,農村電化､農産物集出荷･貯蔵施

読,精米施設､学校､集会所などが考えられる｡計画ではこれら施設の必要性,適正規模を検討する｡

(5)農業開発計画

当計画の第一の目的は米の安定生産､増産による自給率の向上であるo港概施設の整備によって,米生

産の安定化を計り,乾期水田裏作及び畑作での作物の多様化を促進する｡計画では適正作物の選定､適正

栽培法及び普及､農産物の市場性､典型的営農モデルの収支､農民組織･農民支援組織の体制づくりなど

について検討･提案をする｡

2.4.5開発調査への提言

(1)事業の特徴と意義

当事業の特徴をひと一言で表現すれば, ｢山間地域総合農業農村開発｣として位置づけられる｡従来､

取り組み易く､経済効果も十分に期待できる低平地部を中心に行われてきた港概開発の重要性を否定する

ものではないが､同時にラオス国の自然･社会条件を考えれば,山間地城の開発は必然的なものであり､

ラオス政府もようやく山間地域の開発に目を向けられるようになってきた｡最近､世界的に話題になって
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いる環境問題､即ち､人口増加に起因する焼畑農業による森林破壊,山岳少数民族の定住･生活安定･向

上などに対しても当事業は大きな意義を持っていると言える｡また､当地域がラオス国にとって､経済的

に非常に重要な戦略拠点であることから, ｢LLl間地域給合農業農村開発｣のモデルとして他の地域-のイ

ンパクトが期待でき,,この点からも当事業の意義は大きいと言えるo

(2)相手政府の意向

ラオス政府の当事業に村する高い優先度は県知事及び農林部責任者との話し合いの中で､また､中央政

府農林省の副大臣,官房(対外協力担当)責任者､港概局長及び村外協力･計画委員会の副委員長及び日

本担当の各氏との面談の中でも確認できた｡同時にラオス政府は､同事業に対する日本政府の技術及び経

済援助を望んでおり､われわれADCA調査団は当事業を日本政府の優良なoDA案件と判断するものである｡

(3)フォローアップ

今回(平成7年3月実施)のフォローアップで当件にたいするラオス側の意向を再確認した｡ラオス側は

当地域の重要性を認識しており,ローカル予算で少しずつ開発を進めている｡また､当地域の開発にはベ

トナムが興味をもっており､資金を援助している｡ラオス側としてはベトナムの援助の動向を見守ってい

るが､資金が少なく大きな効果が上がっていないのが実情である｡ラオス政府はラクサオ地域をパイロッ

ト地区として,なるべく短期間に実施したい意向をもっている｡今後はベトナムの援助の動向次第で日本

への援助要請に切り替えられる可能性があるため,引き続きプロジェクトの進捗状況を見守りつつ,フォ

ローしていく予定である｡
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(Unit: ba)

秦-2 ラオス濯浩施設の現状と計画

･ype 施設区分 完成 要改修 既窒票設工事中 将来計画

1.取水壌

箇所数

面積:雨 季

乾 季

2.貯水池

箇所数

面積:雨 季

乾 季

3.ポンプ

箇所数

面積:雨 季

乾 季

4.調整水門

箇所数

面積:雨 季

乾 季

124 47 171

1 3
,364

8,725 22,089

2,522 2,427 4,949

15 6 21

1
,704

6,765 8,469

1
,205

1
,860

3,065

32 25 57

6,3 15 4,970 1 1
,285

4,079 2,856 6,935

5 3 8

1
,520

250 1
,770

740 1 20 860

23 136

5,362 17,552

2,660 3,856

7 66

914 16,274

328 1 1,199

13 27

4,320 19,030

2,330 14,010

0 5

0 1
,290

0 1
,200

合 計

箇所数

面積:雨 季

乾 季

176 81 257

22,903 20,7 10 43,613

8
,546

7,263 15,809

43 234

10,596 54,146

5,3 18 30,265

出典:ラオス農林省港概局
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秦-1ポリカムサイ県農業セクター中期開発計画概要

ポリカムサイ県開発計画予算(1993-2000) <農業セクター>

項 目 予 (㈱.Kip)

調査/普及 建 設
ー

2

3

4

5

6

7

畜 産

林業/環境

産 概

気 象

農村開発

事務/運営

268,598 10,㈱

186,165 28,557

465,7 13 59,500

23 1
,670

1
,758,500

44,94 1 7,525

7 2
,(X氾

¥1

596,5 14 243,298

ポリカムサイ県藩政､農村開発中期計画リスト(1993-2(氾0年)

プロジェクト 港7%'&#i*#Pu御郡 名 予算合計

藩 政

(1)調査/測量
NamKab

Nam Khou

Nam Kadan

Nam.Sao

Houay Chan

Na皿Yang

Thong Nong Ping

Nam Mabeu皿g

NamHeu

360ha (港概)
400ha (藩政)
400ha (##)

1(氾ha (藩政)

80ba (藩政)

5(氾ha (藩政)
500ba (藩政)
8(氾ha (藩政)
600ha (澄渡)

B olikan

Pakkading

Pakxan

Khamkeut

Khamkeut

Vi ang也ong

Pakxan

Khamkeut

E血amkeut

20,00

20,(X氾

26,OW

24,000

22
,(X氾
20,(X沿

34,500

34,670

30,5(刀

(2)建 設
S ongme louk

Pak Ping

NamIlouay Nga

Houay Nongnoy Ping

Nam Kua

Nam Kab

NamKhou

Nam Kadan

Thong Nong Ping

Eouay Ngeuak

排水改良

ポンプ設置

洪水制御

洪水制御
32ha (乾季藩政)
洪水制御

180ba (潅瀧)
360ha (藩政)
400ha (港概)

4(刀ha (港瀧)

500ba (港瀧)
洪水制御

洪水制御

12ケ所(乾季藩政)

Pakxan

Pakxan

Pakxan

Pakxan

Khamkeut

B olikan

23 I
,670

21
,00
7
,αX)
2,5(対

12,CKX)

55,αX)

600
,000

Pakkading 3α)
,(X氾

Pakxan

Pakxan

Pakxan

Pakx an

Pakx an

78,000

150,∝氾

46
,000
87.000

400,(X氾

1
,758,5(氾

農村開発

(1)調査/測量
M uanghuang

TYIOng Sentham at

Bolikan 3 8,000

Ⅲ1amkeut 34
,000
7 2
,(X氾

出典:ポリカムサイ県農林部
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+ *

表13 県別濯灘プロジェクト･リスト(施設タイプ別)

施設タイプ 実施段階別

県 名 取水堰

Co. Un. Re. P】.

1.ボンサリ

2.ルアンナムタ

3.ウドムサイ

4.ファパン

5.ポケオ

6.ルアンプラバン

7.シュンクラン

8.サヤプリ

9.ビエンチャン

10.ポリカムサイ

ll.ビエンチャン首都県

12.カムアン

13.サバナケット

14.サラワン

15.セコン

16.チャンバサック

17.アタブー

5 3 1 4

2 1 2 2

8 - 2 11

15 3 3 12

4 2 3 8

39 3 6 25

26 - 7 1

6 - 5 19

5 - 11 3

1 5 - 5

ー 4 3

10

1

Rりl

つん

′0

′b

/ら

2 1 2

1 - 7

貯水池 ポンプ 調整水門 小計 合計

Co. Un. Re. Pl. Co. Un. Re. Pl. Co. Un. Re.二Pl. Co. Un. Re. Pl.

2

1

1

I

1

2

2

ー

I

l

I

l

′h)

2

1

4

-

5-

2

1

2

ー

l

l

ー

l

6 l - 30

- 3

1

3

- 8 1 1

1

8 3

2 1

1

1 2

つJ

l

5

2

3

-

l

′0

7

3

1

4

5

ー

4

-

I

I

I

I

I

I

l

-

一

l

つJ

つん

l

l

つJ

3

つ▲

00

/b

5

qノ

00

1 4 16

3 4 10

3 J2 23

3 16 38

4 9 20

7 42 91

7 1 36

8 - 5 19 32

9 - 14 9 32

1 11 - 12 24

28 8 17 6 59

- 4 6 10

20 4 3 53 80

- 5 16 21

1 - 16 17

3 2 3 8 16

- 2 - 7 9

% if 124 23 47 136 15 7 6 66 32 13 81 234 534

出典:ラオス農林省港漉局

注: co.;完成､ un.;工事中､ Re.;要改修､ pl.;計画
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.】
2.5 北部山間地域小規模農村開発計画

2.5.1計画の背景

(1)地勢の特徴

ラオスは地形的には,次の3つに大別される｡

a.北部山地

b.中南部山地

:標高1,000-1,500mの山地

:標高600-1,000mの安南山脆西斜面の山地と南部の

ボロベン高原

c.メコン河及び支流域の沖積低地 :標高100-200m

国土の70% Cま平均標高1,200mのLLl岳地帯で占められ､残る30%がメコン河の左岸に広がる平野部で

ある｡土地の利用率は非常に低く,農地として利用されているのは,国土面積の4%にすぎない｡

(2)民族と農耕習慣

民族は低地ラオ,中位ラオ､高地ラオに大別され,低地ラオ(ラオルム)はタイ系のラオ,黒タイ､タ

イ･ルー族などを絵称し,人口の50%を占める｡中位ラオ(ラオ･トウン)と呼ばれるプロネシア系

(カム一族)は30%を占め,山麓の水田耕作もしくは焼畑耕作を行っているoまた,高地ラオ(ラオ･

スン)は全体の15%を占め,モン,アカー､ヤオ族などからなり､焼畑耕作及び狩猟､林産物採集によ

り生活を営んでいる｡ラオスの稲作面積は約60万haで内40万haが水稲､ 20万haが焼畑耕作による陸

稲作付けである｡北部の各県に限っていえば､比率は70%を超えている｡

近年の山岳地帯での人口増加は､森林面積の減少という深刻な問題を引き起こし,また不規則な降雨に

起因する陸稲の不安定な収穫は,この地域のみならず国全体の食糧需給を不安定にしている｡ラオス政府

は焼畑面積の抑制を目的として,山麓部の水源開発､開田をベースにした農村紀合開発により高地民族の

移住/定住計画を推進している｡

(3)既存澄渡プロジェクト

ラオス農林省港概局は1991年から始まる第3次5ケ年計画に備えて､ 90年に港概施設の現況と今後の開

発計画をまとめた｡-それによると,ラオスの港漉施設の環状は表-2のとおりである｡すなわち､全国約

40万haの水田に対して雨季の港概率は10%,乾季4%となっているoまた､県別の藩政施設の現状及び

建設計画は泰3のとおりである｡表に示されているようにポンプ澄渡施設は同タイプの事業がほとんど外

国援助であること､電気が安定的に供給されていることから,ビエンチャン及びメコン河沿いの低平地が

広がる中南部水田地帯に集中している｡

小規模なプロジェクトが多い取水堰タイプの事業は,北部焼地帯の各県で数多く実施もしくは計画され

ているが､これは同タイプが山岳地帯の谷間の狭い耕作可能地への藩政に適した事業であり,焼畑対策に

最も効果的な手段であることを物語っている｡

貯水池事業は,サバナケット県に事業が集中しているが､適当なダムサイトが限られていることから,

地域的な特色は見いだせない｡

港概事業の問題点は､以下に要約される｡
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調査対象地域:マスタープラン(フェーズーⅠ)

10 Proyince

1. Pbongsali

4. Oudomxai

7. Xiangkhoang

2. I.ouangnamtha

5. buangphabang

8. Xaiyabouli

2 S叩CialRegion

l. nanghon-Hongsa 2. Xaisombour

3. Bokeo

6. Houaph皿

10. Bolikhamxai

2.5.3計画理念及び概要

山間地域の藩政開発は,アクセスが悪い,遠隔地にある､小規模であるなどの理由から､工事費は割高

である｡一方,請負業者側からみれば､機械効率が悪く魅力のない工事となっている｡政府やNGO等援

助樵関では,経費の軽減及びプロジェクトに対する受益農民参加を促すため､工事に対して農民の労働力

提供を義務づけるなどの取り組みを行っている｡このような状況下で系統だった開発を進めるために､全

国レベルの山間地小規模港概開発マスタープランの策定が必要である｡マスタープランは､以下のような

内容となろう｡

1)村象地域全体の既存の山間地小規模藩政施設に対するインベントリー調査:

港概施設のタイプ分類,現況,改修の必要性,問題点の整理など

2)開発可能亜概施設(計画)調査:タイプ分類,開発優先順位など

3)山間地小規模港概開発基本構想の策定

4)タイプ別基準設計

5)概略コストの積算

6)実施方法の提案

a.山間地小規模藩政開発公社(仮称)を設立し,ここに建設機械を保有させ､本事業を専門
にあたらせる｡ (日本の無償援助により､機械､資材の供与を受け､ラオス側がローカル

コストを負担して､事業運営を行う方法も考えられる)

b.各NGOの事業実施メニューとして本マスタープランを位置づけ, NGOの援助も本開発基

本構想に沿った形で実施する｡

c.森林開発会社に森林開発の利益の見返りのひとつとして､山間地港概施設開発を義務づけ
る｡

さらに､選定された典型的優先プロジェクトに対して､プレ･フィージビリティー調査を実施し,具体

的実施方法,スケジュール､必要施設の設計､積算､事業/環境評価及び維持管理計画の策定を行う｡

2.5.4開発調査への提言

(1)事業の特徴と意義

本事業は全国土の70%を占め､そこに全人口の45%が居住しているLLl間地を対象にしている｡事業の

特徴と意義を列挙すれば,以下のとおりである｡

a.特 徴

一 遠隔地である

- アクセス条件が悪い
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一 投資に対する経済的受益効果が低い

一 事業費が割高となる

b.意 義

一 焼畑農業の減少に貢献する

一 高地民族の定住､生活安定､向上に貢献する

一 山間地の小規模藩政開発を全国レベルで系統だてて方向づけできる

一 具体的実施方法を提案し,計画的な開発を進めることができる

一 各プロジェクトを全体的に把握することにより､新規のプロジェクトにその経験を生

かせる

(2)相手政府の意向

ラオス政府は､山間地における農村開発の重要性を求め､限られた予算の中で高いプライオリティをつ

けて取り租んでいる｡特に､小規模で農民参加型のプロジェクトを志向している｡現実にはNGOが北部
各県で実施しているが､この方法にも限度があると認識している｡政府の担当者の一人は｢藩政だけに限

らない方が望ましい｣
,つまり,移住ポテンシャルの調査､小水力の調査などの農村総合開発をイメージ

した意見を持っていた｡

しかしながら,農村総合開発としてスコープを広げた場合,全国レベルの開発計画は､現実的に不可能

で意味のないものとなってしまう｡本計画は山間地の小規模藩政開発に的を絞ることによって,はじめて

全国レベルの開発計画が可能だとの判断より発している｡

これらの理由を十分説明したところ､かなりの理解が得られたので､ここに開発調査の具体的実施案を

提示し､さらにラオス政府側と意見の交換を図りつつ､プロジェクトの実施に向けて取り組んでいく予定

である｡

(3)フォローアップ

今回(1995年3月実施)のフォローアップ調査で当件のラオス側の意向を確認したところ､当件を焼畑

対策の有効な手段と考えており､現在政府内でTORについて検討中だが,対象地域が大き過ぎるので当調

査のフェーズーⅠとして,対象地域を北部の10県及び2つの特別区としたらどうかとの意見がなされ､当

調査団も了解し､対象地域を絞ったTOR (DRAFT)を提案することとした｡
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3.ミャンマー連邦国プロジェクトファインデインク調査報告書

3.1一般背景

3.1.1ミャンマー国経済の概要

ミャンマーは北緯9o 58-から38o 58-､東経92o 10■から101o 10'の間に位置し､距離にして南北延長で

2,060km､東西で930kmも延び, 677,00Okm2の国土面積を有する｡海に面している南側を除くと､その周

りをバングラデッシュ､インド､中国､ラオス､タイの五カ国に囲まれている｡その大面積より､ミャン

マーは気象的及び地形的にi)西及び北側の丘陵､山岳地域､ ii)シャン高原, iii)中部平原地域, iv)

アラカン及びテナセリム沿岸地域の四つの地域に分類することができる｡また主要河川としては,イラワ

ジ,チンドゥイン､シッタン,サルウイン､ムーの五つの河川があげられる｡

1992年におけるミャンマーの全人口は約4,233万人で､ 1.9%の増加率を示している｡全国平均の人口密

度は62人n(m2であるが､首都のあるヤンゴン管区では437人n(m2と飛び抜けて高く､続いて下ビルマ平野

部であるアヤワデイ- (170人n(m2)
,マンダレ-

(154人n(m2)と続いている｡

ミャンマー経済は,農業に大きく依存していたが, 1970年代の社会主義体制の基での確立された国営経

済機構による鎖国政策によって､農業生産量は大幅に減少し､そして経済的に破綻を来たした｡これを受

けて現政権である国家法秩序治安回復評議会(SLORC)は市場経済性の導入を認め､ 1988年には12,400万

チャツIであった国民総生産が､ 1992年には24,700万チャツ=こ増加しているo以下にミャンマーにおける近年の

輸出入状況を示す｡

午 輸入総額 輸出稔額 収支

1990 969.6 477.3
-492.3

EEEE] 842.3 430.6
-411.7

l992 I,017.3 611.8
-405.5

輸出は若干の回復傾向にあり,特に米は1994年には100万け輸出するようになっている｡しかしながら,

全体として以前として低迷した状態にある｡輸入は増加傾向にあるが､外貨不足のため工業原材料及び部

品等の供給が困難となっている｡

3.1.2農業の現状

農業はミャンマー'経済の根幹をなしており,国民総生産の約40%を占め､全労働人口の60%が農業に従

事しているo全国土面積の約15%である約1,000万haの耕作地があり､その内850万haが現在作付されてい

る｡以下に近年の土地利用状況の推移を示す｡

(単位: 'oooba)

区分 1989 1990 1991 1992

耕地面積

休耕地

未利用荒廃地

管理された森林

その他の森林

その他

8,045 8,151 8,106

2,032 1,913 1,942

8,433 8,353 8,352

10,156 10.150 10,274

22,268 22,263 22,135

16,776 16,880 16,928

8,448

1,648

8,205

10,235

22,199

16,976

1989年にミャンマー政府は港概率(既存耕作地における藩政面積の割合)を2()00年までに20%にあげる

ことを目標として掲げ､ 1989年に12.2%であったが, 1993年には17%まで達しているo
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米はミャンマーの主要食物であり､全播種面積の50%を占めている｡米はミャンマー全土で栽培されて

いるが､特にイラワジデルタ地帯においては特に多く､二期作､三期作が行われているところもある｡現

荏(1994年)米は約100万け輸出されており,それはミャンマーにおける輸出額の7%を占め(農業セクタ

ーにおいては24%を占める) ､政府はそれを2㈱年には5(泊万一ンを輸出する計画である｡しかしながら米
の品質が悪いため,世界の市場価格の75%に過ぎない値段で販売されており,品質向上のための対策が必

要となっている｡

3.1.3国家計画

現政権暫定政権と位置づけているため国家計画を策定していないが,国家計画経済開発省は特定計画実

施委員会を設置し,以下の国家事業の実施を進めている｡

1) 11の地域開発計画

2) 6の橋梁建設計画

3) 12の小規模港概計画

この他にミャンマー政府は1989年に辺境地区民族発展開発省を設立し,少数民族地区の経済的及び社会

的発展に力を入れている｡現在までに17の地区に対して､道路､橋梁､通信､電気,上水道,医療施設､

学校､家畜農場,農業事務所等の農村基盤整備事業を行っている｡しかしながら､資金及び資材の不足に

より,事業実施は余り進んでいない｡

農業セクターにおける具体的目標は以下のとおりである｡

l)精米､貯蔵及び輸送施設等の収穫後処理施設の整備を行い,米の品質改良を図る｡

2)耕転機､ポンプ､中排除草機,トラクタ-､脱穀機等の生産台数を増加させ,農業機械による

農作業の効率化を図る

3)肥料､農薬,高収量品種等の効果的な利用を行う｡

4)中部半乾燥地域の農業開発及び環境回復を図る｡その場合,自給達成及び輸出目的として抽科

作物､麦､トウモロコシ,茶､コーヒー,綿花,麻､サトウキビ､豆類等の栽培作物の多様化

を図る｡

5)コマ-シヤライゼ-ションを導入し､農民が最大の利益を得るよう作付け体系の変換を図る｡
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_+.

a.施設の維持管理が十分でない｡

b.水管理の技術及び組織が十分でない｡

c.施設に関して設計､施工の両面で技術不足である｡

しかしながら,農民の藩政施設に対する期待は大きく､政府も予算不足､人材不足に悩まされながらも､

第3次5ケ年計画の農業セクター蔽概部門では以下の目標を掲げ､主に外国よりの援助を頼りにプロジェ

クトの実施に取り組んでいる｡

a.米の安定供給のために港液面積の拡大を図る｡

b.大規模な港叔施設の新設よりも,既存澄渡施設の改良､水管理の改善を優先させる｡また

農民自身による水利組合の強化により藩概効率を上げ,生産性の向上を図る｡

(4)既存の山間地農村開発プロジェクト

山間地における農村開発プロジェクトは,主に北部各県に集中しているが,以下に示すように大きく3

つのタイプに分けられる｡

a.麻薬撲滅プロジェクト :アメリカ

b.マイクロ･プロジェクト : EC

c.農村総合開発 : NGO

各プロジェクトの背景は異なるものの､主な目的は"焼畑の減少"及び"山岳農民の生活レベルの向上

"で､各プロジェクトに共通している｡また､事業のコンポーネントは,港概施設を中心に道路､欽雑用

水供給,学校､診療所等施設の整備と農民への啓蒙となっていて,目的達成へのアプローチはほほ同じも

のとなっている｡

2.5.2計画の目的

ラオスの山間地は全国土の70%を占め,そこに全人口の45%が居住している｡ラオス政府は､ 5ケ年

計画の第一に｢食糧の安定自給｣を掲げて港概事業に取り組んでいるが,山間地域に村する開発事業は平

野部に対するそれに比べ､かなり遅れているのが実情である｡これは以下のに点が主な原因と思われる｡

1)港漉事業は経済的投資効果を重視することから,そのほとんどが穀物地帯であるメコン河沿い

の3平野部(ビエンチャン､サバナケット,チャンバサック)に集中していた｡

2)北部の各県は稲作の歴史も古く,農民による小規模な雨季の補給港概が古くから行われていた

ものの､アクセス,治安などの問題から政府の支援による事業が実施されにくい状況にあった｡

最近になって｢山間地における焼畑減少､農民の生活安定､食糧自給率の向上｣が大きく取りざたされ

るようになり,ラオス政府,各援助機関ともこれらの目標達成に向けて､それぞれのアプローチを模索し

ているのが実情である｡

本計画の目的は､現在プロジェクトごとにそれぞれのアプローチで行われている山間地の小規模藩政開

発に村して､全国レベルで開発戦略を立て,系統だった開発を行おうとするものである｡

今回提案するマスタープラン調査では現実的な作業量を考慮してマスタープラン(フェーズーⅠ)とし､

対象地域を北部の合計10県及び2つの行政特別区とする｡対象県及び特別区は以下のとおりである｡
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ヤンマー中部半乾燥地域

小規模畑地濯さ既計画

._1
{.
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Lt

する｡

5)農産加工計画:付加価値の高かめ,そして品質の高いものを生産することによって､効果的

な農業開発を推進する｡そのため､市場流通,適正作物についても検討を行う｡

6)農業支援計画:農業普及計画､農民組織(生産組織､維持管理組織,水管理組織)計画､農

民及び技術者の教育システムと施設､政府の支援体制の強化等について検討する｡

7)環境保全計画:未利用荒廃地の緑地化,計画地区の乾燥化の抑止などを含んだ持続的な農業

開発となる計画を策定する｡

3.2.5調査団の所見

本計画は小規模港概という適正技術を用いて､農民の生活レベルの向上を図るものである｡また米作で

なく抽科作物を中心とした農業開発を行うことによって､収益性も高いものと期待される｡ミャンマー政

府も本計画地区の開発に優先度をおいていること,食用油の自給達成が最優先課題であること､米以外の

輸出用作物(輸出用加工品)として油料作物に期待していること,等から鑑みても､非常に異議深いもの

と考えられ,ミャンマー政府の期待もかなり高い｡
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シャン州東北部少数民族地区

農村総合開発計画
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エ管区で18郡､サガイン管区で17郡の構成である｡計画地区の間にはイラワジ川という大きな川が､北か

ら南に向かって流れており､そこに約60もの中小の支流が周辺丘陵地から流れ注いでいるo これらの小支

流は乾期には流量が観測することが出来ないほど乾いた状態となる｡

(2)気 象

計画地区の年間降雨量は1,000mm以下であり､その87%は5月- 1 0月の雨期に記録されている｡以下

にマンタ●レ一における1984-1993年の10年間に観測値の平均を示す｡

地区 年間降雨量

(mm)

平均気温(℃) 平均相対

湿度(%)最大 最低

マンタ◆レ- 781 33.7 21.8 65.9

ヤンコ.ン 2631 32.8 22.5 74.0

また月別の降雨パターン及び気温は以下に示すとおりである｡

(mm)

140

120

100

Ⅰ帖

佐 80

壬生
60

40

20

0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

マンタ◆t,-における10年平均の月別降雨量と気温(1984-1993)

(3)土 壌

計画地区の土壌は､その生成年代(堆積年代)によって,以下の4つのタイプの沖積土壌に分類される｡

1)主要河川及び支線沿いの氾濫平野の新鮮土壌

2)近年に堆積したシルト質の土壌

3)高台等の高地に存在する風化が進んだ古生土壌

4)風化が激しく進み養分､粘土が下層に流亡した古代土壌

この中で､ 1)及び2)の土壌が生産性が高く､ 3)及び4)は土壌改良が必要と思われる｡特に4)は熱

帯にはよく見られる低p臥低養分土壌であり､熱帯地域の低生産性の原因の一つになっている｡

(4)農業の現況

ミャンマー全土の作付け面積は1990年現在1,010万haであり､その内､中部3管区の作付け面積は440万

hを占め,また計画地区(乾燥地帯)は中部3州の86%の面積である370万haを占めるo

(■o00ba)

乾燥地帯 中部3州 全国

作付け面積 3700 4400 】0,loo

割合(%) 37 44 loo
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3.2 ミャンマー中部半乾燥地域小規模畑地濯浩計画

3.2.1計画の背景

(1 )中部乾燥地域の背景及び問題点

中部乾燥地域は､年間雨量約1,000mmの等雨量線で囲まれた平坦地帯であり,古くから農業が営まれて

いる｡しかしながら降雨量が少なく,土壌肥沃度が低いため同地域の農業生産性は低く,農民の生活水準

も極めて低いものとなっている｡また近年の人口増加から,中部地区の森林破壊が進み､乾燥化がさらに

強まっている｡ミャンマー政府もこのような状況を考慮し,中部乾燥地区の開発を重要課題の一つに位置

づけている｡

中部乾燥地域は,その気象条件から米作よりも省水性の畑作物が多く栽培されており､特に油料作物の

栽培が盛んで,全国生産量のほとんどが中部乾燥地域で生産されている｡ミャンマーにおいて抽料作物

(食用油)は､米と同様に食生活の基幹となっているo米が現在自給を達成し, 1994年には約1(氾万トン

を輸出している一方で､食用油は自給にはほど遠い状態であり,農業省スタッフによると国内不足分のた

めにマレーシアからパームオイルを10万トン程輸入しているとのことである｡また､ゴマは換金作物とし

て優良な作物であり,実際,わずかながら輸出も行われ,外貨獲得に貢献している｡加えて近年では日本

への輸出用のゴマの開発も行われている模様である｡このようにミャンマー政府も抽料作物の開発(面積

拡大及び収量増大)には､非常に興味を持っている｡

(2)ミャンマーの藩政状況

港概面積は1977年から1991年頃まで約100万h (耕作面積の12%)のまま殆ど拡大されてこなかった.

しかしsLORCは1992年において大々的な面積の拡大を政策として掲げ､正式な発表はされていものの

2(X氾年までに港概率を12%から20%引き上げる方針であるというo これを受けて､現在藩政局(ID)は,

独自の設計と資金によって澄渡工事を行っおり､ 92及び93年の2年間で約50万haも澄渡地区を広げ,藩政

率も17%に達している｡

年 全国挿種血積 藩政面積 港耽軍

(■o00ha) (ー00Oba) (%)

1989-90 8,207 1,004 12.2

l990-91 8,325 1,004 12.1

1991-92 8,341 1,000 12,0

1992-93 8,713 1,109 12.7

1993-94 8,867 I.534 17_3

しかしながらこれら澄渡プロジェクトは､とにかく実施されているという状態であり,それぞれの経済

性,効果,優先性等ほとんど検討されていないと思われる｡工事は､資金及び資材不足のため,人海戦術

で進められている状態であり,また港概施設の設計･工事監理においても技術的な問題点等が見受けられ

るとのことである｡

3.2.2計画地区の概要

(1)位置及び人口

中部乾燥地域はサ*'イン､マげレー､マク○ェ管区に亘る中部ミャンマーの平坦地帯で､ミャンマーの全国人口

の約3分の1である約1,400万人を有する｡計画地区には56の郡が含まれ､マングレー管区で21郡､マグ
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降雨量が少なく,藩政施設も地区全域にわたっては普及していないことに加え,老朽化し効率の悪いも

のが多いため,耕作地のほとんどは天水田の状態である｡計画地区はゴマ､ピーナッツ等の抽料作物に適

した気候条件であるため,全国の抽料作物のかなりの部分が計画地区で栽培されている｡特に中部3管区

の雨期におけるゴマ,ピーナツの栽培は､全国の栽培面積の80-95%に当たる｡この他の栽培作物として､

小麦(全国の89%の作付)
､米(全国の20%の作付)が作付されている.以下に1992年における中部3管

区の主要作物の播種面積を示す｡

穀物

米 小麦 rウモロコシ

マングレー

面積(ha)(%) 面積(ha)(%) 面積(ha)(%)

297,0006 16,00011 32,00013

マグエ 164,0003 1,0001 49,00021

サガイン 510,00010 118,00078 42.00018

3管区合計 (971,000)(19) (135,000)(89) (123,000)(51)

全国 5,133,000100 151,000100 239,000=)0

抽料作物 豆類

ピ1ワッ ゴマ

(雨期) (乾期) (雨期) (乾期)

マングレー

面積(ba)(%) 面積(ha)(%) 面積(ha)(%) 面積(ha)(%) 面積(ha)(%)

87,00034 42,00018 406,00036 49,00020 19,0003

マグエ 88,00034 23,00010 407,00036 36,00015 19,0003

サガイン 36,00014 64,00027 269,00024 71,00029 66,00011

3管区合計 (211,000)(82) (129,000)(54) (1,082,000)(97) (156,000)(63) (104,000)(18)

全国 257,000100 237,000100 1.121,000100 247,000100 579,000100

計画地区の作付け率は比較的高く､農民は意欲的に農業を行っているが,干魅及び澄渡施設の不備によ

る乾燥障害等のため不稔であることも高く,収量もゴマで200kg伽､ピーナツで700kg伽と他の熱帯国と

比較しても低い状態にある｡

計画地区は,ミャンマー国内でも最貧地区一つであり,限定される気象条件､滋概施設の不整備､低収

量種子の利用,農業投入の低さ､伝統的な農法等によって,作付け面積の拡大(二毛作又は耕作地の拡大)

及び生産量増加が図れずにいる｡そのため､農民は自給自足が精一杯の生活を強いられている｡加えて最

近では､計画地区の人口増加とそれに伴う森林破壊によって緑地面積が減少した結果､雨量及び河川流量

の減少など,自然環境にも変化が現われ,地区農民の生活はさらに厳しいものとなっている｡

(5)計画におけるポイント

計画地区の主要な開発阻害要田は,雨期､乾期共に安定した水供給が行われていないことにある｡計画

地区の港概計画としては,以下の3方法が考えられる｡

1)イラワジ川からのボンヒ○げアブ7.による港洗

2)計画地区地下水による藩政

3)約60の中小河川を利用した小規模港概施設(貯水池等)の建設による小規模藩政

ポンプ港概は当初の投資コストが低く押さえることが出来るが,将来の施設の取り替え,維持管理が大

変さ等を考慮するとあまり推奨されない｡これには､ミャンマー政府も同意見であった｡また地下水藩政

も実際の地下水既存量及び維持管理に問題がある｡このような背景に加え､環境的インパクトが小さく適
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正技術であること､ミャンマー政府による類似地区-の普及効果が期待できること,経済的にも妥当であ

ること等を鑑みると､小規模藩政計画による開発が最も妥当と考える｡

ミャンマー政府も計画地区において12の小･中規模藩政計画を独自に計画しており､特に下記の5つの

計画はその中でも優先性の高いものである｡

7○ロ./ユタト名 管区/州 和ワチメンrエ1)アダム長 ダム高 和.yfルトエ1)7対象面積

(km2) (m) E3] (km2) (ba)

PⅠNDAM マンタ●レ- 512 549 31 512 4,000

YENICHAUNGDAM マンタ●ト 90 457 20 90 1,600

INDAWBAUKDAM サカ●イン 77 1,079 18 77 1,200

BUKHADAM サがイン 78 518 1g 78 800

BANGONDAM ??'1 53 427 19 53 600

3.2.3計画の目的

本計画の目的は以下に示すとおりである｡

1)少ない降雨を小規模澄渡システムを利用した澄渡農業開発によって農業生産性を高める｡

2)油料作物を中心とした作付け体系及び効率性の高い搾油施設を導入し,油科作物を特産品とし,

農民の雇用機会を創出すると共に所得の向上を図る｡

3)同時に国内自給の達成及び輸出作物としての確立を目指す｡

4)適正技術の導入すると共に技術移転を行い､今後の類似地区の開発の普及に資する｡

3.2.4計画の概要

前述したように本計画地区については､ミャンマー政府においても開発のニーズが高く､独自で計画も

行っている状態である｡しかしながら,全体的な計画策走が行われておらず､またそれぞれについても具

体性がない｡従って､中部乾燥地域全体を対象にしたマスタープラン調査によって,開発計画を策定した

上で､開発優先地区(モデル地区)についてフィージビリティ調査を実施することを提案する｡

策定する計画は以下の項目を含むものとする｡

1)水資源開発計画:約60もの中小河川のインベントリー調査を行い､そのポテンシャルを基に

優先性を決定する｡優先度の高いものについては具体的な開発計画を策定する｡

2)土地利用計画:現況の土地利用状況､土壌適性及び水資源開発計画より,将来の土地利用計

画を策定する｡その場合特に,未利用荒廃地の利用を十分考慮する｡

3)農業開発計画:米作だけでなく,省水性の農業開発計画を提案する｡その場合､特に抽料作

物の開発に的を絞ったものとする｡

4)農業基盤整備計画:港概施設,農道,貯蔵施設等の既存季節似ついて調査すると共に,各開発

計画をもとに各施設の策定を行う｡また導入する藩政施設は､今後の普及が期待できるものと
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3.3 シャン州東北部少数民族地区農村総合開発計画

3.3.1計画の背景

(1 )辺境･少数民族地区の背景及び諸問題

ミャンマーは全人口の約70%を占めるビルマ族の他に､多くの少数民族を抱える複合民族国家である｡

ビルマ族以外の主要な民族とその人口割合は､シャン族(10%)
､カイン(カレン)族(3.0%) ､アラ

カン族(5.7%)
,モン族(4.9%) ､チン族(1.0%) ､カチン族(2.5%) ､カヤ一族(o.5%)等となっ

ており,これらの民族は､それぞれシャン州,カイン(カレン)州､バキネ州,モン州､チン州,カチン

州､カヤ-州の7州に主に生活している｡

これらの少数民族は自治権の獲得を要求する等,ビルマ族主体の連邦政府と長期間にわたって抗争関係

にあり､各民族の反乱分子がインサージャントグル-プ(反政府組織)として､多く組織されてきた｡し

かし1988年に設立されたSLORCは､国家目標として民族統一の連邦分裂防止政策を掲げ､各民族の和平

実現に積極的に努力してきており,その結果として, 1993年には最大の少数民族武装組織の一つであった

カテン独立機構(El°)との間で和平に合意する等､これまでに殆どの少数民族が帰順している｡

これらの少数民族地区はその政治的状況及び地理的条件より､非常に開発が遅れており,交通,通信,

港数等の基本的インフラ整備がまったく行われおらず,経済活動も満足に行えない状況にある｡また上下

水道等の整備も行われていないため､生活環境も悪く､多くの民族の生活水準は非常に低い状態にある｡

さらにこれらの少数民族地区は丘陵及び山岳地にあり､多くの民族は焼畑農業を営み､近年の人口増加等

によって,森林破壊及び土壌侵食等の環境破壊の一因となっている｡またタイ､ラオス国境付近のシャン

州丘陵地においては,換金作物としてケシが栽培されており,アヘン原料の一大生産地となっているo

このような背景の基､ sLORCは各少数民族との和平の進展に合わせて､少数民族の定住と社会復興の

為の施策を推進するために､ 1989年に辺境地区民族発展開発省(Ministry of DevelopmentofBorderAreas

andNationalRaces)を設立させた｡辺境地区民族発展開発省は各少数民族地区の開発を進め,かなりの成

果をあげているが､和平の急速な進展に村して社会復興のための資金･資材が不十分な状態にあるのが現

況である｡

(2)開発に関わる国家政策

1993年に辺境地区民族発展開発省は､以下の14の地区に対して基本計画を策定している｡

地区名 (km2) 人口(万人) 地区名 面積(ha) 人口(万人)

1カチン特別区 ll.810 13 8マフア地区 2,698 I

2コカン地区 3,995 26 9ハ○オ地区 12,517 4l

3ワ地区 l2,453 33 10ハ○タ.ン地区 2,092 5

4シャン地区 5,279 13 11ラキン地区 3,767 55

5カチン北東地区 4,466 35 12か◆ウ盆地地区 1,926 7

6ハ○ラン地区 6,521 18 13ナが地区 21,573 l4

7カイン地区 31,04l 60 14チン地区 9,530 15

基本計画は11年にわたるものとなっており,以下の目的があげられている｡

1)道路､通信施設の整備と共にし,辺境地区の経済,社会活動の促進｡これは連邦分裂防止の目

的に-敦する｡

2)少数民族の文化､文学､習慣等の保存
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3)民族間の友好の促進

4)けし栽培の撲滅

5)法と秩序の普及及び地域の平安と安定の錐持

しかしながらこの基本計画は､調査不足のものであると共に開発の全体計画がまったく策定されていな

い｡加えて前述したように,資金及び資材不足であるため､その効果は限定され,また事業実施の進捗は

遅いものとなっている｡

(3)シャン州の位置付け

シャン州は､州東側をラオス及びタイと接しているアヘン(ケシ)の産地として有名な地域である｡ミャ

ンマー政府も､上述したケシ栽培の撲滅と少数民族の復興を目的とした､ケシ栽培から新たな換金作物の

栽培への転換事業と共に､その他農村基盤整備事業を行う等の農村開発を含んだケシ撲滅プロジェクトを

同州の各埠区で実施している｡また同州にある高原地区は､その気侯条件から園芸作物の優良な産地で,

高い開発ポテンシャルを有している｡このため,ミャンマー政府においても､シャン州の開発優先度を高

く位置づけている｡

3.3.2計画地区の概要

(1)人口及び面積

シャン州はミャンマー国東北部に位置する面積189,(X氾km2を有する丘陵及び山岳地域であり､州東側

はタイ及びラオス国と接している｡ 1993年の人口は約434万人で,人口密度は230人n(m2と全国平均の58人

klⅥ2の約半分の値である｡基本計画報告書によるとシャン州の8つの小数民族地区において,開発計画が

実施されている｡

地区

面積

(km2)

人口(,000人) 人口密度

(^rkm2)

人口増加率

(%)男性 女性 合計

凄莞'■蔓

ワ地区 l2,453 158 168 326 26.2 1.27

妾■L索..:≡. ー,..ーン:ー:ー:

ハ○ラウ地区 6,521 90 91 181 27.7 1.03

カイン.け地区 31,041 303 301 604 19.5 1.05

マフア地区 2,698 7 7 13 4.9 1.08

ハ○オ地区- l2,517 205 206 411 32.8 1.02

小計 78,736 1,131 1,152 2,283 29.0 1.08

シャン州合計 188,795 2,155 2,186 4,341 23.0 1.40

シャン州全域の開発は,開発オプションの違い,また交通事情の悪さ等を鑑みると大きすぎるため,上

述の8つの小数民族地区の中で､ (i)ケシ栽培対策のモデル事業としての波及効果が期待できること,(ii)焼

畑農業対策及び山岳民族定住対策のモデル事業としての波及効果が期待できること､ (iii)アクセスが比較
的良いこと, (iv)治安上問題のないこと､等を考慮した結果､シャン州東北部のコカン地区,シャン地区

及びカチン北東地区の三地区を計画対象地区とすることとした｡これらの地区は政府においても最優先開

発地区の一つに位置づけられている｡

(2)気 象

モンスーン型内陸的気候を示し､約1,300mmの降雨があるが､そのほとんどは雨期である5月-10月に
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観測されている｡比較的冷涼な気候条件であるため､乾期の供給水さえ確保できれば､様々な換金作物の

生育に適すると思われる｡以下ににカチン北東地区のラシオにおいて観測された1984-1993年の10年間の

平均値を示す｡

都市名 平均年間

雨量(mm)

気温(℃) 平均相対湿度

(%)平均最大 平均最小

ラシオ 1322 28.9 15.1 73.4

ヤンゴン 2631 32.8 22.5 74.0

(3)計画地区の農業

同計画地区の主要産業は農業であるが,同地区の農業は天水に大きく依存した陸稲を中心とした畑作か､

または焼畑農業であり､いずれも気象条件に左右されやすいもので,その生産性は低いものとなっている｡

これには､港漉施設の不備､地形的に不利な条件であること,伝統的な農法が営まれていること等の原因

が上げられる｡気候的には,茶､コーヒー､その他野菜等の栽培に適しており､シャン高原の茶の栽培は､

ミャンマー国内では特産品となっている｡その他の主な作物として,陸稲,トウモロコシ､果樹等が栽培

されている｡

また換金作物として栽培されたケシは､中国からのブローカーに買い取られ､農民は他の作物と比較す

るとかなりの現金収入を得ている｡ケシー作によって､農民は1ha当たり200ドル程度の収入が得られる模

様である｡

(4)現在までの政府による開発対策

辺境地区民族発展開発省は､三地区に対してこれまでに以下のような開発事業を実施している｡

一 種子･肥料･農薬配付

一 農業機械配付

一 飲料水供給

一 道路整備

一 病院､学校建設

一 通信施設整備､等

1995年までに各地区の整備実施に費やされた政府予算は以下に示す通りである｡

(単位:百万チャット)

シャン地区 コカン地区 析ン北東地区 全国合計

0.37 5.55 0.00 145.40

畜産開発 1.00 1.98 1.28 118.71

道路交通整備 6.98 25.34 5.38 705.32

通信
貿易･協同組合

住居

エネルギー
医療

教育

公共関係

鉱物資源

その他

7

5

0

5

7

4

4

0

0

5

′b

O

9

ー

0

0

4

-

4

5

つ▲

tJ

-

0

12.78 6.61

6.62 0.00

1l.67 l.50

22.6】 0.00

15.24 0.54

18.61 3.14

9.28 0.31

0.00 0.00

225.19

62.84

130.47

145.30

134.80

168.64

193.47

37.29

27.31 51.74 3l.06 434.82

合計 58.08 181.42 49.82 2,502.25
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(5)開発における制限要因

1)焼畑及びケシ栽培

計画地区農民は､これまで焼畑農業を主体とした農法を行い､自給レベルの農業を営んでい

る｡近代農法を知らず又貧困なので､投入資材も最低レベルでその農業生産性は非常に低い｡

また焼畑農業を繰り返すことによって,土壌の肥沃度は年々低下し､土壌侵食も頻繁に発生し

ている｡これらは､最終的に未利用荒廃地となり放棄されている｡

計画地区はタイ､ラオス国境に近く｢三角地帯｣と呼ばれるケシの産地である｡ケシは比較

的低投入でも生育し,また中国のブローカーによって確実に買入されるため,農民にとっては

優良な換金作物である｡そのため,ケシ栽培に代わる換金作物選定し,農民に普及させること､

同時に農業技術,肥料､農薬,農業機械を普及させることが重要となってくる｡

2)アクセスの悪さ

計画地区からヤンゴンまでは車で2日程度かかり､また他地区-の道路状況も不備な状態で

ある｡このように､農産物の輸送状況の悪さは,農業開発を主体にした当計画地区の経済開発

に大きく影響を与えるであろう｡特に､野菜は鮮度によって商品価値が激変するため､相聞道

路及びマーケットまでのアクセスの整備が図られる必要がある｡これと同時に流通機構,集荷

システム等の整備も行う必要がある｡

輸出を促進するためにも,農村内部における農産物加工も考慮する必要がある｡これは工業

化,とりわけ輸出工業の振興の先駆的役割を果たすものと期待できる｡

3)その他の制限要因

その他､辺境地区民族発展開発省が認識している開発上の問題点は以下のとおりである｡

- 低い生活水準(貧困及び貧栄養)

一 低い就学率及び教育水準

一 公共医療設備の立ち遅れ

- 公共基盤設備の立ち遅れ(道路､上下水道,電話,電気)
-- 資本及び資材の不足

辺境地区民族発展開発省はこれらの問題に対して､上述したように基本計画の実施を通して

解決しようと努力している｡しかしながら予算不足及び資材不足のため､予定どおりには進ん

でいない｡

3.3.3計画の目的

1)限られた資源を有効に利用し､農業生産性を向上させ地区内自給の達成を図ると共に,土壌侵

食等の対策を提案し持続的な農業開発を進める｡

2)換金作物(野菜､油料作物)及び工芸作物(絹､コーt:一等)の栽培と農産加工を振興し,ケシ栽

培を撲滅させると共に,雇用増加及び所得向上を図る｡

3)農村生活環境の改善及び経済活動に必要な社会インフラの整備｡

4)モデル開発事業として位置づけ,今後の少数民族地区開発の普及に資する｡
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3.3.4計画の概要

本計画地区においては､地域経済開発､農業開発､少数民族村策､環境的側面,社会インフラ整備等の

ニーズが非常に高く､ミャンマー政府も独自の資金で開発を進めている｡しかしながら,全体開発計画は

まったく策定されておらず,資金及び資材不足のためその効果は限定され,実施状況もゆっくりとしたも

のとなっている｡従って､計画地区全体のインヴュントリー調査を行うと共に農村総合開発計画のマスタ

ープランを策定し､その上で開発優先地区及び優先実施コンポーネントを決定し､それらに対してフィー
ジビリティ調査を実施する必要がある｡

考えられる開発コンポーネントは以下のとおりである｡

1)既存インフラの改修及び新規インフラの建設
一 農村道路
一 農村給水施設

一 小水力発電

一 藩政施設

一 収穫後処理施設及び農村加工施設

一 医療及び教育施設

一 通信及びコミュニティ施設

2)農業開発
一 重要作物の選定

一 栽培技術の普及

-

コマ-シャリゼイションの導入

3)農業支援サービス拡充
_ 農業普及部門の強化(農業桟械及び肥料等の的確な配付)

- 農業金融

- 農民生産組織の確立

4)環境保全
一 土壌保全型農法の普及

_ アグロフォレストリー及び果樹栽培の導入
一 焼畑農民の定着化

3.3.5調査団の所見

辺境及び少数民族地区は､いままでは政府開発計画からはずれていたため､ミャンマー国の中でも開発

が遅れている貧困地域である｡また特にタイ､ラオス国境付近では,ケシ栽培が盛んに行われており,巨

大なアヘン生産基地となっている｡従ってこれらの地区に対して､農村稔合開発計画を策定し､その優先

事業を実施していくことは,経済的にも､人道的にも非常に意義の深いものであり､また類似条件を有し

た周辺地区への波及効果も重要であると考えられる｡ミャンマー政府ち,これら辺境及び少数民族地区開

発は､民政の安定､経済の安定,村外関係の進展のため､重要施策の一つとして位置づけており､本計画

に村する期待は非常に高い｡
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しかしながら､ミャンマー全国に対して農業情報整備事業を推進する場合､極めて広範囲を対象とした

調査となるため､聞き取り調査だけではなく､広範囲に適応可能な,そしてかつ精度の高い調査手法を導

入する必要がある｡またこれらの情報を有機的に統合させ､かつ分析に資するものとするには,手間と時

間を非常に要すると思われる｡

3.4.2農業情報整備技術

(1)衛星リモートセンシングの利用

近年,人工衛星を利用した衛星リモートセンシング技術が様々な分野で利用されている｡衛星リモート

センシングによって､地表から放射された波長より､地表状況を分析することができ､農林業分野でも以

下の調査で利用されている｡

一 土地利用調査

一 広域収量調査

一 水稲等の生育状況調査

一 森林資源厳存量調査
一 洪水被害調査､等

衛星リモートセンシング技術の特長は以下のとおりである｡

利点 欠点

●広範囲の地域の調査が可能 ●気象条件に左右される

●経年的な調査が可能 ●施設レベルのデータ入手は困難

●ほぼ全世界中のデータが入手できる

●比較的精度の高い調査が可能

●解析に技術を要する

前述したように衛星リモートセンシング技術は農業情報整備に通用事例は数多く見られ､特に広範囲の

調査に適用されている｡

(2)地理情報システム(GIS)の併用

地理情報システム(GIS)とは､地表上の位置に与えられたデータを管理(データベース化),処理､表示

(出力)するためのハードウェア及びソフトウェアシステムであり,様々な情報を地図の形で表現できる特

質を持つ｡つまり地図上の点や面に様々なデータを数値に変換して入力することができ､そしてそれをデ

ータベースとして活用することができるシステムである｡以下にGISの農業開発における活用例を示す｡

-45-



3.4 農業情報整備計画

3.4.1計画の背景

(1 )農地統計情報の現況

ミャンマー(ビルマ)は1974年の社会主義計画党による国営経済機構の確立､鎖国政策等により経済的

に破綻をきたし､ついには1987年に自ら国連へ最貧国(LLDC)認定を申請するに至った｡当時の社会主

義経済の下では､農家への米の買い付け価格は極めて低く設定され､かつ自由に販売できる量が限られて

いたため､農民としてはできるだけ政府-販売する量を減らして､闇相場に委ねる傾向が強かった｡即ち

予約買付といっても-種の強制供出であったため､供出逃れが横行しており,栽培面積または生産量の過

少申告等は日常茶飯事であった｡

1988年に再び軍事クーデタ-という形で変わった現政権でもある国家法秩序治安回復評議会(SLORC)

は市場経済の導入等の経済改革を行い､農産物の集荷においても､民間取引が可能となった｡しかし経済

的側面では自由経済への移行が進んでいるものの,政治的･社会的には未だに制限がかなりあるのが現状

である｡と同時に農民側も完全に政府に対して,信頼を置いていないのも事実である｡

このような背景の下､農業省移住及び土地登記局(SLRD)は､全国の農業競計情報の整備を行ってい

るが､聞き取り調査を中心としたものであり,前述した背景を考慮すると､その精度は高いものとは思わ

れない｡また航空写真等を用いた比較的精度の高い土地利用囲も,いくつかの開発計画地区レベルでのみ

存在するが､年代が古いものが多いため信頼度が低いと思われる｡

これらの土地利用現況､収量,農家所有面積等の情報を整備することは､将来の農業開発計画の策定に

おいて重要なものであり､特に800万haもの未利用荒廃地の再利用を考慮すると,その現況及びポテンシャ

ル調査は非常に重要なことである｡現在農業省においても農業統計情報整備事業について考慮中であり,
特に正確なデータの収集､データ分析の一般化､スタッフの育成等の農業情報収集技術の援助を期待して

いる意向であった｡

(2 )農業情報整備の重要性及び課題

農業情報を整備することは,単に統計データを集計することだけではなく,将来の農業開発及び地域開

発の基礎的データに資するものとすることである｡経年的に農業情報を蓄積し､分析することによって､

農業開発上の問題点､優先的な開発項目の把握等が可能になるため､農業情報の精度が低ければ,地域及

び国家の基本計画に誤りが生じることにもなりかねない｡特に未利用荒廃地が全国で800万haもあり､ま

た未利用な水資源が豊富に存在するミャンマーにおいては,今後多くの地域､農業開発が策定されると見

込まれ,精度の高い農業情報を基にしたシステマテイツクな農業開発計画の策定が必要となる｡整備され

る農業情報としては以下の項目があげられる｡

情報 内容(目的)

土地利用状況

土壌条件

農家土地所有状況

営農状況

収量

利水現況

農業施設整備状況

地目区分だけでなく､既存農地の分類及び面積把撞

土地生産力の把握

地区の土地所有状況の把握

農業投入等の現状把握

生産量の把握

水文､利水,治水状況の把握

農業基盤施設の把撞
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衛星リモートセンシングデータとGISを統合させ,その他の情報(行政データ,聞き取り調査結果等)

を入力し,それぞれを重ね合わせることで､総合的な土地情報システムを構築する｡ただしシステム(チ

ータベース)作成においては､その日的によって入力項目､入力データの前処理等が異なることに注意し
なければならない｡

以上のように､広範囲な地域の土地情報をシステム化(データベース化)する場合は､衛星リモートセ

ンシング情報の利用と共に､地理情報システム(GIS)を併用することが望ましく､特に将来の総合的な

地域(農業)開発の基本データに資するには最適である｡

3.4.3計画の目的

本計画の目的は以下に示すとおりである｡

1)ミャンマー国に精度が高く､かつ総合的な土地及び農業情報システムを導入する

2)本情報システムは､将来の農業開発の際に利用できるものとする

3)このような農業情報システムを活用できる技術者の育成

4)ミャンマー全国の農業整備事業に適用可能な事例とする

3.4.4計画の概要

(1)計画対象地区

本計画は将来の全国農業情報整備に資するものとなるモデル事業と位置づける.そのためミャンマーに

おいて地形的･農業活動的に多くの典型的なパターンを含んでおり､かつ農業重要度が高くそして波及効

果が期待できる地区を選定する必要がある｡これらを考慮し､調査対象地区を､ミャンマー中部地区にあ

るマグエ管区とした｡選定理由は以下のとおりである｡

1)地形的に平坦地から丘陵地まである

2)気象的に半乾燥地区と湿潤地区が存在する

3)それぞれの気象条件及び地形条件で栽培作物が異なる

4)同時に典型的農家のタイプも多岐にわたる

5)未利用荒廃地が多く存在し､また人口も多く､開発の潜在性を有する

またマグエ管区の概要は以下に示すとおりである｡

豆類(km2) 男性 性
口舌
(km2)

げエ管区 44,800 2,037 1,961 3,998 11,225 213,700 553,700 18,600

(2)計画概要

本計画は衛星リモートセンシングデータより,現況の土地利用状況の解析等を行い,その他補足調査と

して,現地での聞き取り及び収量調査､統計情報等を参考にしてながら,農業情報をデータベース化し整

備していくものである｡情報は地理情報システムよって処理し､将来の開発計画策定時の活用データに資

するものとする｡また全国への波及における実施運営基地となり､かつ技術者の育成を目的とした農業情

報センターの建設を行う｡
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そのため計画は､ 1)農業情報整備調査､ 2)農業情報センター､ 3)機材供与の3コンポーネントに大別

される｡それぞれの概要について以下に示す｡

1)農業情報整備調査

ランドサットなどの衛星リモートセンシングデータを利用し､マグエ管区全域についての土

地利用状況調査を行うと共に農家調査等の補足調査を行い,管区全体の自然条件､農業､農業

施設,市場等について､地理情報システム(GIS)を用いてデータベース化する｡また将来の開

発計画事例となるような､マグエ管区の農業適地及び藩概適地の策定を行う｡

2)農業情報センター

農業情報センターはトレーニングセンターと情報管理センターから構成される｡トレーニン

グセンターでは,若手技術者を対象に衛星リモートセンシング解析技術, GIS応用技術の取得を

目的とする｡情報管理センターは経年的にデータの交信を行うと共に全国レベルで農業情報の

整備を行うこととする｡

3)機材供与

本解析は大量のデータを扱うため,下記機材構成が最適と考える｡

- 1)モートセンシング及びGIS解析: ワークステーション､リモートセンシング及びGISソフト

ー 地理情報入力: パソコン､ GIS入力ソフト,デジタイザー

ー リモートセンシングデータ入力: ccrReader

一 出力: プロッター､プリンター

- その他事務機材

3.4.5調査団の所見

ミャンマーでは,現在農業関係のデータの正確な把握が行われていないため､作付け面積､収量,収穫

面積等の正確な農業統計を把撞するための農業情報収集技術の援助を日本政府に期待している｡現在の衛

星リモートセンシング技術を用いれば､広範囲な地域に対して､かなりの精度で土地利用状況等を把握す

ることができ､これを同時に聞き取り調査等からのデータを地理情報システム上で組み合わせれば,より

総合的に利用が可能なデータベースとなるであろう｡これらの情報システム整備は,将来の農業開発及び

地域開発計画策走に大いに役立つものであると確信する｡また提案した農業情報センターは､トレーニン

グセンターとしてミャンマー技術者を育成すると共に､そしてこれらの技術者によって推進母体として運

営され,全国の農業情報を整備するものと期待される｡このように本計画はミャンマー政府のニーズも高

く､技術援助としても妥当なものである｡
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4) Cost Estimateand ProjectEvaluation

a) Estimate
investment costs of the project･

b) Estimate economic costsand benefits of the project･

c) Evaluate economic aJld financialfeasibilityofthe projectand､carryout
its sensi-

tivity analysis.

d) Estimateand describe indirect benefits of the project･

5) Prepare a comprehensive feasibility study report forthe project･

4.3 Transfer of Technology

Throughoutthe course of the Study, transfer of technologyand training Will be pro-

vided to counterpart experts by
foreign experts inthe following field･

a)
Field surveyand investigations for topography, hydrology,

irrigationand agri-

culture.

b) Planmingand design for irrigation, drainage･

The above transfer of technology will be carried out
in the formof on-the-jobtralnlng

and seminarduringthe course of the Study･ Overseas training Willalso
be programmed･

v. SCHEDULE OF THE STUDY AND REPORTS

The period required for the Study
is estimated at 20 months in total･ A tentative work

schedule is presented in the attached paper･

Thefo1lowing reports will be prepared in the course of the Study･

a) Inception Report:
Within one (1)months the commencement of the Study･

b) Interim Report: Within seven (7) months from the commencement of the

Study.

c) Draft
Master Planneasibility Report: Within eighteen (18) months from the

commencement of the Study.

d) FinalMaster Planmeasibility Report: Within twenty (20) months from the

commencement of the S山dy･

VI. EXPERT INPUTS

Thefo1lowlng expatriate expertSand englneerS Wnl
be required fro executingthe Study･

- TeamLeader

- hgationDrainage Engineer (1)
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資料-1 調査実施工程､調査員の経歴および収集資料リスト

1.調査実施行程

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 2月20日 月 成田 バンコク バンコク (JAL717ー

2 2月2=] 火 バンコク ビエンチャン ビエンチャン ##(TG690)

3 2月22日 水 ビエンチャン 大使館､農林省(官房,荘耽局)表敬,打合せ

4 2月23日 木 ビエンチャン パタセ バクセ 移動(OV314ー､県事務所打合せ

5 2月24日 金 バク七 現地踏査(バクセ南部低地部)

6 2月25日 土 バクセ 現地跨査(バクセ南部低地部)

7 2月26日 日 バクセ ビエンチャン ビエンチャン 移動ーOV301)

8 2月27日 月 ビエンチャン ボンホン地域現地踏査

9 2月28日 火 ビエンチャン パタサン県事務所にてラクサオ件打合せ

10 3月1日 水 ビエンチャン 大使館､農林省報告

ll 3月2E) 木 ビエンチャン バンコク ヤンコーン〝､●ンコケ移動(TG691-TG305)､島崎田貞JAL718にて帝国

12 3j]3E] 金 ヤンゴン 荘親局､農業省計画局打ち合わせ

13 3月4日 土 ヤンゴン ナムユダム,養親センター視察

l4 3月5El 日 ヤンゴン 資料室理

15 3月6E] 月 ヤンゴン 蓬概局､農業機械局､農業局打ち合わせ

16 3j]7E] 火 ヤンゴン FÅo,商業省打ち合わせ,uNDPにて資料収集

17 3月8El 水 ヤンゴン 辺境地区民族開発省にて打ち合わせ

18 3月9日 木 ヤンゴン 大使館,JⅠCA,農業省計画局に報告

19 3j]10E] 金 ヤンゴン バンコク 城中 移動(TG306IJL718ー

20 3月11日 土 東京 帰京

2.調査員の経歴

調査員名 経歴

央野信一 大正14年8月8E]生

昭和20年3月東京農業大学卒業

昭和26年11月日本工嘗株式会社入社

現在特別顧問

水口洋ニ 昭和41年9月24日生

平成元年3月東京農エ大学長学部農学科卒業

平成3年3月東京農エ大学大学院農学研究科修了

平成3年4月日本工営株式会社入社

現在同上技師

島崎一幸 昭和22年1月1日生

昭和45年3月東京農エ大学農学部農業生産工学科卒業

昭和49年4月ライトエ業株式会社

昭和55年10月(秩)建設企画コンサルタント

平成7年2月(有)ケ-アールアイ

現在同上/代表取締役

アウン.スエ 昭和17年2月21日生

昭和40年3月東京大学工学部土木工学科卒業

昭和42年3月東京大学土木エ学科修了

昭和43年1月ミャンマー政府農業省荘政局

昭和55年6月復建調査設計株式会社入社

現在同上及び日本工骨嘱託

3.収集資料リスト

(1) Topographical Maps of SalavaLland Champasak Province (Scale : 1/100,(X氾)

(2) Basic Stadstic Dat&iJl ho PDR (1993)

(3) St血istica] Yearbwk 1993

(4) Selected Monthly Economic lndicalors (Nov.aJld D∝.,1994)

(5) Review of the Financial, Economic aLld S∝ial Corlditions for 1991/1992

(6) Review of the Financial, Economic and Social Conditions for
I992/I 993

(7) Concise of Master Plan for Deve)opment of Border Arms and National Races

(8) Measures Taken for Development of Border
Areas
and
National Races ( 19891 1 992)

(9) Measu柁S Taken for Development of Border Areas and NationalRaces (3) & (4)

(10) Myanmar, Agriculture Sector恥graJTme Review Mission, 19$9

(I 1) Report on the Socio∝onomic Study in Dry Zone Area, 1993

(12) Myanmal Forestry, 1994

(1 3) fqlot Watershed Management Projectfor Kinda Dam, Phugyi 皮 1nle I-ale
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)

FOR

MASTER PLAN / FEASIBILITY STUDY ON

INTEGRATED AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT

IN SOUTHERN PLAIN IN LAO PDR

I. INTROI)tJCTION

Although the Govemment of Lao PDRannouncedtheir achievement forthe self-suffi-

ciency of rice production in 1984,there has been imbalance between demandand supply of rice

at regional1evel.

Under these circumstances, the Government launched the Third Five Year Plan

(199 1 - 1995), emphasizing inthe agriculture sectorthe fわllowing:

a) To ensure food self-sufficiencyand food security through expansion of irrigation

areaand improvement of yields with research, extension services and use of mod-

ern lnputS･

b) To promote diversifyingproduction through establishment of land use regulation,

encouraglng COmPetition in the provision of agriculturalinputsand developing Suit-

able agriculturaltaxation, etc.

c) To increase irrigation efficiency fわrbetter productivitythrough rehabilitation of ex-

istlng lmgation facilities, improvement of water management,and enforcement of

farmer's group.

d) To encourage livestock export by abolishing of export taxes on livestock trade.

e) To maximizethe long-termeconomic rents inforestry through a balanced approach

between economic exploitation throughcommercial forestry activities and natural
forest conservation objectivesobtained througha sustained management systemand

controland reduction of slashand burncultivation

II. PROJECT BACKGROUND

(1) ProjectA陀a

The
objectivearea

is a part of the above (c),namely ''the lowlandarea along the

Mekong and its branches in Salavanand Champasak provinces･ Boloven Plateau is a highland

area located in the easternpart of the both provinces, having many coffee plantations with

much rainfall･ The proposed project Site is located inthe lowland areas in the north, westand

southof Boloven Plateau･ The Mekong nverrunsfrom north to south in the center of the pro-

JeCtareaand many branches offlow into the Mekong. Major branches in thearea are Xe Don
river (Left bank of the Mekong) in Salavanprovince and Khamouan river (Right bank of the

Mekong) in Champasak province･ The outskirt of Boloven Plateau has a high potentialof irri-

gation with spnngs or streams with considerableflow throughoutthe yearowlng tO the much

rainfall in Boloven Plateau･ On the other hand, Champasak plain on the right bank of the
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資料-2 面会者リスト

(1)ラオス

在ラオス日本大使鐙

和田 雅夫

大豆生田 清志

佐藤 三郎

ラオス政府

Mr. Atom TTLAVONSOUK

特命全権大使

書記官
書記官

Mr. Khamphiou VISSAPRA

Mr. Langsy SAYⅥSITH

Dr. Hatsadong

Mr. Saly SIRIPHOKHON

Mr. Savay XAYSONGKHAM

Mr. SavathKEOBANDITTI

Mr. Bu止ong

Mr. Maychom

Mr. Khammany KHAMPHOUMY

Mr. Khammay VONGSATM

(2)ミャンマー

在ミャンマー日本大使館

増尾 学

ncA事務所
吉田 義男

佐藤 和明

梶原 専門家

ミャンマー政府

Mr. U Aung Par rmein

Mr･ U OtⅦ Myont

Mr. U払Aye

Mr. U Khin bti

Mr. U Zhw Win

Mr. U Khin Gyi

Mr. U Ohn Khaing

Mr･ U Khin Maung Nymt

Commander Aye Ko

Dr. Kyi W山

Mr. UKyi Win

Mr･ Maung Maung

Mr･ Maung Maung Th皿

Mr. U OlmMyint

Mr.U TeinWln

Mr. U TUB Than

Mr･ U Saw Åung

Lt, Col, -nlarh: Ham

FAO事務所
Mr. Sang-kyun Cboi

書記官

Deputy Director of Cabinet,

Ministry of Agriculture ard Forestry (MOAF)

Deputy Heal, Committee for Cooperation arEI Investment, MOAF

Director, Department of Irrigation, MOAT

Chief of Agriculture ard Forestry Service, Champasak Province

Chief of Irrigation Section, Champasak打ovince

Deputy Chief of District, Champasak District

Chief of Agriculture Division, Champasak District

Deputy Chief of District, Soukhouma District

Chief of Planning all Finance, Agriculture ard

Forestry Service, Bolikhamsay Province

Assistant, htemationalCooperation Division, Cabinet of MOAF

ExtemalRelation ard CooperationAssistant,

Department of Irrigation, MOAF

所長

所員

藩政センター

: Director General, Irrigation Department

: Director, Design Branch, Irrigation Department

: Director, Work ard Plannlng, Irri苫ation Depar(ment

: Deputy DirectorPr∝urement, Irrigation Department

: Deputy Director, Planning Branch, Irrigation Department

: Deputy Director,Works Branch, Irrigation Department

: Deputy Director,Design Branch, 1血gation Department

: Executive Engineer, Desing Branch, Irrigatioon Department

: Dupety Direr(or General, Department of AgriculturalPlannlng

: Director, Department of Agricultural Plannlng

:Assistant Director, D甲anment Of Agricultural Planning

･' Deputy Director, Irrigation Technology Center

:Assistant Director, Irrigation Technology Center

: Director Geneml, AgriculturalMechani乙ation Department

: Managlng Director, My皿marAgriculture Service

: General Manager, Extension Division, Myanmar Agriculture Service

: General Manger, Myanmar AgriculturalProduce Trading,

Ministry of TkKk!

: Director General, Office of Work Committee for the Development of

Border Areas and NationalRaces, Mimistry of Boder Areasand

NationalRacesand Development Affairs

: Chief TechnicalAdvisor
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b) Potentiality study for new water resource development including classification

by type, priority, etc･

c) Basic conceptand
development strategy for potentialwater resources

d) Selection of the priority project(s)･

e)
Investigation of agriculture and agro-economy situation･

0 Investigation of socio-economy situation･

g) Investigation of environmentalaspects･

4.1.2 ⅠIome Work･Ⅰ

Analyses, studiesand preparation of a master planreport･ including;

- Standard design by type

- Rough esdmation也e cost

- Proposed implementation method

4.2 Stage II: Feasibility Study

4.2.1 Field Work II

Topo-survey, supplementary data collection, field surveyand
investigations mainly for

selectedand prior project(s)and
formulation of development concept, including;

1) Topo-suⅣey, Geological bvestigation, etc･

a) prepare topographic maps at a scale of
1/5,000, covering whole the potentialir-

ngation area･

b) Prepare topographic maps at a scale of 1/1,000for major structure sites･

c) Carry out geologicalinvestigationsfor the proposed sites of major structures.

d) Carry out detailed hydrologicalsurveys, including measurement ofriverflows,

analysis of hydrologicalcharacteristics of rivers, water sampling for sedimenta-

tionand water qualityanalysis, etc.

e)
Studyandanalyze meteorologicaldataforthe projectarea･

り Conduct construction materials survey, including physicaltestsandanalyses･

2) Imigationand Drainage

a) Identifypotentialintakesite(s)
for irrigation･

b) Studyand detemine optimum scale of imigation facilities to be constructed un-

der the project.

c) Identifyirrigationdevelopment areas based on soils, land capability, topogra-

phy, water availability,etc･

d) Estimate irrigation requirements based on cropping patteⅢlS tO e applied to the

project･
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Mekong has poor water resources in the dry season at present･ Some areasalong the
Mekong

river are irrigated by pumping from the Mekonginthe dry season･

(2) ObjectivesoftheProject

The
objectiveof the projectaims the

following six (6) key points with the maximum

development of agriculturalwater resources, consideringthe present condition of the project

areathatthe area stilldepends much on the rainfal1and therice production
is stillunstableand

almost no paddy cultivation inthe dry season･

a)
Stablerice production with supplementalirrigation intheminy season

b) Expansion of rice cultivationarea withdry season imigation

c)
Expansion of crop diversification aJea Withdry season irrigationand

d) Water resources development for Cattle grazing

e)
Domesdc water supply

りImprovement ofrural1iving facilitiesfor levelling-up of living standard

(3) OutlineoftheProject

The
project

area will be divided into four (4) blocks, considering the characteristics of

water resource, topography, cultivation area, crop ( wetland rice, upland crop, animal hus-

bandry, etc.)as
follows;

a)Left
bank of the Mekong, Xe Donriver basin including the northand west parts of

outskirts of Boloven Plateau

b)Leftbank of the Mekong, Xe Kbamphoriver basin including south part of outskirts

of Boloven Plateau

c)
Right bank of the Mekong, Kbamouanand Phalingrivers basin

d) Rightand Left bank of the Mekong ,
The most southem part of Lao including

E血ong island

The projectwill
formulate each development strategy for the four (4) development

blocks considering the characteristics of naturaland social conditions of each
block and with

maximum agriculturalwater resourcesand
its effective use･

ⅠⅠⅠ.- OBJECTIVE OF THE STUDY

The objectivesof the study
are to formulate a strateglCand comprehensive development

master plan on integrated agnculture and mral development prqject
in soutbem plain in Lao

PDR and carry out
feasibility study on selected typicaland prionty proJeCtS for balancedand

sy stemadcal development･
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IV. SCOPE OF STUDY

The scope of the proposed master planand feasibility study (hereinafterreferred to as

--theStudy") will be as丘)llows:

The Study will cover:

a)
Master PlanStudy for whole the lowland areasalongthe Mekongriverand its

branches in Salavanand Champasak Provinces

b) FeasibilityStudyfor priority project(s)

The study will be carried out in the following two (2) stages and each stage will be

further divided into two (2)works respectively:

1) Stage I: MasterPlan S山dy

a)
Field Work-I : Data collection, field surveyand investlgationsand fbrmula-

tion of basic development plan.

b) Home Work-I :Analyses, studiesand preparation ofa master planreport.

2) Stage Ⅲ: Feasibility Study

a) Field Work-II : Topo-survey, supplementary data collection, field survey

and investigations mainly for selectedand priority project(s)
and fわrmulation of development concept.

b) Home Work-II :Analyses, studiesand preparation of a pre-feasibility report.

4.1 Stage I: Master Plan Study

4.1.1 Field Work.I

Data collection, field survey and investlgationsand formulation of basic development

plan, including:

1) Data Couection and Review

Reviewandanalyzeallthe existing dataandinformation, particularly those to irriga-

tion, land and water resources availabilityand use,
including socio-economyand

agnculture.

2) Fields hvestigations皿d Basic S山dies

a)
hventory study of existing irrigation facilities intheareas including classifica-

tion by type, present condition, necessity Of rehabilitation, constmints, etc･ In

addition, the conditions of access roads to the facilities will be studied.
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e) Prepare Feasibility-level designand layout of the proposed facilitiesand irriga-

tion systems.

3) Ruralinfrastructures includingruralroads

a)
Study and determine optimum length of rural road(s) to be constmcted/

rehabilitated underthe proJeCt･, and other requiredruralpublic facilities such as

water supply, communication system, etc.

4) Agricultureand Agro-economy

a) Evaluateal1 available data related to present land use, soil classification, crop-

plng Patterns, Crop yields, input levelsand culturalpractices.

b) Carry out surveysand studies on soils, cropping patterns, anticipated crop pro-
duction, agricultural, etc･, in identified areas of irrigation development.

c) Recommended practical and suitable cropping patterns, and detemine input

level, labor requuementsand crop yields.

d)Assess the adequacy of existing agriculturalsupport services,and recommend

appropnate measures to strengthen such services under the project.

e) Evaluate fan budgets fortypicalbudgets fortypicalfarmhouseholds underthe

prqJeCt･

5) EnvironmentalAspats

a)
Conduct investigations on the extent of forest destruction in the catchment area

of也e proposed water resources and neighboring areas.

b)Assess impact of the projecton socialand naturalenvironment, including reset-

tlement problems of inhabitants, losses of socialand culturalproperties effects

in wild life, etc.

4.2.2 Home Work.II

Analyses, studiesand preparation of a feasibility report, including;

l)Analyzeand studythe results of the field surveyand investigations,and formulate

detai1ed plansfor water sourceandruralintegrated development･

2) Prepare a detailed implementation schedule forthe project,and recommend con-

struction methods suitable for localconditions.

3) 0perationand Management

a) Recommend organizationand procedures best suited for effTective operationand

management of the project.

b) Estimateannualcosts of the projectoperationand maintenance.
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- Ⅰ血gationDrainage Engineer (2)
- HydrologlSt

- Geologistmydro-geologlSt

- Design Eng血eer

- Road nnf:rastructure Engineer

- S∝iologlSt

- Agronomist〝edologlSt

- Agro-economistnnsdtutionalExpert

- Environmentalist

me required manpower Input Will be about 90 man-month in total.

VII. tJNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF LAO PDR

h order to facilitate the smoothand effective implementation of the Study, the devel1

opment of Lao PDR will undertake the fbllowlng measures:

1) To provide available information necessary to carry outthe Study, including maps,

statistics, meteo-hydrological and geologicaldata, socio-economy and previous

study reports relevant to the project.

2) To nominate a counterpart group, including a projectcoordinator responsible fわrthe
Study and resolving any trouble anslng tbrougbout the Study pedod･

3) To provide logistic support including office space withappurtenantfumitureand
facilities, cleamngand guard.

4) To provide the foreign experts with any necessary entry visa, work permit and

travelpemit, if required,for the Study in Lao PDR.

5) To exempt the foreign experts from tax and charges of any kind imposed on or in

conn?ction with the livingallowance remitted from abroadandfrom importand ex-

port duties imposed on their personal effTects,and instfuments equlPmentand mate-

rials necessaryforthe execution of the Study･

6) To secure pemissionfor entry intoall areas as required forthe proper conduct of

tbe Study.
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WORK SCHEI)ULE FOR MASTER PLAN AND FEASIBILITY STUI)Y ON INTEGRATED

AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT IN SOUTHERN PLAIN IN LAO PDR

ⅠTEMS MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EE 12 13 14 15 16 17 18 19 20

(1)StageⅠ:MasterPlanStudy

Fieldwork-Ⅰ

Homework-Ⅰ

(2)StageⅠⅠ:FeasibilityStudy

Fieldwork-ⅠⅠ

-TopoMapplng

-FieldSuⅣey

Homework-Ⅲ

Report ⅠCR ⅠR DFR FR

: FieldWork

Note : ICR : 1nception Report, IR : Interim Report, DFR : Draft Final Report, FR : FinalReport

1

一-
L ●

■
∫ ■

: HomeWork

Fl q ■ 一
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)
FOR

FEASIBILITY STUDY ON

PHON ⅢONG PLAIN AGRICtJLTURAL DEVELOPMENT

AND SETTLEMENT PROJECT

I. INTRODtJCTION

The Government of Lao PDR became self-sufficient inrice nationally in 1984 with a

great effort throughthe five year plan. However,there has beenanimbalance between demand

and supply of rice at a regional1evel･ In particular, people living in Vientiane Municipality,

where about lO% of the totalpopulation is concentrated, have suffered from a chronic shortage

of rice mainly because of insufficient transportation facilities. Moreover, rice production is

vulnerable to varying Climatic conditions since most of the paddy fields are rainfTed.

Under these circumstances, the Government of Lao PDR launched the third five-year

plan(19901-1995),aimed at i)securing self-sufficiency ofriceand maintaining adequate se-

curity stocks of foodstuffs, ii)diversifyingagriculture by expanding non-rice production for

domestic consumptionand export,and iii)increasing exploitationand improving conservation

of fTorest resourcesthroughcontrolandreduction of slash-and-bum agriculture.

In linewith these plans,the Govemment of Lao PDR has glVen a high priority tO the

development of the Vientiane plain and has taken up the Pbon Hong Plain Agricultural

Development and Settlement Projectlocated in the northern part of the Vientiane plain. The

Prqjectaims mainly at agriculture and irrigation development of the Phon Hong plain to in-

crease agriculturalproductionand at settlement of ethmicminorities in part of the project area tO

eliminate slash-and-burnagriculture in the surrounding mountains.

II. PROJECT BACKGROUND

Tbe project area is located in Phon Hong district of Vientiane province, about 70 km

north of Viemiahe, capitalofthe country. The area coversanarea of about l00km2 developed

along the lower reach of the Nan Chengriverand is bounded by hilly lands to the westand

north, by the NamNgumriver to the eastandthe NamHoriver to the south･ The NamCheng

river traverses the centralpart of the project area from northwest to southeast･ The project area

has･ for the most part, a gently sloplng topography from northwest to southeast witha slopeof

1/1･000 to 1/2,000, except for the northernand westernborderareas which have steeper

slopes･ ne elevation of thearea ranges from 160m to 210m above meansea level･

L∝ated in the tropicalmonsoonarea, the project area has a climate characterized by two

distinct seasons : a ralny SeaSOnfrom April to Septemberand a dry season from October to

March. Annual meanrainfal1 is 2,140 mm, of which I,940 mm or 91% falls inthe ralny Sea-

son･ Monthly meantemperature varies seasonally with aminimum of 21 oC in December to a

maximum of 28･2 oC in Apri1･ Meanrelative humidity ranges from 64% in March to 82% in
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August.

The project area includes about 4,000ha of existlng Paddy
fields, where cropping lS

presently made only during the rainy season under rainfed conditions･
During the dry season,

all these fields are in fallow due to lack of irrigation water･ The famng method adopted in

these fields is such that, at the onset of the rainy Season, land preparation
is made mainly with

the use of draftanimal, transplanting Of seeding lS made
immediately thereafterand haJVeStlng

is in the beginnlng Of the dry season･ Since rainfal-1 distribution
in the project area is uneven,

rice plant is sometimes
damaged by drought orfloods･ This, coupled with a limited use of

fertilizersand other agrlCultural inputs, results in poor crop yields･ The present unit yield of

paddy is estimated at l･2 to
2･6 tons他･

h mountainous areas surrounding the projectarea,there
a陀a number of ethmicminori-

ties, practlClng Slash-and-burnagriculture,and a considerable forest land has been destroyed

each yearthrough this practice･ This has been causing a Severe enVironmentaldegradation

such as soil erosion, droughtandflushflood･

Afterthe implementation of the Nan Ngum damand reservoir
in 1970･ large extent of

lowland along the Nan Ngum mostly inundated during the
flood season, has been protected

fromtheflood･ In particular the downstream area of the NamCheng, where quite fertile lands

extend largely,
has been benefited･

Irrigation development plan forthe Phon Hong area was studied under the Integrated

AgriculturalDevelopment Planin Vientiane Plain in 1962 under UNDP Fund･ In 1968･ a pre-

liminary Survey Of the Phon Hong Area Agriculturaland
RuralDevelopment Projectwas car-

ried out ,
in which twoalternative studies of

intake system of irrigation water were made; i･e･

one was water from the Nan Lik and the other fromthe Nan Cheng. The following arethe

results of rough comparison
from the technicaland economicalviewpolntS･

(1) IntakingWaterfromtheNamLik

hTigation water for theright bank area of the Nan Lik and Nam Ngum is sufficiently

available throughout the year･ Three altemative ideas of water intake system are conceived･

namely i)Intaking water fromthe tail race of Nan Lik hydro-power station to be constructed

atthe Nan Lik Multi-purpose Dam Project,ii)Intaking water by diversion weir to be provided

atthe NamLik,and iii)Pumping intake system attheright bank of the NamLik･

Inthe case ofNamLik Multi-purpose Dam Project,more than20,OW ha of entireright

bankarea of the NamNgum could be imigated by gravity.
It is required to be comprehensively

studied for not only agnculture, but hydropower,flood control, environment etc･

In the case of water intaking without dam construction, twoalternatives are conceived･

one is diversion weir to be constructed at the Nan Lik, and the other
is free intake at some up-

streamfromthe proposed diversion weir site･
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There are some suitable sites of diversion weir at the debouch of the Nam Lik. An

overflow typeconcrete weir with sconng sluiceand fish ladder will be constructed. h view of

large amount offloating wood and bushesflownfromthe upstream duringtheflood period,

some protection structures are to be constructed atthe front of intake. The weir heightis to be

heightened to about 10 m from the present low water level, which will tx intake water level for

imigation･ Sand stone is outcropped attheriver bed, but approximately 6 to 7 m below the low

water level･ Diversion channel during the weir construction will be provided atthe left bank of

the proposed weir site, but substantialamount of excavation including rock is considered to be

necessary, because of huge amount offloods in the rainy Season.

After implementation of the weir and canalheadreach about 10,(氾O ha of the Phon

Hong plain could be irngated in due consideration of diversion water from the NamSong, up-

stream tributary of the Nan Lik, to the NamNgum Reservoir. However,the construction cost

of weir including dewatering duringthe construction is considered to be substantial.

In case of free intake system, an intake structure at theright bank of the Nan Lik is to

be constructed at the some 5 km upstream. Because of the steep nver bank slope, itis difficult

to provideanopen-cut inlet channel, sothat thisalternative is out of consideration.

A pumplng ■stationalongtheright bank of the NamLik at B. That where suitable intake

site for pumplng Water is located, is conceived to be constructed･ About 12 m of pumplng

head is required during the driest season･ Approximately 3,000 to 4,000 ha inthe upperarea

of Phon Hong plain could be imgated economically, but O&M costs as well as replacement

costs of pump equipment after those useful 1ifeof about 15 years would be rather expensive･

(2) Intaking Water from the NamCheng Reservoir

The NamCheng nver onglnateSfrom the Phon Pha area located inthe west of the pro-

ject area,flows through a mountainous area inthe upstream,then enters the project area and

JOlnS the Nan Ngum dyer at Bac Cbeng･ The catchment area oftbe Nan Cbeng nver is esti-

mated at 237 km2 at the proposed damsite･ Mean monthly discharge of theriver varies widely

from a minimTm Of O109m3/see in March and April to a maximum of 19･90m3/see in

September,annualrunoff being around 140 million m3･

In 1985, a prelimlnary Study on the development of the Phon Hong plain was con-

ducted by the Govemment of Lao PDR with the technical cooperation of the Vietnamese

hstitute of Investlgationand Hydraulic Design･ The study suggested the provision of a stor-

age dam on the NamChengriver to regulate the river flow for imgation use･ The prlnCipal

features of the dam proposed under the study are:

Damtype

Dam beigbt (max.)
Crest length

FVVL

HWL

LWL

Totalstorage capacity

: Homogenous earthfill

: 21.5m

: 574m

: El.196.40m

: El.192.85m

: El.183.00m

: 76.8 million m3
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Effective storage capacity : 52･0mi11ion m3

Witb血e above storage dam, it is expected that an area of 7,000ba (net) in the Phon

Hong plain could receive a supplementary lmgation supply durin岳therainy Season,and during

the dry season, about 1/3 of the area would
be brought under irrlgation･ It isaiso expected

that, of the imgation area, about 3,000ha, which is to be newly reclaimed･ would be utilized

fTor settlement of ethnicminorities who are engaged in slash-and-burnagnculture in the sur-

rounding mountain as well as in the reservoir area･

Paddyrice lS Proposed as the pnncipalcrop under the proJeCtinbothrainyand dry sea-

sons in view of the fact that climate and soils prevailing
inthe project area are Suitable fTorrice

cultivationand that the demand forrice is stilllarge
in Vientiane Municipality･ It is expected

that unlt yield of paddyrice will be increased to more than3･O tons瓜a/crop under the project,

totalannualproduction being more than28,(X氾tons･

In addition to the imgationand agncultural development explained above･ it would be

necessary to provideruralinfrastructures
for betterment of socialand agncultural activities in

the project areaandfor improvement of living standards of tamers, including ethmicminorities

to be settled inthe project area･ Suchruralinfrastructures would include post-haⅣest facilities,

village roads, potable waterand electricity supply
facilities, etc･

Ill. OBJECTIVE OF THE STUDY

The objectiveof the
Study is to formulate an optlmum Plan for agriculturalandrural

development inthe Phon Hong plain, placing emphasis on water resources development for ir-

ngationand settlement of ethmicminorities･

IV. SCOPE OF THE STUDY

The scopeof the proposed feasibility study (hereinafterreferred to as.'the Study") will

be as fわllows :

The Study will cover :

a)
Water resources development, includingthe provision of storage dams on the

NamChengriverand its tributaries (aprovision of a diversion dam on the Nan

Likriver asanaltemative study),

b) Irrigation development coveringanapproximatearea of 7,000 ha (net)in the

Phon Hong plain, and

c) Ruraldevelopment,
including provision ofruralwater supply,

improvements of

village-link roads, construction of post-harvest
facilities, etc･

The Study will be broadly divided into the followingthree (3)stages :
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a) Work-Ⅰ Preparation of topographic maps at a scale of 1/5,000, covenng

wholethe potentialirrigation area,

b) Work-Ⅱ : Data collection, review of previous prelimnary studies conducted

by Lao PDR, execution of field surveys and investlgations, and

formulation of basic development plans,and

c) Work-III :Analysis of the results offield surveysand investigations, further

study on development plansand preparation of a fTeasibility study

report･

4.1 Work-I : Preparation of Topographic Maps

Produce topographic maps at a scale of 1/5,00 witha contour intervalof lm, covenng

whole potemialirrigationarea including sufficient marginalareas by means of ground control

and photogrammetry.

4･2 Work-II : Data CollectionI Review and AdditionalInvestigatjon

4.2.1 Data Collection and Review

Reviewandanalyseal1 the previous studies, dataand infわrmation, particularly those to

human, land and water resources availability and use, including socio-economies, agdculture,

and infrastructures of the Phon Hong plain.

4･2･2 Additional Investigations and liasic Studies

l) Dam and reseⅣoir

i) Identifypotentialstoragedamsites onthe Nan Cheng riverand its tributaries,

and study the use of the dams for irrlgation,rural water supply,flood control,

etc.,

ii) Identifypotentialdiversiondamsite on the NamLikriver

iii)Study and detemine optimum scale of dam(s)and reservoir(s)to be constructed

under the project,and

iv) Carry out a comparative study between the storage on the Nan Chengriverand

the diversion dam on the Nan Lik river from both economicaland technical

view polntS

v) Prepare feasibility-level designand layout of the dam(s)and appurtenant facili-

ties.

2) Irrigationand drainage

i) Identifyirrigationdevelopmentareas based on soils, land capability, topogra-

phy, water availability, etc.,
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h) Estimate irrigation requirements based on cropping pattems to be applied to the

prq】ect,

ih) Estimate flooding conditions of the Nan Cheng river such as flood stages,

flooding areas, duration, etc.,and study mood prevention plans if necessary･

iv) Estimate drainage requirements fTorthe projecta陀a,and

v) prepare feasibility-level
designand layout of proposed irrigationand

drainage

SyStemS･

3) Agricultureand agro-economy

i) Evaluate all available data related to present land use, soil classification, crop-

plng patteⅢS, Crop yields, input levels and cultural practices,

ii) Carry out surveys and studies on soils, cropping patterns,anticipated crop pro-

duction, agriculturalinputs, etc･, in identifiedareasfor imgation development･

iii)Prepare a semi-detailed soil mapand land capability mapforthe projectarea,

iv) Recommend practicaland suitable cropping pattems,and detemine input level,

1abor requlrementS and crop yields,

v)Assess the adequacy of existing agriculturalsupport services, and recommend

appropnate measures to strengthen such services underthe project,and

vi)
Evaluate farm budgets fortypicalfaJm households under the project･

4) Rural development

i) Examine the adequacy of existingrural infrastructures in the projectarea,
in-

cluding roads, potable water supply systems, electricity supply systems,and

post-harvest facilities,

ii) Make plans ofruralwater supply systems for villages in the projectarea,
ih) Make plans ofruralelectrification in the projectarea,

iv) Make plans of road networks covering the projectarea,

v)
Make plans of post-harvest facilities, includingricemills, warehouses, etc･,and

vi) Prepare feasibility-level designand
layout of the proposedruralinfrastructures･

5) Settlement of ethnicminorities

i) Conduct investigations on the extent offorest destruction in the catchmentarea

ofthe Nan Cheng nverand neighbounng areas,and

ii) Studyandanalyse demographic features, cultivation practices, farm budgets,

customs, etc. of ethnicminorities in the said areas.

6) Topo-suⅣey, geological investigations, etc･

i) Prepare detailed topographic maps at a scale of 1/1,000 for major structure

sites,

並) Carry out geological investigations forthe proposed sites of dam(s)and other

maJ Or Structures,

iii)Carry out detailed hydrQlogicalsurveys, including measurement of river mows,
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4.4 Transfer of Technology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and training Will
be pro-

vided to counterpart experts by foreign experts in the following field;

a)
Field surveyand investigations

for topography, hydrology, imigation,and agri-

culture

b) Planmingand design for imigation, drainage,andruraldevelopment

The above transfer of technology will be camied out in the formof on-the-jobtralnlng

and seminar duringthe course of the Study. Overseas tralnlng Willalso be programmed･

V. SCHEDtJLE OF THE STUDY ANI) REPORTS

The period required forthe Study is estimated at 15 months in total･ A tentative work

schedule is presented in Attacbment･

Thefo1lowlng reports Will be prepared in the course of the Study･

a)
Inception Report

b) hterim Report

c) DraftFeasibility Report

d) FinalFeasibility Report

: Within one (1)months from the commencement of

the Study

:.Within eight (8)monthsfromthe commencement of

the Study

: Within thirteen (13) monthsfromthe commence-

ment of the Study

: Within fわurteen (15) months from the commence-

ment of the S山dy

ⅤⅠ. EXPERTS INPUTS

For executing the Study, thefo1lowlng foreign experts will be required;

TeamLeader

lrrigation/Drainage Engineer

Dam Engineer

Ⅲydrologist

Geologi stmydro-geologl St

Soil MechanicalEngineer

RtnalDevelopment Expert

S∝iologlSt

PedologlSt

Agronomist

Agro-economistnnstitutionalExpert

Environmentalist
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analysis of hydrologicalcharacteristics of rivers, water sampling for sedimenta-

tionand water qualityanalysis, etc.,

iv) Studyandanalyse meteorologicaldata for the projectarea,and

v) Conduct construction materials survey, including physicaltests andanalyses.

7) Environmentalaspects

i) Assess impact of the projecton socialand naturalenvironment, including reset-

tlement problems of inhabitants, losses of socialand culturalproperties, effects

on wild lifTe,etc., and

並)Assess measures fTorcontrolling tropicaldiseases especially Malaria.

8)WID

i) Conduct investigations on the role of women for daily life in the areaand assess

thier problems,and

並) Make plans of women's activities and roles inthe proposed development.

9) Prepareaninterim report, containing results of field surveysand investigations,and

formulation of development concept.

4.3 Work･III: Analyses and Formulation of Plans

l)Analyseand studythe results of the field surveyand investigations,and fわrmulate

detai1ed plans fわrirrigationand drainage development, agnculturaldevelopment,ru-

raldevelopment,and settlement of ethnicminorities.

2) Prepare a detailed implementation schedule for the project,and recommend con-

struction methods suitablefor localconditions.

3) 0perationand management

i) Recommend organization and procedures best suited for effective operationand

management of the project,and

並) Estimateannualcosts of the projectoperationand maintenance.

4) Cost estimateand projectevaluation

i) Estimate investment costs of也e prqj∝t,
ii) Estimate economic costsand benefits of the project,
iii)Evaluate economicand financialfeasibility of the projectandcarry out itssensi-
tivityanalysis,and

iv) Estimateand describe indirect benefits of the project.

5) Prepare a comprehensive feasibility study reportforthe project
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ne required manpower Input Will be about 65 man-months in total.

VII. UNDERTAKINGS OF TIIE GOVERNMENT OF LAO PDR

In order to facilitate the smooth and effective implementation of the Study, the

Govemment of Lao PDR will undertake thefo1lowlng measures;

1) To provide available infTormation necessary to carry outthe Study, including maps,

statistics, meteo-hydrologicaland geologicaldata, socio-economyand previous

study reports relevant to the project.

2) To nominate a counte=part group, including a projectcoordinator responsible
for the

Studyand resolvingany troubleanslng throughout the Studyperiod.

3) To provide logistic support including office space withappurtenant fumituresand

facilities, cleamngand guard services.

4) To provide the foreign experts withany necessary entry and exitvisas, workpemit

and travelpemit, if required, fTorthe Study in Lao PDR.

5) To exempt the foreign experts from tax and charges of any kind imposed on or in

connection with the livingallowance remitted from abroad and from importand ex-

port duties imposed on their personaleffects, and instruments, equlPmentand ma-

terials necessary for the execution of the Study.

6) To secure permission for entry intoal1 areas as required for the proper conduct of
theStudy.
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WORK SCHEDtJLE FOR FEASIBILITY STtJDY

ON AGRICULTtJRAL AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT IN TEE PHON HONG PLAIN, LAO PDR

A
4
-
1
0

ITEMS MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EE 12 13 14 15

Work-Ⅰ:PreparationofTopograpbicMap

Work-ⅠⅠ:DataCollectionandReView

Additiona1ⅠnVestigation

FormulationofBasicDeVelopmentPlan

Work-ⅠⅠⅠ:AnalysisandStudy

FormulationofDeVelopmentPlan

Report ⅠCR ⅠR DFR FR

Note : ICR = Inception Report, lR = Interim Report, DFR = Draft FinalReport･ FR = FinalReport

■ ● J 句

Field Work Home Work

■ ■
■



TERMS OF REFERENCE (DRAFT)
FOR

FEASIBILITY STUDY ON LAKSAO AREA

INTEGRATED AGRICULTURE AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT

IN BOLIKHAMSAY PROVINCE

Ⅰ. INTRODUCTION

Although the Government of Lao PDRannouncedtheir achievement for the self-suffi-

ciency of rice productionin1984,there has been stillimbalance between demand and supply of

rice at reglOnal level. Under these circumstances, the Government launched the Third Five

Year Plan( 199 1- 1995), emphasizing inthe agriculture sectorthe following:

1) To ensure food self-sufficiencyand food security through expansion of irrigation

areaand improvement of yield with research, extension services and use of modern

1nputS,

2) To promote diversifying production through establishment of land use regulation,

encouraglng COmPetition in the provision of agriculturalinputs,and developing

suitable agriculturaltaxation, etc. ,

3) To increase irrigation efficiency fわrbetter productivity through rehabilitation of ex-

istlng lmgation facilities, improvement of water management, and enforcement of

farmerrs group,

4) To encourage livestock export by abolishing of export taxes on livestock trade,and

5) To maximize the long-term economic rents in forestry through a balanced approach
between economic exploitation through commercial fわrestry activities and natural

forest conservation objectivesthrough a sustained management systemand control

and reduction of slash and bum cultivation.

II. PROJECT BACKGROUND

(1) Present Condition of Kbamkeut District

Bolikhamsay province borders on Vientiane Municipality on the west and on Vietnam

on the east･ It consists of six (6) districts and administratively, namely Pakxan, Thaphabat,

Pakkading, Viangthong, Bolikhanand Khanikeut･ Laksao town, the capitalof mamkeut dis-

trict is located at 18o 10- of north latitudeand lO5o of east longitude witha 530 m ofelevation

above sea level.

Khalnkeut district has a population of 41,058, with 7,627 fami1iesand 230 villages as

in March 1993･ The distribution of races are roughly 10 % ofLao Sung (Highland Lao), 10 %
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III. OBJECTIVE OF THE STUDY

Tbe
objectiveof the study

is toformulae an optlmum plan for agncultureandruralde-

velopment in the basins of three (3) rivers; Nan Kata, Nan Thi and Nan Phao, placing em-

phasis on water resources development fわrirrigationand settlement of the mountainouspeople･

The following effects will be expectedthorough the project:

a)
Reduction of slash and bu皿Cultivation

b) Increase offood self-sufficiency rateand stable food production

c) Improvement of hving conditionand resettlement of highlandpeople

d) Crop diversification throughdry season cultivation

e)lmpact as model ofruralintegrated development in hillyand mountainous areas

IV. SCOPE OF THE STUDY

Tbe scope of the proposed feasibility study (hereinafterrefTerred to as ●'theStudy■')will
be as follows:

The Study will cover:

a) Water resources development, including the provision of several small reser-

voirs on the NamKata, NamT山and Nan Phaoriversand their tributaries,

b) Imigation development coveringanapproximate area of 4,000 to 5,∝沿ha (net)
in the basins of the above three (3) dyers,

c) Rural development, including provision ofruralwater supply, micro-hydro

power, improvements of village-link roads, construction of post-harvest facili-

tleS,etC.

Tbe Study will be broadly divided into the fわllowing three (3) stages:

a) Work-Ⅰ : Preparation of topographic maps at a scale of 1/5,000, covering

wholethe potentialirrigation area.

b) Work-II : Data collection, execution of field surveys and investigations,and

formulation of basic development plans･

c) Work-III : Analysis of the results of field surveys and investigations, further

study of development plansand preparation of fbasibility study re-

pOrt･

4･1 Work･I : Preparation of Topographic Maps

Produce topographic maps at a scale of 1/5,000with a contour intervalof 1 m, cover-

1ng Whole potentialimgation are including sufficient marglnal areas by means of ground con-

troland photogrammetry.
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ofLao Theun(Middleland Lao)and remaining 80 % ofLao Lum (Lowland Lao)･ Theannual

increase rate of population is estimated at
2･7 %･

A meteorologicalstation exists in Laksao town, which belongs to the
department of

meteorology,the Ministry of Agriculture and Forestry however, no reliable climate data for

Laksao area is available at present withonlyanannualrainfal1 information of l,500 mm inthe

last year (1992). On the other hand, the data in Pakxan, located along the Mekong river with

an EL 150 m, showing 2,700 mm of annual rainfall and monthly mean temperature wi(h a

minimum of9.7
oC and a皿aXimum of39.9 oC.

Main crops in Khamkeut district is rice,and most of the cultivated land is occupied
by

wetland paddy field and/or upland paddy field by slashand
burncultivation･ The cultivated

lands of the district in 1992 are 2,713 ha of wetland paddy
fields, 3,319 ha of upland paddy

fields and 287 ha of newly opened paddy fields･ Major crops grown in the district other than

rice are maize, coffee, cassava, sweet potato, legumes,pepper and some kind of
fruit trees･

Maize isanimportant crop as a substitute foodforrice during an off-crop season･ Rice pro-

duction inthe district is not sufficient to meetthe demand.

(2) Outlineofthen.oject

The study area coversthe
basin of three (3)rivers,namely the NamKata, NamT山and

Nan Phaorivers, extended about 5 to 15 km eastand south-east from Laksao town･
It has an

area of 20,()α) ha, includingthe Thongsenethamat pro)ectarea･

The water sources for the proposed project are the
Nan Kata･ Nan Thiand NamPhao

rivers, with catchment areas of 300 km2, 4 km2and 260 km2, respectively･ There isanexist-

1ng Small reservoir upstream of NamT山though,
irrigation area is quite limited due to shortage

of water. In order to utilize water of the Nan Kataand
NamPhao efficientlyandthereby

in-

crease iⅢ･1gation areas, provision of a series of small reseⅣoirs will be proposed, and a study

will be made if these reservoirs are systematically connected with
intake weirsand canals for

effective water use.

A power plant is under cons加ction on the Nan Pbao river at a site about 4 km down-

stream from vietnam boundary, with a generation capaclty Of 1600 kW, which will not
be

enough to fillthe demand of Laksao town
in thefuture･ Under the proposed plan･ provision of

mlnl power Plant will be considered not only to supplement
deficit in Laksao but to promote

village electrificationinthe proJeCtarea aS Well･

Irrigable areas are estimated at 4,㈱ to 5,000 ha for supplementalirrigation inthe rainy

seasonand 1,〔氾Oto 1,500ha inthe dry season･ The famland preparation will be mainly for

paddy fieldsand partly
for upland･ Componentsforruralinfrastructure development will in-

clude fan roads, water supply systems, village electrification, agriculturalproduct marketing

facilities, storage facilities, schools and community
facilities･ Inthe plan･ the necessity and

proper sizes of these facilities will be carefully examined･
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4.2 Work-II : Data Collection, Review and Additional Investigation

4.2.1 Data Collection and Reyiew

Reviewandanalyze all the existlng dataand
information, particularly those to human,

land and water resources avai1abilityand use, including socio-economies, agriculture･and in一

丘astructures of the Laksao Area.

4.2.2 AdditionalInvestigations and Basic Studies

l) Small Reservoirsand Weirs

a) Identifypotentialsitesof reservoirand weir on the Nan Kata, Nam Thi and

Nam Phao riversand their tributaries,and study the systematical use of the

stored water in a series of reservoirs for imgation,
fTood controlandruralwater

supply, etc･

b) Study and determine optimum scale of reservoir(s) and weir(s) to
be con-

stmcted under the prqect･

c) prepare
feasibility-level designand layout of the reservoir(s),weir(s)and their

related fac止ities.

2) Imigationand Drainage

a) Idemifyirrigationdevelopmentareas based on soils, land capability, topogra-

phy, water availability, etc･

b) Estimate imigation requirements based on cropping patterns to be applied to the

PrOJeCt･

c) Estimate
flooding conditions of the Nan Kata and Nan Phao rivers such as

flood stages,flooding areas, duration, etc･, and study flood prevention plans if

neCeSSary･

d) Estimate drainage requirement for the projectarea･

e) prepare
feasibility-level designand layout of proposed irrigationand drainage

system･

3) Agdcul山re and Agro-economy

a) Evaluateal1 available
data related to present land use, soil classification, crop-

plng PattemS, Crop yields, input levelsand culturalpractices･

b) Carry out surveysand studies on soils, cropping patterns, anticipated crop pro-

duction, agriculturalinputs, etc･, in identifiedareas for imgation development･

c)
prepare a semi-detailed soil map-and capability mapforthe project

area･

d) Recommend practicaland suitable cropping pattems,and
determine input level,

1abor requlrementand crop yields･

e)Assess the adequacy of existing agriculturalsupport services,and recommend

appropnate measure to strengthen such services underthe proJeCt･

f) Evaluate farm budgets for typicalfarmhouseholds underthe project･

A5-4



4) Rural Development

a) Examine the adequacy of existingruralinfrastructures in the projectarea,
in-

cluding roads, potable water supply systems, electrlClty Supply systems, and

post-harvest facilities.

b) Make plans ofruralwater supply systems forvillages in the projectarea.

c) Make plans ofruralelectrification in the projectarea.

d) Make plans of road networks coveringthe projectarea.

e)
Make plans of post-harvest facilities, includingricemills, warehouses, etc.

f) Prepare feasibility-leveldesignand layout of the proposedruralinfrastructures.

5) Settlement of Ethnic Minorides

a)
Conduct investigations on也e extent of fわrest destnlCtion in the catchment area

of the NamKata, Nan Thiand Nan Phaoriversand neighboring areas･

b) Study andanalyze demographic fTeatures, cultivation practices, fan budgets,

customs, etc. of etlmicminorities in the said areas.

6) Topo-suⅣey, Geological bvestigations, etc.

a) Prepare detailed topographic maps at a scale of 1/1,000 for major structure

slteS.

b) Carry out geologicalinvestigations for the proposed sites of reservoir(s)and

other major Structures.

c) Carry out detailed hydrologicalsurveys, including measurement ofriverflows,

analysis, etc.

d) Studyandanalyze meteorologicaldata fTorthe projectarea.

e)
Conduct construction materials survey, including physicaltestsandanalyses.

7) EnvironmentalAspects

a)Assess
impact of the projecton socialand naturalenvironment,. including re-

settlement problems of inhabitants, losses of socialand culturalproperties, ef-

fTectsonwi1d life, etc.

b)Assess measures for controlling tropicaldiseases especially Malaria.

8) Prepareaninterim report, containing results of field surveysand investigations,and

formulation of development concept･

4･3 Work･III : Analyses and Formulation of Plans

l) Analyzeand study the results of the field survey and investigations and formulate

detai1ed plansfor irrigationand drainage development, agnculturaldevelopment,ru-

raldevelopment,and settlement of ethmicminorities.
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2) Prepare a detailed implementation schedule for the project,and recommend con-

struction methods suitable for localconditions.

3) Operation and Management

a)
Recommend organizationand procedures best suited for effective operationand

management of the project,and

b) Estimateannualcosts of the projectoperationand maintenance･

4) Cost Estimateand ProjectEvaluation

a) Estimate
investment costs of也e prqject,

b) Estimate economic costsand benefits of the project,

c) Evaluate economicand financialfeasibility of the projectandcarry out
its sensi-

tivityanalysis,and

d) Estimateand describe indirect benefits of the project･

5) Prepare a comprehensive feasibility study reportforthe project

4.4 Transfer of Technology

mroughout the course of the Study, transfer of technology and trainlng Will be pro-

vided to counterpart experts by foreign experts in thefo1lowing
field;

a) Field surveyand investigations
for topography, hydrology, irrigation,and agri-

cul血汀e

b) Planmingand design for imigation, drainage,andruraldevelopment

c) The above transfer of technology will
be camied out in the formof on-the-job

tralnlngand seminar duringthe course of the Study･ Overseas tralnlng Willalso

be programmed･

V. SCHEDULE OF THE STUDY AND REPORTS

The period required for the Study is estimated at 14 months
in total･ A tentative work

schedule is presented inthe attached paper･

Tbe following reports will be prepared in the course of the Study:

a)
hception Report : Within two (2)monthsfromthe commencement of

the Study.

b) Interim Report : Within seven (7) months from the commencement

of也e Study.

c) DraftFeasibilityReport : Within twelve (12) months from the commence-

ment of the Study.
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d) FinalFeasibility Report: Within fourteen (14) months fromthe commencement

of the Study.

VI. EXPERTS INPtJTS

For executlng the Study, the fわllowing foreign experts will be required:

- Team leader

- IrrigadonDrainage Engineer

- HydrologlSt

- Geologis〟Hy血o-geologlSt

- Soil MechanicalEngineer

- RuralDevelopment Expert

- S∝iologlSt

- Design Engineer

- PedologlSt

- Agronomist

- Agro-economistnnstitutionalExpert

- Environmentalist

The required manpower lnPut Will be about 60 man-monthsintotal.

VII. UNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF LAO PDR

In order to facilitate the smooth and effective implementation of the Study, the

Government of Lao PDR will undertake the fbllowlng measures:

l) To provide available information necessary to carry outthe Study, including maps,

statistics, meteo-hydrological and geologicaldata, socio-economy and previous

study reports relevant to the project.

2) To nominate a counterpart group, including a projectcoordinator responsiblefor the
Studyand resolvingany troubleanslng throughoutthe Studyperiod.

3) To provide logisticsupport including office space with appurtenant furnitureand

facilities,
cleamngand guaJd services.

4) To provide the foreign experts with any necessary entryvisa, work permit and

travelpemit, if required, forthe Study in Lao PDR.

5) To exempt the foreign experts from tax and charges of any kind imposed on or in

connection withthe livingallowance remitted form abroadandfrom importand exI

port'duties imposed on their personaleffects, and instruments, equlPmentand ma-

terials necessary forthe execution of the Study.
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WORK SCHEDULE FOR FEASIBILITY STUDY

ON LAKSAO AREA INTEGRATED AGRICULTURE AND RtJRAL DEVELOPMENT PROJECT

IN BOLIKHAMSAY PROVINCE

ⅠTEMS MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EEI 12 13 14

Work-I:PreparationofTopograpbicMap

Work-ⅠⅠ:DataCollectionandReView

Additiona1ⅠnVestigation

FormulationofBasicDevelopmentPlan

Work-ⅠⅠⅠ:AnalysisandStudy

FormulationofDeVelopmentPlan

Report ⅠCR ⅠR DFR FR

Note : ICR : Inception Report, IR : Interim Report, DFR : Draft Final Report･ FR : Final Report

: FieldWork Home Work
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d)Assessthe adequacy of existing agriculturalsupport services,and recommend

appropnate measures to strengthen such seⅣices under the prqectt

e)
Evaluate fan budgets for typicalbudgets fortypicalfa- households underthe

project.

5) EnvironmentalAspects

a)
Conduct investigations on the extent offorest destruction in the catchmentarea

of the proposed water resources and neigbbodng areas･

b)Assess impact of the projecton socialand naturalenvironment,
including reset-

tlement problems of inhabitants,
losses of socialand culturalproperties effects

in wild life, etc.

4.2.2 Home Work-II

Analyses, studiesand preparation of a pre-feasibilityreport, including;

1)Analyzeand study the results of the field surveyand investigations, and formulate

detai1ed plans for irrigationand drainage development･

2) Prepare a detailed implementation schedule forthe project,andrecommend
con-

struction methods suitable
for localconditions.

3) 0perationand Management

a)
Recommend organizationand procedures best suited for effective operationand

management of the proJeCt･

b) Estimateannualcosts of the projectoperationand maintenance･

4) Cost Estimateand ProjectEvaluation

a)
Estimate investment costs of the project.
b)畠stimate economic costsand benefits of the project.

c)
Evaluate economicand financialfeasibility of the projectand carry out

its sensi-

tivity analysis･

d) Estimateand describe indirect benefits of the project･

5) Prepare a comprehensive pre-feasibility study report for the project･

4.3 Transfer of Technology

Throughout the course of the Study, transfer of technologyand tralnlng Will be pro-

vided to counterpart experts by foreign experts
in the following field･
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)

FOR

MASTER PLANrFIRE･FEASIBILITY STUI)Y ON

SMALL SCALE IRRIGATION DEVELOPMENT PROJECT

TO REDtJCE SLASH AND BtJRN CULTIVATION IN HILLY AND MOtJN･

TAINOUS AREAS OF CENTRAL AND NORTHERN PROVINCES

IN LAO PDR

I. INTRODtJCTION

Although the Government of Lao PDRannounced their achievementforthe self-suffi-

ciency of rice production in 1984,there has been imbalance between demandand supply of rice

at regional level.

Under these circumstances, the Govemment launched the Third Five Year Plan

(199 1 - 1995), emphasizing inthe agriculture sector the fわllowing:

l) To ensure food self-sufficiencyand food security through expansion of irrigation

areaand improvement of yields with research, extension servicesand use of mod-

ern lnputS･

2) To promote diversifying production through establishment of land use regulation,

encouraglng COmPetition inthe provision of agriculturalinputsand developlng Suit-

able agriculturaltaxation, etc.

3) To increase irrigation efficiency for better productivitythroughrehabilitationof ex-

istlng lmgation facilities, improvement of water management, and enforcement of

farmer.s group･

4) To encourage livestock export by abolishing of export taxes on livest∝k trade.

5) To IPaXimize the
long-termeconomic rents in fわrestry througha balanced approach

between economic exploitation through commercial forestry activitiesand natural

forest conservation objectivesobtained through a sustained management systemand

control and reduction of slashand bum cultivation

Slashand burn cultivation is a farming System Practices mainly byminorlty People in

hillyand mountainousareas, causing the reduction of forest resources･ The Government is en-

couraging the mountainous people to resettle in lowland areas in order to conserve forest re-

sourcesand naturalenvironmentand to improvethe living standard of thepeople･

In line with the above policy, the Government has given a high prionty onruralinte-

grated development in billy and mountainous areas and is executlng SOme prq】eCtS mainly in

no血em provinces with fわreign assistance･ These prqjectsare divided into three (3) types as

follows:
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- Drug control pro)ects by United States of America

- Ruralmicro projects by EC

- Small scaleruraldevelopment projects by NCO

The backgrounds of respective types of the pro)ects are different though, the main ob-

jectives are common, namely.'reduction of slashand burncultivation''and.1improvement of

living condition of the mountainous people-I ･ Furtbe-ore, approaches to也e achievement of

targets. in other words "components of the projectf.arealsothe
same, being provision of irri-

gation facilities, village roads, water supply systems, schools clinics and educa-

tion/enlightenment to the tamers, etc I

ⅠⅠ. PROJECT BACKGROUND

About 70 % of the country of Lao PDR
is occupied by mountainous areas withanav-

erage altitude of EL 1,200 m and the remalnlng
30 % of the land is a flat area along the

Mekong nver･ me land use ratio is very low,
being only 4 % of the whole land･

The cultivation area of rice in Lao
PDR is estimated at about 600,000 ha

in total, of

which 400,000 haare wetlandrice fieldsand the remalnlng
200,CKX) ha are uplandrice fields

by slashand bum cultivation･ Particularly
in the northem provinces･ more than70

% of rice

fields are created through slashand burncultivation･

The increase of population in the mountainousareas in recent years causes a serious

problem of the
destruction of forestareas･ In addition, unsteady uplandrice production

due

mainly to irregular rainfalls constitutes one of main reasons
for unbalance of rice supplyand

demand not only in the region but in the whole country as well･
In the conditions above, the

Government is encouraging reSettlement of mountainouspeople throughruralintegrated devel-

opment of lowland equlPPed with irrigationand other
facilities, therebyaimlng tO reduce slash

and burncultivationand to stabilizerice production･

The Department of Irrigation, MOAF prepared a listof existing lmgation schemes and

the future development plans in 1990, showing that for the 400,000 ha of total rice
fields the

imgation rate is only 10 % in the ralny Season and 4 % in the dry season･ An additionallist

of the existingand planned
irrigation schemes by province reveals that gravityschemes with

small weir facilities area mainly concentrated
in mountainous provinces, suggestlng thatthese

kinds of facilities are suitablefor the irrigation of the valley
bottom fields･

The problems of existing irrigation facilitiesare summarized
in the following three (3)

items:

a) Insufficient maintenance.

b) hsufficient technologyand organization of water management･

c)
Insufficient technical1evel of designand construction for the facilities

Dependence on the imgation facilities of farmers is very high･and the Govemment is
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I

making efforts to expand irrigation areas step by step, 1n spite Of budget limitationand shortage

of talented people. The objectivesof
development of irrigation sub-sector under the Five Year

Planare summarized below:

a) Expansion of irrigationarea for stablerice production.

b) Increase of productivityby increase of irrigation efficiency through improve-

ment of existing facilities and water managementand strengthening of famers'

water-use organization

ⅠⅠⅠ. OBJECTIVE OF THE STUDY

ne
objectivesof

the studyare toformulate a strateglCand comprehensive development

master planon small imigation projects in the mountainousareasand to carry out a pre-feasibil-

ity study on selectedtypicaland priority projects
for balancedand systematicaldevelopment.

The objectiveareas are;

1) Pbongsali

4) OudoⅡⅨai

7) Xiangkhoan.g

10) BolikhaJnXal

2)Leuangnamtha
5) Louangphabang

8) Xaiyabouli
I 1) Xianghon-Hongsa

3) Bokeo

6) Houaphan

9) Vientiane

12) Xaisombour

IV. SCOPE OF STUDY

The scope of the proposed master planand pre-feasibilitystudy (hereinafterreferred to

as "the Study") will be asfo1lows:

The Study will cover:

a)
Master Plan Study for whole the ten(10) provincesand two(2) special regions
in centraland northernzones

b) Pre-fTeasibilityStudyfor priority project(s)

The study will be carried out in the following two (2) stages and each stage will be

further divided into two (2) works respectively:

1) Stage I: Master Plan S山dy

a) Field Work-I ; Data collection, field surveyand investlgationsand formula-

tion of basic development plan.

b) Home Work-I :Analyses, studies and preparation of a master planreport.

2) Stage II: Pre-feasibilityStudy

a)
Field Work-II : Topo-survey, supplementary data collection, field surveyand
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investigations mainly for selectedand priority project(s)and
formulation of development concept･

b) Home Work-II :Analyses, studiesand preparation of a pre-feasibility report･

4.1 Stage I: Master Plan Study

4.I.1 Field Work-I

Data collection, field survey and investlgationsand
formulation of basic development

plan, including:

1) Data Collectionand Review

Reviewand analyzeal1 the existing
dataand information･ particularlythose to irri-

gation, land and water resources availabilityand use･ including socio-economy and

agriculture･

2) Fields hvestigations皿d Basic Studies

a)
Inventory study of existing small scale

irrigation facilities in the whole study

area including classification by type, present condition, necessityof rehabilita-

tion, constraints, etc. In addition, the conditions of
access roads tothe facilities

will be studied.

b) Potentiality study for new irrigation development including classification by

type, priority, etc･

c) Basic concept and
development strategy fわrsmall scale i血gation in the moun-

tainous areas

d) Selection of the priorityproject(s)･

e) Investigation of agriculture and agro-economy situation･

f) hvestigation of s∝io-economy situation･

g) Investigation of environmentalaspects･

4.1.2 Home Work･Ⅰ

Analyses, studiesand preparation of a master planreport･
including;

- Standard design bytype
- Rough estimation of the cost

- Proposed implementation method
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4.2 Stage II: Pre-feasit)ility Study

4.2.1 Fie]d Work II

Topo-survey, supplementary data collection, field surveyand investigations mainly for

selectedand prior project(s)and
formulation of development concept, including;

1) Topo-suⅣey, Geological bvestigation, etc.

a) Prepare topographic maps at a scale of 1/5,(X氾, covering whole the potemialir-

ngation area.

b) Prepare topographic maps at a scale of 1/1,000for major structure sites.

c) Carry out geologicalinvestigationsforthe proposed sites of major structures.

d) Carry out detailed hydrologicalsurveys, including measurement ofriverflows,

analysis of hydrologicalcharacteristicsof rivers, water samplingfor sedimenta-
tionand water qualityanalysis, etc.

e) Studyandanalyze meteorologicaldataforthe projectarea.

り Conduct construction materials survey, including physicaltestsand analyses.

2) Irrigationand Drainage

a) Identifypotentialintakesite(s)fTorimigation.

b) Studyand detemine optimum scale of irrigation facilities to be constructed un-

der the prqect.

c) Identifyirrigationdevelopment areas based on soils, land capability, topogra-

phy, water availability,etc.

d) Estimate irrigation requirements based on cropping pattems to be applied to the

prqect･

e) Prepare pre-fTeasibility-leveldesignand layout of the proposed facilitiesand irri-

gation systems.

3) Access Road

a)岳tudy and determine optimum length of access road(s) to be constructed/

rehabilitated underthe project.
b) Prepare pre-feasibility-level design and alignment of the proposed access

road(s).

4) Agricultureand Agro-∝onomy (very rough survey)

a)
Evaluateal1 available data related to present land use, soil classification, crop-

plng PattemS, Crop yields, input levelsand culturalpractices･

b) Carry out surveys and studies on soils, cropping patterns, anticipated crop pro-
duction, agriculturalinput, etc･, in identifiedareas of irrigation development･

c) Recommended practical and suitable cropping pattems, and deter血ne input

level, labor requlrementSand crop yields.
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a) Field suⅣey and
investigations fわrtopography, hy血ology, i血gation and agri-

culture.

b) Plan山ng and design fわri血gation, d血nage･

The above transfer of teclmology will be camied out in the fTorm of on-the-jobtrainlng

and seminar during the course of the Study･ Overseas training Willalso
be programmed･

V. SCHEDULE OF THE STUDY AND REPORTS

The period required for the Study is estimated at 20 months in total･ A tentative work

schedule is presented in the attached paper･

Thefo1lowlng reports Will be prepared inthe course of the Study･

a) hception Report : Within one (1)monthsthe commencement of the Study･

b) hterim Report : Within eight (8) months from the commencement of the

Study.

c)
Dra氏Master Planne-fTeasibility Report

: Within eighteen (18) monthsfromthe commencement of

tbe Study.

d) FinalMaster Plannre-feasibility Report

: Within twenty (20) monthsfromthe commencement of

tbe Study.

ⅤⅠ. EXPERT INPUTS

Thefo1lowlng expatriate expertSand englneerS Will be required for executingthe Study･

- TeamLeader

- Ⅰ血gation/Dr血age Engineer (1)
- Imigationのrainage Engineer (2)
- HydrologlSt

- Geologist/Hy血o-geologlSt

- Design Engineer

- Road Engineer

- S∝iologlSt

- Agronomis〟PedologlSt

- Agro-economistnnstitutionalExpert

- Environmentalist

The required manpower Input Will be about 1(拍man-monthin total･
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VII. tJNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF LAO PDR

In order to facilitate the smoothand effective implementation of the Study, the devel-

opment of Lao PDR will undertake the fbllowlng measures:

1) To provide available infわrmation necessary to carry out the Study, including maps,

statistics, meteo-hydrological and geologlCal data, socio-economy and previous

study reports relevant tothe proJeCt･

2) To nominate a counterpart group, including a projectcoordinator responsible
fTorthe

Studyand resolvingany troubleanslng throughout the Studyperiod.

3) To provide logistic support including office space with appurtenant fumiture and
facilities, cleamngand guard.

4) To provide the foreign experts with any necessary entry visa, work permit and

travelpemit, if required, forthe Study in Lao PDR･

5) To exempt the fToreign experts from taxand charges of any kind imposed on or in

connection withthe livingallowance remitted from abroadandfrom import and ex-

port duties imposed on theirpersonaleffects,and instruments equlPmentand mate-

rials necessary fTorthe execution of the Study.

6) To secure pemission for entry intoal1 areas as required fわrthe proper conduct of

tbe Study.

A6-8



■
●

● ●
t

WORK SCIIEDtJLE FOR MASTER PLAN ANI) PRE-FEASIBILITY STtJDY

ON SMALL SCALE IRRIGATION DEVELOPMENT PROJECT TO REDUCE SLASH AND BURN CtJLTIVATION

IN HILLY AND MOUNTAINOUS AREAS OF CENTRAL AND NORTHERN PROVINCES IN LAO PDR

ⅠTEMS MONTH

1 ◆2 3 4 5 6 7 8 9 10 EZI 12 13 14 15 16 17 18 19 20

(1)StageⅠ:MasterPlanStudy

Fieldwork-Ⅰ

Homework-Ⅰ

(2)StageII:Pre-feasibilityStudy

Fieldwork-ⅠⅠ

*TopoMapplng

*FieldSuⅣey

Homework-ⅠⅠ

Report

4
ⅠCR

l

4
ⅠR

l

4
DFR

l

FRiField Work

Note : ICR : Inception Report･ IR : Interim Report, DFR : Drar( Final Report, FR : FinalReport

: HomeWork



A main river, namely Irrawaddyriver,runs
in the center of the Study area, and about

60 small tributaries flow into it･ Pumplng lmgation isthe sole measures to provide water to the

area from the Irrawaddyriver･ Taking Into account the O&M costs and replacement cost,

pumplng mgationfrom the Irrawaddyriver is not recommendablethough its imitialinvestment

costs is fairly low･ Therefore, the small scale imgation at the smallriversarethe most viable,

considering the facts that the construction is easy withavai1able technology, the environmental

impact is small, the projects are economically feasible andthe project Canbe extended to other

similar area･ In fact, there are many small scale imigation projects scattered throughout the area

for efficiently utilizing nver water as
irrigation waterandalso domestic purpose･

The small scale irrigation pro)ects bring benefits to a greater number of farmers on a

larger scope of land at minimum cost than a glgantic reservoir project that is usually imple-

mented at a great cost on nationalscale･

2. OBJECTIVES OF THE STUDY

ne objectivesof the Study am:

1) Toformulateanoptimum agriculturaldevelopment planof centralzone by consider-

1ng Small scale irrigation system, including a comprehensive survey of the agncul-

ture, socio-economy, infrastmctures, and environmental conditions in the Study

area.

2) To carry out teclmology transfer to the Myanmarcounterpartpersonnel inthe course

of the Study.

3. STUDY AREA

The Master PlanStudy will cover whole area of central zone, about 86,000 km2･
¶le

Study area consists of 56 districts of 3 states with a total population of about 7･4血11ion･

Feasibility Study will be conducted forthe priorityareas/projects
to be selected in the course of

也e Master Plan
_S山dy.

4. SCOPE OF THE STUDY

4.1 Study Schedule

me Study will be camied out for a totalperiod of eighteen (18) months in three phases

as fわllows:

Phase-I : Data collection, review of previous studies, execution of
field surveys and

investlgations, formulation of basic development concept of Master Plan,

and selection of prioritydevelopment sectorsand
areas

Pbase-Ⅱ : Preparation oftopograpbic maps at a scale of 1 / 5,000, covenng ln and

aroundthe priorityarea
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)

FOR

MASTER PLAN / FEASIBILITY STUDY ON SMALL SCALE IRRIGATION

PROJECT

FOR

UPLAND CROPS IN CENTRAL SEMI･ARID ZONE

1. INTRODUCTION

1. 1 Background

Agriculture playsanimportant role inthe nationaleconomy of Myanmar. It contributes

65% of the country's totalproduction value and shares 45% in terms of foreign exchange

earn1ngS･ The country
fs
economic development is largely centered on agncultureand agro-re-

lated industryand will continue to be so in the coming years.Assuch the main objectiveof the

Govemment is increasing the country's agrlCultural outputs through development of new

cropped areas, increase of yield, increase in agnculture mechanization and expansion of irriga-

tion facilities to ensureanadequate amount of water for optlmum Production. Since water re-

sources and arable lands are qulte abundant in Myanmar,血1gation development plays an im-

portant role.

Out of the arable land of some lOmillion hectares, 8.5mi11ion hectares of land is under

crops, of which only about 17 % (1･5million hectares)is benefited with irrigation. The pre-

sent cropplng lntenSlty Of cultivated land is approximately 120%･ The government is exerting

all possible effTorts to increase the area under imgation up to 20% of the cultivated area in the

year 2()00.

1.2 Irrigation in Dry Zone

Tbe centraldry zone of Myanmar isthe agricultural, strategicand culturalimportant area

inthe countryandalso accommodates about one-third of its population･ Nevertheless, the zone

has a low (800mm - 1000mm
perannum) and erratic rainfall and low

fertility soils. With in-

creasing population pressure, slgnS Of environmentaldegradation, such as soil erosionand de-

forestation,are increasing, While the indicatorsthat express the improvement of welfare ofru-

ralpeople are scarce･ ne area has become urgently in need of economicand environmentalre-

habilitation so that the Government has put itin the top prioritylistfor development through ir一

口gation and nユralwater supply.

Centralzone has a lot offlat lands which, when provided with enough water by a num-

ber of small scale imgation systems, can bdng bigb yield of haⅣest of such crops as ground-

nut, sesame and sun凸ower which are used for production of cooking oil,animportant item in

Myanmar's diet･And the area isalso good for such kinds of low water-consumption Crops aS

maize, pulsesand beans which bring about foreign exchange earnings more thanrice on per

ton export basis.
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- Assessment on the adequacy of existlngruralinfrastructures such as roads,

bridges, water supply systems,and electricity supply systems,and

- Prepare designand layout of the proposedruralinfrastructure･

D Educationand public health

-Assessment
on the adequacy of education

facilitiesand programs･

- Study on major
diseasesand its causes,and

-Assessment onthe adequacy of public health facilitiesand equlPment･

g)
Environmentalaspect

- study on the present situation of deforestationand expansion of arid con-

dition as well as soil erosion,

-Assessment onthe environmentalimpacts by implementation of small scale

irrigation project,and

- study and recommendation tominimise adverse environmentalimpacts of

the project

3) Fom山ation of development concept of Master Plan

4) Selection of pdodty development areas and components

4.3 Phase･II: Preparation of Topographic Maps

prepare topographic maps inand around priorityarea by means of photogrammetryand

ground survey･ The scale of the maps is 1/5･000 with a contour
intervalof O･5 m･

4.4 Phase-ⅠⅠⅠ: Feasibility Study and Finalization of Master Plan

l) Preparation of a Master Planfor integratedruraldevelopment of centralzone

2) Feasibility Study for the selected priority projects,which
includes

- More detailed surveyand study fわrevery aspects,
- Preparation of detailed topographic maps fわrmajor

facilities sites,

- Preparation of designand layout of proposed facilities,

- Preparation of operationand management plans,

- Estimation of costsand benefits,

- Evaluation of projects from economic, socialand environmentalpoints of

view, and

- preparation of a detailed implementation scheduleforthe projects･
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5. EXPECTED MAJOR OUTPUTS

The following reports Will be prepared inthe course of the Study.

a)
bception Report : At the commencement Oftbe Phase-I Study

b) hterim Report : At the end of Phase-I Study period (within seven (7)

months fromthe commencement of the Study)

c) DraftFinalReport : At the end of Phase-II Studyperiod (within seventeen

(17) monthsfromthe commencement of the Study

d) FinalReport : Within eighteen (18) monthsfromthe commencement of

也eS山dy

The Govemment of Myanmar intends to promote the implementation of the develop-

ment plans to be glVen in the reports a触r tborougb deliberation of the plan witbin也e

Govemment.

6. EXPERTS

Required foreign experts fbrthd execution of the Studies are assessed as fわllows:

- TeamLeader

- IrrigationDrainage Engineer

- Meteo-hydrologist
- Geologist

- Soil/LandUseExpert

- Agronomist

- Agro-industrial/Marketing Expert

- Agro-∝onomist

- RuralInfrastructure Experts

- Design / Cost Est血ate Engineer

- EnvironmentalExpert

7. UNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF MYANMAR

l) In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study,the Govemment of

Myanmar shall take fbllowlng necessary measures:

a) to securethe safetyofthe Study Team;

b) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sojournin
Myanmar for the duration of their asslgnment therein, and exemptthemfrom

alien reglStration requlrementand consularfTees;
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Phase-ⅡⅠ : Feasibility Study f♭rselected priority prqjectsand continuation or Master

Plan Study

A tentative work schedule is attached to this document.

4･2 Phase･I: Data Collection and Field Survey for Master Plan Study

l) Collectionand analysis of dataand infTormation

2) Field surveyand investigation to grasp present condition and development potential

a) Waterand land resources

- S山dy and analysis on meteorology and bydrology to evaluate potential of

water use, including water quality and sediment load,and

- S山dy on land use, soils and land capability･

b) Irrigationand drainage

- Inventory survey for about 60 smal1rivers (including existing schemes,

etc.),
- Inventory survey for existing lmgation schemes,
- Study on the needs of rehabilitation and improvement of the existlng

schemes,

- S山dy and identi丘cation newly血1gation development areas,

- Construction materialsurvey, including soil mechanicaltestsandanalysis,

and

- Designand layout of proposed imigationand drainage systems･

c) S∝io-economy

- Study on present livingand economic condition ofruralpopulation,

-
- Survey on the intention ofpeople, mainly ethnicminorities, for the devel-

opment, and

- Study on traditionalculture ofethmicminorities.

d) Agriculture, livestockand fishery

- Study on present cropplng Patterns, Crop yieldand farmng practices,

- Study on present post harvestlng Of crops,

- Study on the present marketing system of products

-Assessment
on the adequacy of existing agnCulturalsupport services,and

- Study on the potentialof agro-based industries･

e) Ruralin&astructure
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c)
to exempt the members of the

Study Team from taxes, duties and any other

charges on equipment, maChineryand other materials brought intoand out of

the country forthe conduct of the Study;

d) to exempt the members of the Study Team from income tax and charges of

any kind imposed on or in connection withany emoluments or allowances

paid to the members of the Study Team
for their services in connection with

the implementation of the Study;

e) to provide necessary
facilities tothe Study Team for remittance as well as uti-

1ization of the funds introduced in the country from Japanin connection with

the implementation of the Study;

f) to secure pemission or entry into private properties or restricted areas
for the

conduct of血e Study;

g)
to secure pemissionfor the Study Teamto takeall data, documentsand nec-

essary materials related tothe Study out ofMyanmar to Japan;and

h) to provide medicalservices as needed･ Its expenses will be chargeable to the

member of the Study Team.

2) The Government shall bear claims, ifanyarises, against the members of the
Study

Team resulting from, occumng in the course of or otherwise connected with･the

discbarge of their duties in the implementation of the Study, except when such

claims arise from gross negligence or wilful misconduct on the part of the member

of the Study Team.
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- Study on present erosion potentialand hazard, its causes,and counter mea-

sures,and present forest conditionand its deforestation process,

- Study on presentfloraand fauna of the area,and

- Study on archelogicalaspects, if necessary.

3) Fomulation of development concept of Master Plan

4) Selection of prioritydevelopment areasand components

(3) Phase-II: FeasibilityStudyand Finalization of Master Plan

1) Prepare a Master Planfor integratedruraldevelopment of three facets regions

2) Feasibility Study forthe selected priorityprojects,which includes

I More detailed survey for every aspects,

- Preparation of detailed topographic maps for major
facilities sites,

- Preparation of designand layout of proposed facilities,

- Preparation of operationand management plans,
- Estimation of costsand benefits,

- Evaluation of proJeCtS from economic, SOCialand environmentalpolntS Of

view,and

- Preparation of a detailed implementation schedule forthe proJeCtS･

(4) Expected Major Outputs

The fbllowlng reports Will be prepa陀d inthe course of the Study･

a) Inception Report : At the commencement of the Phase-I Study

b) Interim Report : At the end of Phase-I Study period (within eight(8)

months fTromthe commencement of the Study)

c)
Dra氏FinalReport : At the end of Phase-II Studyperiod (within fifteen (15)

months from the commencement of the Study

d) FinalReport : Within sixteen (16) months from the commencement of

tbe Study

me Govemment of Myanmar strongly intends to promote the implementation of the de-

velopment plans to be given in the reports a鮎r tborougb deliberation of the plan within the

Govemment.
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1.2 National Policy for De▼elopment

MDBANR has drawn a master planfTor the fbllowlng 14 reglOnS inthe year 1993･

Nameofregion Area(km2) Populatioーl(1,000) Nameofregion Area(km2) Popu一ation(1.000ー

lKachinSDeCial ll,810 l30 8MawDhaRegion 2,698 10

RegionNo.l 9Pa-ORegion l2,517 410

2KokangRegion 3,995 260 10PadaungRegion 2,092 50

3WaRegion l2,453 330 llRakhineRegion 3,767 550

4ShanRegion 5,279 130 12KabawVauey 1.926 70

5KachinNorthEast 4,466 350 13NagaRegion 21,573 l40

6PalaungRegion 6.521 180 14ChinRegion 9,530 150

7KyaingTongEast 3l,04l 600

The fTollowlng Objectivesareproposed
inthe master planreport･

i) To develop the economicand s∝ialworks, roadsand communications of the na-

tional races at the border of the Union,

ii) To preserve the culture, literatureand customs of the nationalraces,

ih) To strengthen the amityamongthe nationalraces,

iv) To eradicate totauy the cultivation of poppy plants,

v)
To preserveand maintain the security, prevalence of lawand orderand regional

peaceand tranqunlity of the borderareas･

The Master Planis, however, deficient of an overall development planning, Which
is

supposed to be due to the insufficient investlgation･Asmentioned above,the effects of the de-

velopment measures are restricted and the implementation of the development is also in slow

progress, due to the lack offundsand materials･

1.3 GeneralBachground of Shah State

Shan state is famous for the large production area of poppy･ The Government of

Myanmarhas endeavoured to eradicate poppy planting and instead, to
divert to other cash

crops through improvement of infrastructures for socialreconstruction of the nationalraces･

The platauearea in Shah state has high potential for horticultureand upland cash crops
devel-

opment, because of the climate condition･ Hence,the Government puts high prionty on agn-

culturaldevelopment as well as stabilizing nationalraces in Shanstate･

1.4 Selection of the Project Area

since the Sham state is considerably large, about 188,800 km2 of
land, the studyarea

was selected to three reg10nS in the state, namely Sham, Kokangand Kachin North-eastem re-

gions, from the following ViewpolntS･
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)
FOR

MSTER PLAN / FEASIBILTY STUDY ON INTEGRATED AGRICULTURAL

AND RURAL DEVELOPMENT PROJECT

FOR

NORTH･EASTERN AREA OF SIIAN STATE

1. INTRODUCTION

1.1 Background of Border Areawith National Races

Myanmaris a country inheleited by heterogeneous raves, with Myanmers (Brummars)

accounting for 70% of the entire population･ Apart from Myanmers (Brummars),the principal

racesand their percentages in the entire population (43･13 million) are Shan (10%), Kayim

(3･0%), Rakhine (5.7%), Mon (4.9%), Chin (1%), Kachin (2･5%) and Kayah (0.5%). They

are living in their respective states which is mostly in hillyand mountainous regions Of the bor-

der areas.

Some of these nationalraces have demanded autonomous status to separate from the

Umion,and been in a long conflict withthe Myanmar-majority centralgovemment.Asa result,

they have formed antl-government Organizations which areknown as terrorist insurgent

groups･ Butthe State Lawand Order Restoration Council (SLORC), after the assumption of
State responsibilities, set the three main nationnalcauses, viz. non disintegration of the Union,

non disintegration of nationalsolidarity,perpetuation of the sovereignty of the State,and have

exerted positive efforts for reconciliationandpeace withall nationalraces･ In 1993, the largest

insurgent group of Kachin State (KIO) came to sign peace agreement with the Central

Governmentand most ofal1 nationalraces submit to thepeace proposalofthe govemment.

These border areas lagged behind in development due to the politicalsituationand geo-

graphicalcondition, and the areas lacked the main infrastructures such as transportation, com-

munication facilities, irrlgationand water supply facilities, hence it was difficult to conduct

economic development activities･ Thepeoples living condition isalso bad,and the living stan-

dard of the people is poor. Moreover, thepeople practise the slashand burn cultivation on the

mountainous or billy areas･ Due to the increase of population, the rotation period of the slush

and burnplantation has been shortened,and caused environmentaldeteriorations of defbresta-

tion and soil erosion･ In addition, poppy plantlng lS Very popular in these area as cash crop,

and it is well known that the area, bordering Thailandand Laos, is the one of largest oplum

producing area in the world.

With peace agreement with insurgent groups, the SLORC established the Ministry for

Development of Border Areas and NationalRaces (MDBANR) in 1992.Anobjective of the
MDBANR is the speeding up of the activities氏)r settlementand socialreconstruction of the na-

tionalraces･ MDBANR has been fairly successful in its activities for development, but the

major constraints encountered are the lack offundsand materials required, hencethe progress

for s∝ialreconstruction of theareas in line withthepeace process has been abruptlyfu1filled･
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i) fairly good locatioon as a model scheme for eradicating poppy cultivation,

ii) highexpectation on extension effect for diversifying slashand burncultivation

to settled agriculture forminoritypeople,and

iii)comparatively better accessand good security.

2. OBJECTIVES OF THE STUDY

me
objectivesof the Study are:

a) To formulate an integratedruraldevelopment planof three racers regions, in-

cluding a comprehensive survey of the agriculture, socio-economy, infrastruc-

tures,and environmentalconditions inthe Study area.

b) To eradicate the poppy plantingand conserve the environment of borderareas.

c) To carry out technology transfer to the Mynamar's counterpartpersonnel in

tbe course of the Study.

3. STtJDY AREA

The Master Plan Study will cover wholearea of three race's regions, about 13,507 km2･

A total population of the study area is about 748,000 and population densuty is 55 per-

sons/km2･ All of the population are ethnic minonty people･ Feasibility Study will be con-

ducted for the priorityareas/projectsto be selected in the course of the Master PlanStudy.

4. SCOPE OF THE STUDY

(1) S山dySchedule

The Study will be carried out for a total period of sixteen (17) months in two phases as

follows:

Phase-I : Data collection, review of previousstudies, execution of field surveys

and investlgations, formulation of basic development concept of

Master Plan,and selection of priority development sectorsand areas

Phase-II : Feasibility Study for selected priority Projects and continuation of

Master PlanStudy

A tentative work schedule is attached to this document.

(2) Phase-Ⅰ: Data Collection and Field Sun｢ey fわrMaster Plan Smdy

l) Collectionandanalysis
LOf
data and infわrmation
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2) Field surveyand investigation to grasp present conditionand development potential

a) Water and
land resources

- study and analysis on meteorology and bydrology to evaluate potential of

water use, including water qualityand sediment loads,and

- Study on land use, soils and land capability･

b) Irrigationand drainage

- Inventory survey for existlng lmgation schemes,

- Study on the possibilityof existing scheme expansion,and

- Study on the needs of rehabilitationand drainage improvement of the exist-

1ng SCbemes･

c) Suio-economy / Agro-economy

- study on present agro-economic and socio economic conditions of rural

popul ation ,

- survey on the intention nd requlrement Of people, mainly ethmicminorities･

forthe development,

- Study on agriculturalorganization,and

- Study on traditionalculture of ethmicminorities･

d) Agriculture, 1ivestockand fishery

- Study on present cropplng Patterns, Crop yieldand farming PraCtices･

- Study on the present practices of livestock raisingand fish cultivation･

- Study on present post baⅣesting of crops,

- S山dy on the present ma止eting system of products,

- Assessment on the adequacy of existing agriculturalsupport services,and

- Study onthe potentialof agro-based industries･

e) Ruralinfrastructure

-Assessment
on the adequacy of existlngruralinfrastructures such as roads･

bridges, water supply systems,and electnclty Supply systems･

f) Education and public health

-Assessment
on the adequacy of education facilitiesand programs,

- Study on major
diseasesand causes,and

-Assessment onthe adequacy of public health facilitiesand equlPment･

g)
Environmentalaspect
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5. EXPERTS

Requiredforeign experts for the execution of the Studies are assessed as
follows:

- TeamLeader

- hTigationn)rainage Engineer

- RoadExpert

- HydrologlSt

- Hydro-electricalEngineer

- SoilandLand UseExpert

- Agronomist

- Agro-industrialMarketing Expert

- Agro-economist

- Ruralwater supply Experts

- S∝iologist

- Design / Cost Estimate Expert

- EnvironmentalExpert

6. tJNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF MYANMAR

l) In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study,the
Govemment of

Myanmar shall take fTollowlng necessary measures:

a) to secure the safety of
the Study Team;

b) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sojourn
in

Myanmar forthe duration of their assignment therein･and exemptthem
from

alien registration requlrementand consular fees;

c) to exempt the members of the
Study Team from taxes, duties and any other

charges on equipment, maChineryand other materials brought into and out of

the country for the conduct of the Study;

d) to exempt the members of the Study Team from income tax and charges of

any kind imposed on or in connection withany emoluments or allowances

paid to the members of the Study
Team for their services in connection with

the implementation of the Study;

e) to provide necessary
facilities to the Study Team for remittance as well as uti-

1ization of the funds introduced in the country
from Japanin connection with

也e implementadon of the Study;

f) to secure pemission or entry into private properties?r restricted areasforthe

conduct of the Study;

g) to secure pemissionfor the Study Team to takeal1 data, documents and nee-
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essary materials related tothe Study out of Myanmar to Japan;and

b) to provide medical services as needed･ Its expenses will be chargeable to the

member of the Study Team.

2) The Govemment shall bear claims, ifanyarises, against the members of the Study

Team resulting from, occurring in the course of or otherwise connected with, the

discbarge of their duties in the implementation of the Study, except when such

claims arise from gross negligence or wilfu1misconduct on the part of the member

of the Study Team.
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TERMS OF REFERENCE (DRAFT)

FOR

MASTER PLAN STUDY

ON

AGRICULTtJRAL CENSUS ANI) INFORMATION CENTRE PROJECT

1. INTRODUCTION

I.1 Existing Agricultural Information System

Duringthe period of the Socialist Programme Pamy of Myanmar(Burma), the prices of

agriculturalproduces were fixed at extremely low levelsand the free-trade quota of agncultural

produces in the domestic market was restricted followlng the Government's closed-door fbr-

elgn POlicy. Under such situation, the famers used to sell offtheminimum amount of their

produces to the Government and instead were inclined to sell血eir produces as much as possi-

ble to the so-called black markets･ Therefore, it is said that statistics on the cropped acreage

and crop production at that time are not reliable or trustworthy due to intentionalreporting by

famers as well as officialdata withinvented entries.

In 1988, the State Lawand Order Restoration Council (SLORC), after coming into

power, introduced the free-market economic systemand officially sanctioned agriculturalpro-

duce trading inthe domestic under the sane prlnCiple･Althoughthe practice of this free trading

system is in progress, some restrictions or controls stillremain in terms of socialaffairsand

there is a littilewant of confidence between famersandthe Govemment.

Under such background, the Settlement and Land Records Department (SLRD) of the
Ministry of Agricultureand Forests has been conducting studies on the preparation of an agn-

cultural census and infb皿ation system･ However, the current statistics fumisbed by SLRD on

crop cultivationareaand production, imgationand supportlng meaSureSare entirely compiled

from site information collectedfrom Statesand Divisions. Because of the features of data col_

1ection system, the reliabilityand accuracy of ststistics are stillbelowthe expected level of the

Government･ Therealso exist some additional1and use data interpretated by means of pho-

togrammetry o占development area-wise, but those reliabilityand accuracy have become low

and obsolete with the passage of time.

1･2 Issues of Agricultural Information System

lnformulating the future agnculturaldevelopment plans, itis prerequlSlte tO Cite reliable

and accurate statistics on soil classificationand crop suitability, land use, crop cultivation area

and production, land holding size, imgation area, fan managementand supportlng facilities･

Among others, evaluation of land development potentialis qulte important asthere extend cul-

tivable waste land of around 8 million hectares and fallow land of about 1.5mi11ion hectares

throughout the country.
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The Government thus needs
to establish a new agrlCulturalcensusand information

system for provision of comprehensive information required for formulating
future agricultural

and regionaldevelopment plans･ The accumulation of reliableand accurate agnculturalinfor-

mation will enable nationalor regional
development planners to identifythe prevailing prob-

lems in the agriculturalsector and to assess development potential and priority of land re-

sources coupled with utilisation of water resources plenty enough･ The major information

items to be stored inthe new systemare as follows:

Main Item Sub-items

･ Landuse

･ Soils

● Forest

･ Land tenure

･ Crop cultivadon

･ Farrrung practice

● Wateruse

･ Supporting facilities

Physiographic type, land usetypeand land capabilitytype

wi也acI℃age data

Soil classificationand soil suitabilitywith acreage data

Forest typeandpermanent tree crop typewithacreage
data

Land tenureand reserve types with acreage data

Croppedand haⅣested area,and crop productionand yield

Cultivation method withfTam input quantitydata

Water sourcetype, water use purposesand
intake volume

Facilitytypewithcapacity, locationand coverage a陀a

The Govemment intends to introduce a modem information technology such as satellite

imagery remote sensing technique and geograpbical info-ation system (GIS) so as to estab-

lish the new agriculturalinformation system on the nation-wide basis･
The Govemmenrtls re-

quirement for practlClng Such moderninformation technology lS COmPOSed of design of

agricultural
information system･ construction of agriculturalinformation center, installation of

computerised data base systemand on-the-tralnlng Of staff
for operating the new system･

2. PROJECT BACKGROtJND

2.1 0bjective of the Project

The proposed projectaims to develop an overall national program
to strengthen the

database, processes, institutionsand skills
for land resource evaluationand plannlng･ The ob-

jectivesof the proposed proJeCtare aSfo1lows:

i) To establish a nation-wide agriculturalinformation system for provision of com-

prehensive information as reliable basic plannlng materials of agriculturaldevel-

Opment;

ii) To introduce a modem information teclmology enabling users to get highly accu-

rateand fresh
data on agriculturalperformance;and

iii) To conduct transfer of technology through on-the-jobtraining of technicalstaff

who canmanipulate the new system･
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2.2 0utline of the Project

The finaltargets that the Government considers are to provide thefo1lowlng Items:

i) Buildings for operationaloffices, storage of databasesand laboratories;

h) Aerialphotography, raderand satelite imagery;

ih) Compatible hardwareand software platforms, equipment for imageanalysisand

mappmg as weu as other equlpment;

iv) Training of staffinthe implementation of the projectcomponents;and

v) Localand overseas traiming with respect tothe various technlcalaspects involved.

Prior to the implementation of the project COmPOnentS tO attain these final targets, the

Government intends to carry out specific studies to choose the most suitable information tech-

nologyand to designthe nation-wide agriculturalinfbrmation system in a practicaland accurate

manner･ In due consideration of the project featuresand scale,the Government plans to select

Magwe Division as a pilot area丘om the fbllowlng pOlnt Of views fわr developlng a model of

agricultural infわrmation system:

i) Including physiographical1y differenttypes of landfromflat plainto hilly regions;
ii) Including semi-arid to wet climatic zones;

iii) Observing various kinds of crops according tothe difference of physiographic

and climadc conditions;

iv) Observing different types of famersand faming practices;and

v)
Including cultivable waste land to a large extentand existing high agriculturalre-

source development potentialwitha lot of humanresources.

The salient features of the Magwe Division located inthe centralpart of Myanmarare as

summarised below.

Popul ation
A陀a (I

,000

(k皿2)

are:

Forest Main Crops Area

ers ons ) Area (ha)

Male Female Total (血2) Cereals Oilrseedcro s Maize

44,800 2,037 1,961 3,998 ll,225 213,700 553,700 18,600

The focalpoints of the proposed specific studies in line withthe objectiveof the Project

i) to fわrmulate a development plan of a sophisticated agricultural infわrmation sys-

tem;

ii) to prepare guidelinefor utilisationof the agriculturalinformation system;

iii) to designanagriculturalinformation centre;

iv) to decide techmicalspecifications of equipment;and

v) to prepare training programand to undertake transfer of teclmology in the course

of the speci丘c studies.
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In formulating the model planof agriculturalinformation system, land resources devel-

opment potentialin the pilot area shall be assessed
by applying satellite

imagery remote senslng

technique coupled with surface reconnaissance survey as well asinterpretation of aerialphotog-

raphyand, if necessary'soil laboratory tests･
The outputs shall be compiled in the

form of the

current land use map, soil mapand crop suitability map withthe scale of
one inch to onemile･

All the available information on naturalconditions, crop cultivationand production, agricultural

supporting Service facilities and socio-economic situation in the pilotarea shall be confirmed

through field investigation and stored in a newly established database by adopting the
GIS･ In

the formulation of the agriculturalinfomation system, specialattention isalso paid to introduc-

tion of easy modificationand retrievalsystem
in a user-friendly mannerandfurther to prepara-

tion of guideleine describing how to apply the new system･

In designing the agriculturalinformation centre･ the main functionsthat shall be taken

into considerationare nation-wide information management and staff tralnlng･ The required

office building space shall be detemined according tothe agriculturalinformation system to be

newly developed,也e remote senslng'GIS and other related equlpment tO be selected and the

tralnlng Programme tO be set up under the proposed specific studies･
The preparation of tech-

nical specifications for hardwares and softwares to
be chosen through the proposed study

in-

vites careful consideration as to upgrade of system matching with performance of
the training

programmesandannualoperation budget to beallocated tothe agriculturalinformation centre･

3. STUDY AREA

The studyarea will be the whole Magwe Division selected as a pilot areaand
located in

the centralpart of Myanmar covenng about 44,800km2･ A totalpopulation of the study area is

about 3,998,000 withpopulation
densuty of 89 persons瓜m2･

4. SCOPE OF THE STUDY

(1) Study Schedule

The Study will be camied out for a totalperiod offifteen (15) months
in two phases as

fわllows:

i) Pbase-I Study : Development oftbe model plan ofagdcultural infわrmation sys-

tem based on remote senslng teClmique such as processlng Of satellite
imagery･

field reconnaissance survey, computoranalysis of processed imagery･ thematic

mapplng and transfer of technology;and by means of GIS including collection

and review of data on naturalconditions, crop cultivationand production･ agricul-

turalsupportlng Service facilities and socio-economic situation in the pilot area･

confirmation of collected
data through field investigations, processlngand key-

mg-in of con丘med data and establishment of
database and mapplng･

並) Phase-Ⅱ Study : Design of agriculturalinformation centre, preparation of teclmi-

cal specifications for hardwares and softwares･
formulation of operation and
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management programmes,and preparation of stafftminig programmes.

A tentative work schedule is attached tothis document.

(2) Pbase-I Study

i) Selection of satellite imagery remote sensing technique to meet the projectre-

qulrementS;

ii) Collection and processing of satellite imagery,and preparation of tentative land

use image with the scale of 1: 100,000;

iii) Undertaking of field reconnaissance survey to confirminfbrmation on the current

land use condition inthe both dry and wet seasons,and incorporation of con一

丘med data血to revision of tentative land image;

iv)Analysis of current and potential1and use conditions,and preparation ofthematic

mapS;

v)
Collectionand review of available statisticsand information on naturalconditions

including meteorology and bydrology as well as soils, agncultural conditions in-

cluding crop cultivation area･ yieldand production, fa-ng practices, farm Inputs

and imigation water use, agriculturalsupportlng Service facilities, livestock, fish-

eryand forestry･ and socio-economic conditions including demography, basic

buman Ⅲ∝ds and household economy;

vi)
Reconfirmation of reliability and accuracy of these statistics and information

through field investlgationandinterview;

vii)
Selection of GIS suitable for the projectpurposesand keying-in of confTlrmed data

into database;

viii) Estabhshment of databaseand operationrule for the new agriculturalinformation

SyStem;

vHi)Assessment of land resource development potentialby referring to pr∝essed data

to be stored in the new agriculturalinformation system, mapplngand prepararion

of teclmicalguideline on how to utilise the new system;and

ix) Transfer of technology in terms of processing of satellite imagery, mapping and
assessment of land resource development potemial

(3) Phase-IIStudy

i) Formulation of design concept of agriculturalinformation centreand selection of

constmction site;

ii) Design of agriculturalinfTormation centre;

iH) Selection of suitable hardwaresand softwares,and preparation of teclmicalspeci-

fications fTorthese hardwaresand softwares;

iv) Formulation of operationand management programmes;and

v) Preparation of stafftrainig prograⅡ1meS.
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(4) Expected Major Outputs

Thefo1lowlng reports Will be prepared in the course of the
Study･

i) Inception Report shall be submitted at the corrmencement of the Phase-I Study･

ii) Interim Report shall be submitted at the end of Phase-I Study period within nine

(9) months from the commencement of the Study･

ih) Draft Final Report shall be submitted at the end of Phase-Ⅱ Study period within

thir[een (13) months fromthe commencement of the Study.

iv) FinalReport will be submitted within fifteen (15) months, including one-month

reviewperiod by the Govemment,from the commencement of the Study･

The Govemment of Myanmar stronglyintends to promotethe implementation of the de-

velopment plans to be given in the reports after thorough
deliberation of the planwithin the

Government.

5. EXPERTS

Required foreign experts for the execution of the Studies are assessed asfo1lows:

- TeamLeader

- Infわrmation Technolgy Expert

- Meteo-Hy血ologlSt

- Soiland Land Use Expert

- Agronomist

- Agro-∝onomist

- InstitutionalExpert

- Design Engineer

- System Engineer

6. tJNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF MYANMAR

l) h order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study, the
Govemment of

Myanmarshal1 take fbllowlng necessary measures:

a) to secure the safety of
the Study Team;

b) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sojoum
in

Myanmar forthe duration of their asslgnment therein,and exemptthem from

alien reglStration requlrementand consular fees･,

c) to exempt the members of the
Study Team from taxes, dutiesand any other

charges on equipment, maChineryand other materials brought into and out of

the country fTofthe conduct of the Study;
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d) to exempt the members of the Study Team from income tax and charges of

any kind imposed on or in connection withany emoluments orallowances

paid tothe members of the Study Team for their services in connection with

tbe implementation of也e Study;

e) to provide necessary facilities to the Study Team for remittance as well as uti-
1ization of the funds introduced in the country from Japanin connection with

the implementation of the Study;

f) to secure pemission or entry into private properties or restricted areas forthe

conduct of the S山dy;

g)
to secure pemission for the Study Teamto takeal1 data, documentsand nec-

essary materials related tothe Study out of Myanmar to Japan;and

h) to provide medicalservices as needed. Its expenses will be chargeable tothe

member of the Study Team.

2) The Govemment shall bear claims, ifanyarises, against the members of the Study

Team resulting from, occurring in the course of or otherwise connected with, the

discharge of their duties in the implementation of the Study, except when such

claims arise from gross negligence or wilfu1misconduct onthe part of the member

of血e Study Team.
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TENTATIVE WORK SCHEDtJLE FOR MASTER PLAN STtJDY ON

AGRICULTURAL CENSUS AND INFORMATION CENTER PROJECT

ⅠTEMS

MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 EE 12 13 14 15

WORK-I:SatellitelmageryCollectionandA

FieldSuⅣeyandⅠnVestigation

FormulationoflnformationSystem

WORK-II:FieldSurvey

DesignofAgriculturallnformation

SelectionofEquipmentandPrepar

FormulationofOperationandTrai
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